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はじめに 
 

対象読者と目的 
「SigmaSystemCenterコンフィグレーションガイド」は、インストール後の設定全般を行うシステム管理者と、

その後の運用・保守を行うシステム管理者を対象読者とし、インストール後の設定から運用に関する操作手

順を実際の流れに則して説明します。また、保守の方法や操作についても説明します。 
 

本書の構成 
セクション I 環境構築と設定 
 
1 「システム構築前の準備を行う」: SigmaSystemCenterの初期設定、基本動作、環境設定に

ついて説明します。 
2 「関連製品の事前設定」: SigmaSystemCenterで使用する関連製品の事前設定について説明

します。 
 
セクション II SigmaSystemCenterの運用を開始する 
 
3 「SigmaSystemCenterへリソースを登録する」: SigmaSystemCenterへの関連製品の登録方

法について説明します。 
4 「仮想マシンに対する操作」: 仮想マシンを利用した運用について説明します。 
5 「マシンを運用するための操作」: マシンの運用について説明します。 
 
セクション III メンテナンスを行う 
 
6 「保守」: SigmaSystemCenterのメンテナンス方法について説明します。 
7 「バックアップ・リストア」: SigmaSystemCenter運用時のバックアップおよびリストア方法につい

て説明します。 
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SigmaSystemCenter マニュアル体系 
SigmaSystemCenter のマニュアルは、各製品およびコンポーネントごとに以下のように構成されていま

す。 
また、本書内では、各マニュアルは「本書での呼び方」の名称で記載します。 
 
製品 / コンポーネント名 マニュアル名 本書での呼び方 

SigmaSystemCenter 2.0 ファーストステップ

ガイド 
SigmaSystemCenter 
ファーストステップガイド 

SigmaSystemCenter 2.0 インストレーション

ガイド 
SigmaSystemCenter 
インストレーションガイド 

SigmaSystemCenter 2.0 コンフィグレーショ

ンガイド 
SigmaSystemCenter 
コンフィグレーションガイド 

SigmaSystemCenter 2.0 

SigmaSystemCenter 2.0 リファレンスガイド SigmaSystemCenter 
リファレンスガイド 

ESMPRO/ServerManager Ver.4.4 インスト

レーションガイド 
ESMPRO/ServerManager 
インストレーションガイド 

ESMPRO/ServerManager 
4.41 

ESMPRO サーバ管理ガイド ESMPROサーバ管理ガイド 

WebSAM DeploymentManager Ver5.1 ユー

ザーズガイド 導入編 
DeploymentManager 
ユーザーズガイド導入編 

WebSAM DeploymentManager Ver5.1 ユー

ザーズガイド 基本操作編 
DeploymentManager 
ユーザーズガイド基本操作編 

WebSAM DeploymentManager Ver5.1 ユー

ザーズガイド 応用編 
DeploymentManager 
ユーザーズガイド応用編 

WebSAM DeploymentManager Ver5.1 ユー

ザーズガイド PackageDescriber編 
DeploymentManager 
ユーザーズガイド 
PackageDescriber編 

WebSAM 
DeploymentManager 5.1 

パッケージビルダマニュアル DeploymentManager 
パッケージビルダマニュアル 

WebSAM DeploymentManager (HP-UX版)
ユーザーズガイド (導入編) 

DeploymentManager (HP-UX版)  
ユーザーズガイド導入編 

WebSAM DeploymentManager (HP-UX版)
ユーザーズガイド (機能編) 

DeploymentManager (HP-UX版)  
ユーザーズガイド機能編 

WebSAM DeploymentManager (HP-UX版)
操作マニュアル 

DeploymentManager (HP-UX版)  
操作マニュアル 

WebSAM DeploymentManager (HP-UX版)
ユーザーズガイド エラーメッセージ集 

DeploymentManager (HP-UX版)  
ユーザーズガイド エラーメッセージ集 

WebSAM 
DeploymentManager 
(HP-UX版) 

WebSAM DeploymentManager (HP-UX版) 
R1.4.3 リリースメモ 

DeploymentManager (HP-UX版)  
リリースメモ 

SystemMonitor性能監視 SystemMonitor性能監視 ユーザーズガイド SystemMonitor性能監視 
ユーザーズガイド 

 SigmaSystemCenter クラスタ構築資料 SigmaSystemCenter 
クラスタ構築資料 
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製品 / コンポーネント名 マニュアル名 本書での呼び方 

SigmaSystemCenter SIGMABLADE 
controller セットアップカード 

SIGMABLADE controller 
セットアップカード 

SIGMABLADE controller 
1.1 

SigmaSystemCenter SIGMABLADE 
controller ユーザーズガイド 

SIGMABLADE controller 
ユーザーズガイド 

 
 
SigmaSystemCenterの製品概要、インストール、設定、運用、保守に関する情報は、以下の4つのマニュ

アルに含みます。各マニュアルの役割を以下に示します。 
 
「SigmaSystemCenter ファーストステップガイド」 
SigmaSystemCenter を使用するユーザを対象読者とし、製品概要、システム設計方法、動作環境などに

ついて記載します。 
 
「SigmaSystemCenter インストレーションガイド」 
SigmaSystemCenterのインストール、アップグレードインストール、およびアンインストールを行うシステム

管理者を対象読者とし、それぞれの方法について説明します。 
 
「SigmaSystemCenter コンフィグレーションガイド」 
インストール後の設定全般を行うシステム管理者と、その後の運用・保守を行うシステム管理者を対象読

者とし、インストール後の設定から運用に関する操作手順を実際の流れに則して説明します。また、保守

の操作についても説明します。 
 
「SigmaSystemCenter リファレンスガイド」 
SigmaSystemCenterの管理者を対象読者とし、SigmaSystemCenterの機能説明、操作画面一覧、操作

方法、メンテナンス関連情報およびトラブルシューティング情報などを記載します。「SigmaSystemCenter
インストレーションガイド」および「SigmaSystemCenter コンフィグレーションガイド」を補完する役割を持ち

ます。 
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本書の表記規則 
 
本書では、注意すべき事項、重要な事項、および関連情報を以下のように表記します。 
 

注：は、機能、操作、および設定に関する注意事項、警告事項、および補足事項です。 
 

関連情報：は、参照先の情報の場所を表します。 
 
また、本書では以下の表記法を使用します。 
 
表記 使用方法 例 

[ ] 角かっこ 画面に表示される項目 (テ
キストボックス、チェックボッ

クス、タブなど) の前後 

[マシン名] テキストボックスにマシン名を入力しま

す。 
[すべて] チェックボックス 

「」 かぎかっこ 画面名 (ダイアログボック

ス、ウィンドウなど)、他のマ

ニュアル名の前後 

「設定」ウィンドウ 
「インストレーションガイド」 

コマンドライン中の [ ] 角かっこ かっこ内の値の指定が省略

可能であることを示します。 

add [/a] Gr1 

モノスペースフォント 
(courier) 

コマンドライン、システムから

の出力 (メッセージ、プロンプ

トなど) 

以下のコマンドを実行してください。 
replace Gr1 

モノスペースフォント斜体 
(courier) 

ユーザが有効な値に置き換

えて入力する項目 
値の中にスペースが含まれ

る場合は “ “ (二重引用符) 
で値を囲んでください。 

add GroupName 
 
InstallPath=”Install Path” 
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セセククシショョンン  II  環環境境構構築築とと設設定定  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
このセクションでは、SigmaSystemCenter のインストール後、運用開始までに行うべき環境構築および事

前設定について記載します。 
 
 
• 1 システム構築前の準備を行う 
• 2 関連製品の事前設定 
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1. システム構築前の準備を行う 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本章では、SigmaSystemCenter の初期設定、基本動作、環境設定について記載します。 
 
本章で説明する項目は以下の通りです。 
 
 
• 1.1 SystemProvisioningを起動 / 再起動 / 停止する .........................................................4 
• 1.2 Webコンソールを起動 / ログインする ...........................................................................5 
• 1.3 Webコンソールの基本的な操作を理解する....................................................................8 
• 1.4 ライセンスキーを登録する .......................................................................................... 10 
• 1.5 SystemProvisioningユーザを追加する....................................................................... 11 
• 1.6 環境を設定する .......................................................................................................... 12 
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1.1. SystemProvisioning を起動 / 再起動 / 停
止する 

SystemProvisioning の起動、再起動および停止操作に関する説明をします。 
 

1.1.1. SystemProvisioning を起動するには 

SystemProvisioning は、管理サーバを起動すると自動的に起動します。手動で起動する場

合、以下の手順に従って起動してください。 
 

1. [スタート] メニューから [コントロールパネル] － [管理ツール] － [サービス] を選択

し、サービススナップインを起動します。 
2. サービス一覧から「PVMService」を選択し、[サービスの開始] をクリックします。 
 

以上で SystemProvisioning の起動は完了です。 
 

1.1.2. SystemProvisioning を再起動するには 

SystemProvisioning を再起動します。以下の手順に従って再起動してください。 
 

1. [スタート] メニューから [コントロールパネル] － [管理ツール] － [サービス] を選択

し、サービススナップインを起動します。 
2. サービス一覧から「PVMService」を選択し、[サービスの再起動] をクリックします。 
 

以上で SystemProvisioning の再起動は完了です。 
 

1.1.3. SystemProvisioning を停止するには 

SystemProvisioning を停止します。以下の手順に従って停止してください。 
 

1. [スタート] メニューから [コントロールパネル] － [管理ツール] － [サービス] を選択

し、サービススナップインを起動します。 
2. サービス一覧から「PVMService」を選択し、[サービスの停止] をクリックします。 
 

以上で SystemProvisioning の停止は完了です。 
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1.2. Web コンソールを起動 / ログインする 
Webコンソールを操作するには、Webコンソールを起動し、ログインする必要があります。初

めてSigmaSystemCenterにログインする場合、「1.2.3 SigmaSystemCenterに初めてログ

インする場合」を参照してください。 
 

1.2.1. Web コンソールを起動するには 

Web コンソールを起動します。以下の手順に従って起動してください。 
 

1. Web ブラウザを起動します。 
2. Web ブラウザのアドレス欄に以下の URL を入力します。 

 
http://ホスト/Provisioning/Default.aspx 
ホストには、管理サーバのホスト名、または IP アドレスを入力してください。 
 

3. ログインウィンドウが表示されます。ログインについては、「1.2.2 SigmaSystemCenter
にログインするには」を参照してください。 

 

管理サーバでWebコンソールを起動する場合は、［スタート］ メニューから [すべてのプログ

ラム] － [SigmaSystemCenter] － [SystemProvisioning Web Console] を選択し、Web
コンソールを起動することもできます。 
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注： 
▪ [スタート] メニューから Web コンソールを起動した場合、既に起動済みのブラウザ上に

Web コンソールが表示されることがあります。別途、ブラウザを起動して必要な URL を参照

してください。 
▪ Windows Server 2003 において、Web コンソールが正しく表示されない場合、ASP.NET
を修復する必要があります。以下の手順に従って操作してください。 
 

1. コマンドプロンプトを起動します。 
[スタート] メニューから [すべてのプログラム] － [アクセサリ] － [コマンド プロンプト] 
をクリックし、コマンドプロンプトを起動します。 

2. 以下のコマンドを入力します。 
"%windir%¥Microsoft.NET¥Framework¥v2.0.50727¥aspnet_re

giis.exe" –i 

3. Enter キーを押します。 
4. Web コンソールを起動します。 

 

 

以上で Web コンソールの起動は完了です。 
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1.2.2. SigmaSystemCenter にログインするには 

SigmaSystemCenter へのログインを行います。SigmaSystemCenter は OS 認証とは別に

SigmaSystemCenter を使用できるユーザを制限するため固有のユーザ管理を行います。 
初めてSigmaSystemCenterにログインする場合、「1.2.3 SigmaSystemCenterに初めてロ

グインする場合」に記載している初期ユーザでログインしてください。 
 

1. Web コンソールを起動すると、「SigmaSystemCenter ログイン」が表示されます。 
 

 
 

2. ユーザ名とパスワードを入力します。 
 

注： SigmaSystemCenterにログインするには、初めてログインする場合を除き、管理

者権限を持つユーザによりユーザ名、パスワードを登録しておく必要があります。ユー

ザの登録方法は、「1.5 SystemProvisioningユーザを追加する」を参照してください。 

 

3. [ログイン] をクリックします。 
 

以上で SigmaSystemCenter へのログインは完了です。 
 

1.2.3. SigmaSystemCenter に初めてログインする場合 

SigmaSystemCenter に初めてログインする場合には、以下の初期ユーザ名およびパスワ

ードを入力してください。 
 

ユーザ名 admin 

パスワード admin 

 

初期ユーザでログイン後、管理者権限を持つ任意のユーザを 1 つ以上登録してください。ユ

ーザが登録されると、初期ユーザ名とパスワードは使用できなくなります。ユーザの登録方

法に関しては、「1.5 SystemProvisioningユーザを追加する」を参照してください。 



1 システム構築前の準備を行う 
 

SigmaSystemCenter 2.0 コンフィグレーションガイド 
8 

 

1.3. Web コンソールの基本的な操作を理解する 
Web コンソールの基本的な操作について説明します。 
 

1.3.1. Web コンソールによる操作 

Webコンソールを使用して、管理対象マシンの操作やグループ管理など様々な操作を行うこ

とができます。 
Web コンソールは、以下の 5 つのパーツから構成されています。 
 

 
 

(1) タイトルバー 
Web コンソール上部には常にタイトルバーが表示されています。 
タイトルバーは、検索機能、メインメニュー、アカウント管理機能から構成されています。 
 

• 検索機能 
マシンの検索ができます。検索機能の詳細は、「SigmaSystemCenterリファレンス

ガイド Web コンソール編」の「1.1 Web コンソールの概要」を参照してください。 
• メインメニュー 

各メニューをクリックすると、ツリービューおよびメインウィンドウの表示を切り替え

ることができます。 
• アカウント管理機能 

パスワードの変更や、ログアウトができます。 

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 
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(2) ツリービュー 

メインメニューをクリックすることにより、ツリービューが切り替わります。 
ツリービューのアイコンをクリックすると、メインウィンドウに詳細情報、[設定] メニューお

よび [操作] メニューが表示され、操作を進めることができます。 
 

(3) メインウィンドウ 
SystemProvisioning のメインウィンドウです。 
 

• グループボックス 
グループボックスは、メインウィンドウに表示される詳細情報、各一覧表示ボックス

を指します。 

 

 

(4) [設定] メニュー、[操作] メニュー 
対象リソースの設定を管理するためのメニューです。メニューの内容は、操作の状態に

よって異なります。メニューで行う操作は、ツリービューで選択したビュー内のすべての

リソースに対して行うことができます。 
 

(5) [アクション] メニュー 
[アクション] メニューとは、各グループボックス内にあるメニューおよびプルダウンボック

スのことを指し、指定の対象リソースの操作を行うためのメニューです。 
メインウィンドウに表示されるグループボックス内のリストから操作する対象リソースを

選択し、[アクション] メニューの操作を実行します。 
[アクション] メニューで行う操作は、各グループボックスでチェックボックスを選択したリ

ソースに対して行うことができます。 
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1.4. ライセンスキーを登録する 
SigmaSystemCenter をインストールした後、製品に添付されているライセンスキーシートの

ライセンスキーを登録します。以下の手順に従って登録してください。 
 

1. タイトルバーの [管理] をクリックし、[管理] ビューに切り替えます。 
2. [管理] ツリーから [ライセンス] アイコンをクリックします。 
3. メインウィンドウにライセンスの詳細情報が表示されます。 

 

 
 

4. [ライセンスキー] テキストボックスにライセンスキーを入力します。 
 

注： ライセンスキーを登録する場合、最初にエディションライセンスを登録してください。

ライセンスについては、「SigmaSystemCenter ファーストステップガイド」の「2.2 
SigmaSystemCenter の製品体系とライセンス」を参照してください。 

 

5. [追加] をクリックします。 
 

注： ライセンスキーを登録後、SystemProvisioningを再起動してください。

SystemProvisioningの再起動については、「1.1.2 SystemProvisioningを再起動する

には」を参照してください。 

 

以上でライセンスキーの登録は完了です。 
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1.5. SystemProvisioning ユーザを追加する 
SystemProvisioning を使用するユーザのユーザアカウントを追加します。以下の手順に従

って追加してください。 
 

注： SystemProvisioning を使用する場合、管理者権限を持つ SystemProvisioning ユーザ

が 1 つ以上登録されている必要があります。 

 

1. タイトルバーの [管理] をクリックし、[管理] ビューに切り替えます。 
2. [管理] ツリーから [ユーザ] アイコンをクリックします。 
3. メインウィンドウにユーザの詳細情報が表示されます。 
4. [ユーザ一覧] グループボックスの [アクション] メニューから [追加] をクリックします。

メインウィンドウに「ユーザ追加」が表示されます。 
 

 
 

5. [ユーザ名] テキストボックスにユーザ名を入力します。 
6. [パスワード] テキストボックスおよび [パスワード (確認用)] テキストボックスにパスワ

ードを入力します。 
7. [権限レベル] プルダウンボックスから権限レベルを選択します。 
8. [OK] をクリックします。 
 

以上でユーザの追加は完了です。 
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1.6. 環境を設定する 
SigmaSystemCenter の運用を開始する前に、運用環境を設定する必要があります。設定

方法について説明します。 
 

1.6.1. 構成情報の収集に関する設定を行うには 

構成情報の収集に関する設定を行います。構成情報の収集を既定値から変更する場合、以

下の手順に従って設定してください。 
 

関連情報： 構成情報の収集については、「SigmaSystemCenter リファレンスガイド Web コ

ンソール編」の「2.13.1 [全般] タブ」を参照してください。 

 

1. タイトルバーの [管理] をクリックし、[管理] ビューに切り替えます。 
2. [管理] ツリーから [環境設定] アイコンをクリックします。 
3. メインウィンドウに「環境設定」が表示されます。[全般] タブを選択します。 

 

 
 

4. [情報収集を行う] チェックボックスをオンにします。 
5. [情報収集間隔] テキストボックスに情報収集間隔を入力します。 
6. [適用] をクリックします。 
 

以上で構成情報の収集に関する設定は完了です。 
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1.6.2. 障害時のメール通報の設定を行うには 

障害時のメール通報の設定を行います。以下の手順に従って設定してください。 
 

1. タイトルバーの [管理] をクリックし、[管理] ビューに切り替えます。 
2. [管理] ツリーから [環境設定] アイコンをクリックします。 
3. メインウィンドウに「環境設定」が表示されます。[通報] タブを選択します。 

 

 
 

4. [メール通報を行います] チェックボックスをオンにし、各項目を入力します。 
5. [テスト送信] をクリックし、メール通報テストが正常に行われたかの確認を行います。 
6. [適用] をクリックします。 
 

以上で障害時のメール通報の設定は完了です。 
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1.6.3. 通報の通知をイベントログに書き込みを行うには 

SystemProvisioningが受信した通報、通報によるポリシー実行結果をイベントログに記録す

る設定を行います。また、SystemProvisioning 管理サーバ上に ESMPRO/ServerAgent を
インストールすると、ESMPRO/ServerManager へ通報することができます。以下の手順に

従って設定してください。 
 

関連情報： ESMPRO への通知については、「SigmaSystemCenter リファレンスガイド」の

「1.3.2 マシンの状態、状態の監視」を参照してください。 

 

1. タイトルバーの [管理] をクリックし、[管理] ビューに切り替えます。 
2. [管理] ツリーから [環境設定] アイコンをクリックします。 
3. メインウィンドウに「環境設定」が表示されます。[通報] タブを選択します。 

 

 
 

4. [通知をイベントログに書き込む] チェックボックスをオンにします。 
5. [適用] をクリックします。 
 

以上で通報の通知をイベントログに書き込み行う設定は完了です。 
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1.6.4. ログの出力に関する設定を行うには 

運用ログ、デバッグログに関する設定を行います。ログの出力設定を変更する場合、以下の

手順に従って設定してください。 
 

1. タイトルバーの [管理] をクリックし、[管理] ビューに切り替えます。 
2. [管理] ツリーから [環境設定] アイコンをクリックします。 
3. メインウィンドウに「環境設定」が表示されます。[ログ] タブを選択します。 

 

 
 

4. [最大出力件数] テキストボックスに運用ログの最大出力件数を入力します。 
 

注： 本システムの動作環境下における運用ログの最大出力件数は 100,000 件です。

設定を行う場合には、100,000 件以下に設定してください。動作環境については、

「SigmaSystemCenter ファーストステップガイド」の「3. 動作環境」を参照してください。 

 

5. [最大出力サイズ] テキストボックスにデバッグログの最大出力サイズを入力します。 
6. [取得するデバッグログレベルの設定] プルダウンボックスからデバッグログの取得レベ

ルを選択します。 
7. [適用] をクリックします。 
 

以上でログの出力に関する設定は完了です。 
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1.6.5. 仮想リソースの情報を設定するには 

1 台の仮想マシンサーバ上で稼動可能な仮想マシンの数の既定値 (20 台) を変更する場

合、以下の手順に従って設定してください。 
 

1. タイトルバーの [管理] をクリックし、[管理] ビューに切り替えます。 
2. [管理] ツリーから [環境設定] アイコンをクリックします。 
3. メインウィンドウに「環境設定」が表示されます。[仮想リソース] タブを選択します。 

 

 
 

4. [キャパシティ値] テキストボックス、[コスト値] テキストボックスに仮想マシンサーバ、仮

想マシンのキャパシティ値、コスト値を入力します。 
 

関連情報： キャパシティ値、コスト値については、「SigmaSystemCenterリファレンスガ

イド」の「1.3.5 仮想マシンサーバのキャパシティ制御」、もしくは「SigmaSystemCenter
リファレンスガイド Web コンソール編」の「1.1.5 キャパシティ値、コスト値の設定」を参

照してください。 

 

5. [適用] をクリックします。 
 

以上で仮想リソース情報の設定は完了です。 
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1.6.6. 仮想マシンサーバの root パスワードを設定するには 

ESX Server の障害復旧 （Failover） 時に使用される ESX Server の root パスワードを設

定します。ここで指定されたパスワードは、すべての ESX Server に対する既定値として使用

されます。 
 

注：  
▪ root パスワードが設定されていない場合、ESX Server の障害復旧 (Failover) 処理が失

敗します。 
▪ ESX Server ごとにアカウント / パスワードを設定する場合、ESX Server のサブシステム

編集ウィンドウから設定してください。 

 

1. タイトルバーの [管理] をクリックし、[管理] ビューに切り替えます。 
2. [管理] ツリーから [環境設定] アイコンをクリックします。 
3. メインウィンドウに「環境設定」が表示されます。[仮想リソース] タブを選択します。 

 

 
 

4. [root パスワード更新] チェックボックスをオンにします。 
5. [root パスワード] テキストボックスおよび [root パスワード確認] テキストボックスに

root パスワードの既定値を入力します。 
6. [適用] をクリックします。 
 

以上で仮想マシンサーバの root パスワードの設定は完了です。 
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1.6.7. 監視ビューの更新時間を設定するには 

監視ビューの更新間隔を変更する場合、以下の手順に従って設定してください。 
 

注： ダッシュボードの更新時間を変更した場合、再度ログインしてください。再度ログインを

行わない場合、ダッシュボードの更新時間は変更されません。 

 

1. タイトルバーの [管理] をクリックし、[管理] ビューに切り替えます。 
2. [管理] ツリーから [環境設定] アイコンをクリックします。 
3. メインウィンドウに「環境設定」が表示されます。[表示] タブを選択します。 

 

 
 

4. [ダッシュボードの更新間隔] テキストボックスにダッシュボードの自動更新する間隔を

入力します。 
5. [適用] をクリックします。 
 

以上で監視ビューの更新時間の設定は完了です。 
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1.6.8. 連携する ESMPRO の情報を設定するには 

ESMPRO/ServerManager と連携するための情報を登録します。 
ESMPRO/ServerManager が ESMPRO/ServerAgentと通信するときに使用する SNMP コ

ミュニティ名を既定値の「public」から変更する場合、以下の手順に従って設定してください。 
 

1. タイトルバーの [管理] をクリックし、[管理] ビューに切り替えます。 
2. [管理] ツリーから [環境設定] アイコンをクリックします。 
3. メインウィンドウに「環境設定」が表示されます。[その他] タブを選択します。 

 

 
 

4. [SNMP コミュニティ名] テキストボックスに SNMP コミュニティ名を入力します。 
5. [適用] をクリックします。 
 

以上で連携する ESMPRO の情報の設定は完了です。 
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2. 関連製品の事前設定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本章では、SigmaSystemCenter で使用する関連製品の事前設定について記載します。 
 
本章で説明する項目は以下の通りです。 
 
 
• 2.1 関連製品の事前設定に関して .................................................................................... 22 
• 2.2 スイッチを利用するための設定を行う .......................................................................... 22 
• 2.3 ロードバランサを利用するための設定を行う................................................................ 29 
• 2.4 ストレージを利用するための設定を行う....................................................................... 30 
• 2.5 SIGMABLADEを利用するための設定を行う .............................................................. 34 
• 2.6 SystemMonitor性能監視で性能を監視するための設定を行う ..................................... 35 
• 2.7 管理対象マシンで障害イベントを受信するための設定を行う ....................................... 46 
• 2.8 DPMを利用するための設定を行う .............................................................................. 52 
• 2.9 DPMでマスタマシンを利用してシナリオを作成する...................................................... 64 
• 2.10 VMwareを利用するための事前設定を行う.................................................................. 87 
• 2.11 VirtualCenterでマスタVMを利用してテンプレートを作成する ....................................... 88 
• 2.12 Xenを利用するための事前設定を行う ........................................................................ 90 
• 2.13 XenCenterでマスタVMを利用してテンプレートを作成する ........................................... 91 
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2.1. 関連製品の事前設定に関して 
本章では、SigmaSystemCenterで利用する関連製品の事前設定に関して記載します。この

章に記載されている内容は、SigmaSystemCenterで操作を行う前に済ませておく必要があ

ります。既にご利用の環境で設定が完了している場合は、改めて設定を行う必要はありませ

ん。製品に応じて「3 SigmaSystemCenterへリソースを登録する」を参照し、関連製品を

SigmaSystemCenterに登録してください。 
 

2.2. スイッチを利用するための設定を行う 
SigmaSystemCenter で利用できるスイッチには、NetvisorPro で管理するスイッチおよびス

イッチブレード、SystemProvisioning のみで管理するスイッチブレードがあります。 
NetvisorPro で管理するスイッチおよびスイッチブレードを利用する場合、事前に

NetvisorPro を設定しておく必要があります。SystemProvisioning のみで管理するスイッチ

ブレードを利用する場合も同様に、事前にスイッチブレードを設定しておく必要があります。 
以下の手順の流れに沿ってスイッチの設定を行ってください。 
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2.2.1. スイッチブレードの初期設定を行うには 

スイッチブレードの初期設定を行います。以下の手順に従って設定してください。 
 

注：  
▪ 詳細は、スイッチに付属している「インテリジェントスイッチ ユーザーズガイド」を参照してく

ださい。なお、本項の手順内の参照先はスイッチに付属している「インテリジェントスイッチ 
ユーザーズガイド」を指します。 
▪ スイッチブレードを 1 つのブレード収納ユニット内に 2 台実装する場合、それぞれのスイッ

チブレードの名前が重複しないようにしてください。詳細は、スイッチに付属している「インテリ

ジェントスイッチ ユーザーズガイド」の「4 初期導入時のセットアップ」に記載されている「装

置名称の設定」を参照してください。 

 

1. スイッチブレードに対して、マネージメント VLAN を作成します。 
2. マネージメント VLAN に、マシン管理のために使用するネットワークアドレスを設定しま

す。詳細は、「5 スイッチの管理と詳細設定」の「マネージメント VLAN」を参照してくださ

い。 
3. スイッチブレード接続用の IP アドレスを設定します。 

詳細は、「4 初期導入時のセットアップ」の「IP アドレスの設定とインターフェースの有効

化」を参照してください。 
4. PXE ブートアシスト機能を有効にします。 
5. すべての CPU ポートをマネージメント VLAN に登録します。 

詳細は、「6 コマンドリファレンス」の「Virtual LAN」を参照してください。 
6. スパニングツリー機能を有効にします。 

詳細は、「5 スイッチの管理と詳細設定」の「スパニングツリー」を参照してください。 
7. SNMP エージェントを有効にし、SNMP マネージャがアクセスするためのコミュニティ名

とアクセスを許可する SNMP マネージャを設定します。 
詳細は、「5 スイッチの管理と詳細設定」の「SNMP エージェント」を参照してください。 

8. マネージメント VLAN と SNMP 設定を確認した後、設定内容をフラッシュメモリに保存し

ます。詳細は、「5 スイッチの管理と詳細設定」の「コンフィグレーションファイルの管理」

を参照してください。 
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2.2.2. NetvisorPro にスイッチを登録するには 

NetvisorProが管理するスイッチのネットワークの設定後、以下の手順に従って登録してくだ

さい。NetvisorProが管理するスイッチには、「2.2.1 スイッチブレードの初期設定を行うには」

のSystemProvisioningのみで管理するスイッチブレード以外の、NetvisorProがサポートし

ているスイッチブレードも含まれます。 
 

関連情報: NetvisorPro の詳細設定については、「WebSAM NetvisorPro ユーザーズマニ

ュアル」の「5.1.8 アイコンを登録するには」、「5.1.12 アイコンを登録するには (自動登録・

手動起動)」、「5.5.4 自動的に物理トポロジ、VLAN マップを作成するには (NetvisorPro 
側の操作について)」を参照してください。 

 

1. [スタート] メニューから [すべてのプログラム] － [ESMPRO_Netvisor] – [オペレーシ

ョンウィンドウ] を選択し、NetvisorPro のオペレーションウィンドウを起動します。 
2. [ツール(T)] メニューから [自動発見(V)] － [手動起動(F)] － [TCP / IP ホストの発見

(T)] を選択します。 
3. 「自動発見 (TCP / IP ホスト)」ダイアログボックスが表示されます。[アドレス指定] をク

リックします。 
4. IP アドレスの範囲を指定し、[開始(S)] をクリックします。 

 

 

 

5. NetvisorPro のオペレーションウィンドウに、発見されたスイッチのアイコンが表示されま

す。 
6. [ツール(T)] メニューから [自動発見(V)] － [手動起動(F)] － [物理トポロジ、VLAN

の発見(O)] を選択します。 
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7. NetvisorPro のオペレーションウィンドウの、Topology (物理トポロジ) マップ配下およ

び VLAN マップ配下に発見されたアイコンが描画されます。 
 

以上でスイッチの NetvisorPro への登録は完了です。 
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2.2.3. NetvisorPro でスイッチへのログイン管理設定を行うには 

「2.2.2 NetvisorProにスイッチを登録するには」で登録したスイッチに対して、NetvisorProで
スイッチへのログイン管理設定を行います。以下の手順に従って設定してください。 
 

関連情報: NetvisorPro のログイン管理設定については、「WebSAM NetvisorPro 共通操

作マニュアル」の「3.7 ログイン管理機能」を参照してください。 

 

1. [スタート] メニューから [すべてのプログラム] － [NetvisorPro] － [NVPRO ウィンド

ウ] を選択し、「NEC WebSAM NetvisorPro」画面を起動します。 
2. 「NEC WebSAM NetvisorPro」画面の [初期設定] ツールバーをクリックします。[初期

設定] 内の [ログイン管理] をクリックします。 
3. [初期設定] ペインの右側に [装置] ツリービューが表示されます。ツリーに表示される

装置名の中から設定を行う装置のチェックボックスをオンにします。 
4. 手順 3 で選択した装置名が、[ログイン設定] ペインに一覧表示されます。 

 

 



スイッチを利用するための設定を行う 
 

セクション I 環境構築と設定 
27 

 
5. 設定を行う装置の [認証情報設定] をクリックします。 

 

 
 

6. ダイアログボックスが表示されます。[Login Password] テキストボックスと [Enable 
Password] テキストボックスにパスワードを正しく入力します。 
 

 

 

7. 「NEC WebSAM NetvisorPro」画面の [ログイン設定] ペインに表示されるアイコンが

変わります。 
 

 

 

8. ダイアログボックスの [適用] をクリックします。 
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9. ログインテストを行う装置を選択し、右クリックでコンテキストメニューの [ログインテスト] 
を選択します。 

10. [ログイン設定テスト結果] ペインにログインテストの結果が表示されます。 
 

 

 
“失敗しました” と表示された場合、[詳細情報参照] をクリックし、失敗の原因を確認し、

原因を取り除き再度テストを行ってください。 
 

以上でスイッチへのログイン管理設定は完了です。 
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2.3. ロードバランサを利用するための設定を行う 
NetvisorProが管理するロードバランサを利用する場合、事前にNetvisorProにロードバラン

サを設定しておく必要があります。以下の手順の流れに沿って NetvisorPro にロードバラン

サの設定を行ってください。 
 

2.3.1. NetvisorPro にロードバランサを登録するには 

ロードバランサの設定後、NetvisorPro にロードバランサを登録します。 
ロードバランサの登録手順は、スイッチの登録手順と同じですので、「2.2.2 NetvisorProにス

イッチを登録するには」を参照してください。 
 

2.3.2. NetvisorPro でロードバランサへのログイン管理設定を行うには 

NetvisorPro でロードバランサへのログイン管理設定を行います。 
ロードバランサへのログイン管理設定手順は、スイッチへのログイン管理設定手順と同じで

すので、「2.2.3 NetvisorProでスイッチへのログイン管理設定を行うには」を参照してくださ

い。 
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2.4. ストレージを利用するための設定を行う 
ストレージを利用する場合、事前にストレージ関連製品の設定をしておく必要があります。

SigmaSystemCenter で利用できるストレージには、iStorage、CLARiX、および Symmetrix
があります。以下の手順の流れに沿って各種ストレージの設定を行ってください。 
 

2.4.1. 各ストレージの事前設定を行う 

SigmaSystemCenterからストレージ装置に対して行うことができる設定は、ディスクボリュー

ムのアクセスコントロール設定のみです。ストレージ装置側の設定や、ストレージ制御ソフト

ウェアに対しての設定は行いません。ストレージ制御ソフトウェアを使用して事前に環境を設

定しておく必要があります。 
ご利用のストレージに応じて以下を設定してください。 
 

 iStorage の場合 
SystemProvisioning で iStorage を管理するためには、事前に iStorage 環境で

iStorageManager の初期設定を行う必要があります。初期設定の詳細については、

iStorageManager のマニュアルを参照してください。 
 

1. iStorageManager の設定 
iStorageManager の利用者アカウントを登録します。 

2. WebSAM iStorageManager Integration Base の SG ファイルの設定 
WebSAM iStorageManager Integration Baseから iStorage基本制御を利用する

ための設定を行います。 
3. iStorageManager によるディスクアレイの設定 

SystemProvisioning で管理対象とするディスクアレイを登録します。 
4. iStorage に LD を作成 

ディスクアレイに LD を作成します。 
5. iStorage に LD セットの作成とアクセスコントロールの設定 

ディスクアレイに LD セットを作成し、アクセスコントロールを WWN モードに設定し

ます。 
 

注：  
▪ iStorage D8 を使用する場合、SigmaSystemCenter では論理パーティション単

位での制御のみ可能となります。複数の論理パーティションにまたがった構成変更

には対応しておりません。 
▪ CPU ブレード置換を利用する場合、事前にブレード単位 (IO ブレード / CPU ブ

レード)、または、WWN 単位で LD セットを作成してください。事前に LD セットが作

成されていない場合、CPUブレード置換後に置換元、置換先のマシンに対するスト

レージのアクセスコントロールが正しく行えません。 

 



ストレージを利用するための設定を行う 
 

セクション I 環境構築と設定 
31 

 
 CLARiX の場合 

SystemProvisioning で CLARiX のディスクアレイ装置を利用するためには、管理サー

バ上に Navisphere Agent と Navisphere CLI をインストールする必要があります。 
詳細については、Navisphere のマニュアルを参照してください。 
 

1. Navisphere Agent と Navisphere CLI のインストール 
管理サーバ上に Navisphere Agent と Navisphere CLI をインストールし、CLARiX
に対してコマンドを発行する環境に合わせて、Navisphere Agent と Navisphere 
CLI の設定を行います。 

2. ディスクアレイの設定、ストレージグループの作成 
SystemProvisioning で利用する CLARiX ディスクアレイの設定および、ストレージ

グループを作成します。 
 

 Symmetrix の場合 
SystemProvisioning で Symmetrix のディスクアレイ装置を利用するためには、管理サ

ーバ上に SYMCLI をインストールする必要があります。 
詳細については、SYMCLI のマニュアルを参照してください。 
 

1. SYMCLI のインストール 
管理サーバ上に SYMCLI をインストールし、Symmetrix に対してコマンドを発行す

る環境に合わせて、SYMCLI の設定を行います。 
Symmetrix ストレージ管理サーバを別に構築する、または構築済みの場合は、そ

のサーバに SYMAPI がインストールされていることを確認し、管理サーバ上の

SYMCLI の設定を、SYMAPI を利用するように変更してください。 
2. ディスクアレイの設定、論理ディスクの作成 

SystemProvisioning で利用する Symmetrix ディスクアレイの設定および、論理デ

ィスクを作成します。 
 

注： SigmaSystemCenter での運用を開始する前にディスクボリュームが既に接

続済みの場合、ディスクボリュームの接続を切断しておく必要があります。 
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2.4.2. 論理ディスクを初期化する 

SystemProvisioning にストレージ上の論理ディスクを追加する前に初期化をする必要があ

ります。以下の操作はストレージ管理ソフトウェアで論理ディスクを作成した後に一度だけ実

行します。 
以下の手順に従って初期化してください。 
 

注： 初期化をしていない論理ディスクを接続した場合、OS 配布後にディスクとしての認識は

されますが、利用できる状態ではありません。 

 

1. OS に論理ディスクを認識させます。 
2. ディスクの署名を作成します。 
3. パーティション / ボリュームの作成をします。 
4. フォーマットをします。 
 

以上で論理ディスクの初期化は完了です。 
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2.4.3. パーティション / ボリュームのドライブレター設定を考慮する 

マシン構成の変更時にストレージ上の論理ディスクを接続するとき、論理ディスク上のパーテ

ィション / ボリュームのドライブレターは、配布イメージ作成までの論理ディスク接続状況や

OS の種別によって決まります。運用計画に従って配布イメージを作成してください。 
 

OS 配布 

イメージ 

種別 

配布イメージ作成時までの 

論理ディスク接続状況 Windows 
Server 2000 

Windows 
Server 2003 

Linux

論理ディスクを接続したことがな

い 
OSがドライブレターを割り当てます。管理対象マ

シンの内蔵ディスクを含めて通常Cドライブから

順に割り当てられます。 

配布後と同じ論

理ディスク 
論理ディスク上のパーティション / ボリュームに

割り当てていたドライブレターと同じになります。 

フルバック

アップ型 

論理ディスク

を接続したこ

とがある 
配布後と異なる

論理ディスク 
OSがドライブレターを割り当てます。管理対象マ

シンの内蔵ディスクを含めて通常Cドライブから

順に割り当てられます。 

論理ディスクを接続したことがな

い 
OSがドライブレターを割り当てます。

管理対象マシンの内蔵ディスクを含め

て通常Cドライブから順に割り当てられ

ます。 

― 

配布後と同じ論

理ディスク 
論理ディスク上

のパーティション 
/ ボリュームに割

り当てていたドラ

イブレターと同じ

になります (※
1)。 

OSがドライブレタ

ーを割り当てま

す。管理対象マシ

ンの内蔵ディスク

を含めて通常Cド

ライブから順に割

り当てられます。 

― 

展開型 

論理ディスク

を接続したこ

とがある 

配布後と異なる

論理ディスク 
OSがドライブレターを割り当てます。

管理対象マシンの内蔵ディスクを含め

て通常Cドライブから順に割り当てられ

ます。 

― 

※1 配布イメージ中にディスク情報 (ディスクのシグネチャ、ドライブレターの情報) を保持

するために、配布後も同じドライブレターが割り当ります。 
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2.5. SIGMABLADE を利用するための設定を行う 
SIGMABLADE controller を使用して SIGMABLADE-H を管理する場合、事前に

SIGMABLADE controller の設定を行う必要があります。以下の手順の流れに沿って

SIGMABLADE controller の設定を行ってください。 
 

注: SIGMABLADE controller では、ブレード収納ユニットを ”Enclosure” と表記していま

す。 

 

2.5.1. SIGMABLADE controller を利用するための設定を行う 

SIGMABLADE controller のインストールからブレード収納ユニットの登録までを行います。

SigmaSystemCenter では、SIGMABLADE controller に登録されたブレード収納ユニットに

搭載されている SIGMABLADE を管理することができます。 
 

関連情報: SIGMABLADE controller の設定手順については、「SIGMABLADE controller
ユーザーズガイド」の「コンソール操作編」を参照してください。 

 

1. SIGMABLADE controller のすべてのコンポーネントを管理サーバへインストールしま

す。 
2. SIGMABLADE controller コンソールを起動します。 
3. サーバロケータへ接続 （ログイン） します。 
4. サーバロケータに SIGMABLADE controller サーバを登録します。 
5. サーバを選択して、Enclosure を登録します。 
 

以上で SIGMABLADE controller を利用するための設定は完了です。 
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2.6. SystemMonitor 性能監視で性能を監視する

ための設定を行う 
SystemMonitor性能監視は、Windowsサービスとしてバックグラウンドで動作しており、シス

テムの性能状況を表示する機能と性能異常を SystemProvisioning へ通報する機能を持っ

ています。 
SystemMonitor 性能監視で性能監視機能を利用する場合、事前に設定を行う必要がありま

す。以下の手順の流れに沿って SystemMonitor 性能監視の設定を行ってください。 
 

2.6.1. 監視対象マシンのユーザアカウントを設定する 

SystemMonitor 性能監視の監視対象とするマシンに対して、ユーザアカウントの設定が必

要です。監視対象マシンの条件によってユーザアカウントの規定が異なりますので、以下に

沿ってユーザアカウントを設定してください。 
 

 監視対象マシンの OS が Windows の場合 
性能監視サービスが監視対象マシンにアクセスするためのユーザアカウントを用意す

る必要があります。アカウントは、監視対象マシンの OS 管理者権限を所有している必

要があります。 
 監視対象マシンの OS が Linux を監視対象マシンとする場合 

• 性能監視サービスが監視対象マシンにアクセスするためのユーザアカウントを用

意する必要があります。 
• telnet を使用して接続する場合は、telnet サーバをインストールし、サービスを有効

にします。また、ファイアウォールが設定されている場合は telnet をファイアウォー

ルの対象外にします。 
• SSH を使用して接続する場合は、SSH を有効にします。 

 VMware ESX3.x を監視対象マシンとする場合 
• 性能監視サービスが監視対象マシンにアクセスするためのユーザアカウントを用

意する必要があります。 
• Virtual Infrastructure Client を使用して、接続用のアカウントに、"No ACCESS" 

以外の "role" を設定する必要があります。 
• ファイアウォールが設定されている場合、SSL を対象外にします。 

 Xen Server を監視対象マシンとする場合 
• 性能監視サービスが監視対象マシンにアクセスするためのユーザアカウントを用

意する必要があります。 
• ファイアポールが設定されている場合は、SSL を対象外にします。 
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2.6.2. SystemMonitor 性能監視で管理サーバの設定を行うには (初

回起動時のみ) 

SystemMonitor 性能監視で SystemMonitor 性能監視管理サーバの設定を行います。以下

の手順に従って設定してください。 
 

関連情報: SystemMonitor 性能監視管理サーバの設定については、「SystemMonitor 性能

監視ユーザーズガイド」の「2.2 管理サーバの登録」を参照してください。 

 

1. [スタート ] メニューから  [すべてのプログラム ] －  [SigmaSystemCenter] － 
[SystemMonitor 管理コンソール] を選択し、管理コンソールを起動します。 
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2. 「ログオン」ダイアログボックスが表示されます。[ユーザ名] テキストボックス、[パスワー

ド] テキストボックスにユーザ名およびパスワードを入力します。 
 

 
 

3. 初回起動時のみ、「管理サーバ」ダイアログボックスが表示されます。各項目を入力しま

す。 
 

 
 

4. [OK] をクリックします。 
 

以上で、SystemMonitor 性能監視で管理サーバの設定は完了です。 
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2.6.3. SystemMonitor 性能監視で接続設定を行うには 

性能監視サービスが監視対象マシンにアクセスするためのアカウント名 / パスワードの設

定を行います。以下の手順に従って設定してください。 
 

関連情報: 接続設定については、「SystemMonitor 性能監視ユーザーズガイド」の「2.3 監
視対象マシンとの接続設定」を参照してください。 

 

1. 管理コンソールのメイン画面を起動します。 
2. ツリーの管理サーバ名を右クリックし、[環境設定] を選択します。 
3. 「環境設定」画面が表示されます。[接続] タブを選択し、各項目を入力します。 

 

 
 

4. [OK] をクリックします。 
 

以上で、SystemMonitor 性能監視での接続設定は完了です。 
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2.6.4. SystemMonitor 性能監視でグループを追加するには 

SystemMonitor 性能監視では、監視対象マシンをグループ単位で管理します。以下の手順

に従ってグループを追加してください。 
 

関連情報： グループ追加の詳細については、「SystemMonitor性能監視ユーザーズガイド」

の「4.1.1 ナビゲーションツリーウィンドウでの指定」を参照してください。 

 

1. 管理コンソールのメイン画面を起動します。 
2. ツリーの管理サーバ名を右クリックし、[グループの追加] を選択します。 
3. 「グループ設定」ダイアログボックスが表示されます。[全般] タブを選択します。 

 

 
 

4. ［グループ名］ テキストボックスにグループ名を入力します。 
5. [SystemProvisioningのグループ／モデルから構成を反映する] チェックボックスをオン

にすると、このグループに対して、SystemProvisioning 運用グループの情報を反映さ

せることができます。また、［パス］ テキストボックスに対象とする SystemProvisioning
の運用グループをフルパス名で指定します。該当するグループ / モデルで稼動中のマ

シンについてマシン名および、マシン状態 (正常／エラー) などの情報を自動的に取得

します。 
6. 情報取得時にマシンの IPアドレス情報を反映する場合は、[構成反映時に IPアドレス情

報を配下のマシンに反映する] チェックボックスをオンします。 
 

注： 管理サーバの ［環境設定］ ダイアログボックスで設定した接続設定を使用する場

合、[接続] タブでの設定変更は必要ありません。 

 

以上で、SystemMonitor 性能監視でのグループの追加は完了です。 
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2.6.5. SystemMonitor 性能監視で監視対象マシンを追加するには 

SystemMonitor 性能監視で監視する対象のマシンを追加します。以下の手順に従って追加

してください。 
 

 SystemProvisioning 運用グループの情報を反映してマシンを追加する場合 
 

関連情報： SystemProvisioning 運用グループの情報を反映した監視対象マシンの追

加については、「SystemMonitor 性能監視ユーザーズガイド」の「1.10 
SystemProvisioning 連携機能」を参照してください。 

 

1. 管理コンソールのメイン画面を起動します。 
2. ツリーの管理サーバ名を右クリックし、[SystemProvisioning 構成反映] を選択し

ます。 
3. 確認ダイアログボックスが表示されます。[OK] をクリックします。 
 

 手動でマシンを追加する場合 
 

関連情報: 監視対象マシンの追加については、「SystemMonitor 性能監視ユーザーズ

ガイド」の「4.1 監視対象マシンの指定」を参照してください。 

 

1. 管理コンソールのメイン画面を起動します。 
2. ツリーの監視対象マシンを追加するグループ名を右クリックし、[マシン追加] を選

択します。 
3. 「マシン設定」ダイアログボックスが表示されます。 
4. [全般] タブを選択し、各項目を選択 / 入力します。 
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5. [接続] タブを選択し、各項目を選択 / 入力します。 

 

＜監視対象マシンの OS が Windows の場合＞ 

 
 

＜管理対象マシンの OS が Linux、ESX Server、Xen Server の場合＞ 

 
 

6. [OK] をクリックします。 
 

以上で、SystemMonitor 性能監視での監視対象マシンの追加は完了です。 
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2.6.6. SystemMonitor 性能監視で閾値監視、通報設定を行うには 

SystemMonitor 性能監視では、収集した性能情報の閾値監視により、監視対象マシンの負

荷状態の異常を検出し、通報することができます。閾値監視情報は収集データをもとに設定

します。あらかじめ設定したい性能情報の収集設定をしておく必要があります。以下の手順

に従って設定してください。 
 

関連情報: 閾値監視設定については、「SystemMonitor 性能監視ユーザーズガイド」の

「6.1.1 閾値監視設定方法」を参照してください。 

 

1. 管理コンソールのメイン画面を起動します。 
2. ツリーの管理サーバ名を右クリックし、［閾値監視設定］ を選択します。 
3. 「閾値監視設定」ダイアログボックスが表示されます。 

 

 
 

4. 監視単位によって監視対象として指定できるノードが表示されます。ツリー上で監視対

象ノードを選択します。 
5. 監視単位は、［マシンを監視］、［グループを監視］、［グループ配下の全マシンを監視］ 

から 1 つ選択します。 
 

関連情報: 監視単位については、「SystemMonitor 性能監視ユーザーズガイド」の「1.9 
閾値監視と通報機能」を参照してください。 
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6. 閾値定義を設定します。新規に閾値定義を作成する場合は、[閾値定義] グループボッ

クスの [新規作成 (N)] をクリックします。 
7. 「閾値定義設定」ダイアログボックスが表示されます。1 つの性能情報に対する閾値を

設定します。 
 

 
 

8. [上限閾値] タブ、[下限閾値] タブを選択し、各項目を選択 / 入力します。 
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9. [通報設定] タブを選択し、各項目を選択 / 入力します。 

 

 
 

10. [OK] をクリックします。「閾値監視設定」ダイアログボックスの [閾値定義] グループボ

ックスに設定が反映されていることを確認します。 
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11. 性能監視定義として指定する項目を対象ノードと閾値定義から選択し、[追加 (A)] をク

リックして性能監視リストに性能監視定義を追加します。 
 

 
 

12. [OK] をクリックします。 
 

以上で、SystemMonitor 性能監視での閾値監視、通報設定は完了です。 
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2.7. 管理対象マシンで障害イベントを受信するため

の設定を行う 
管理対象マシンから管理サーバへ通報する場合、SNMPのTrapとESMPRO/ServerAgent
のマネージャ通報 (TCP/IP In-Band) の 2 つの通報手段があります。必ずどちらか 1 つ設

定を行う必要があります。SNMPとESMPRO/ServerAgentの両方に同じ通報先を指定した

場合、同一内容のイベントを 2 通受信します。 
どちらか一方の設定を行う必要がありますが、ESMPRO/ServerAgent のマネージャ通報 
(TCP/IP In-Band) を推奨します。以下の流れに沿って管理対象マシンで障害イベントを受

信するための設定を行ってください。 
 

2.7.1. Windows マシンで通報の受信設定を行うには 

Windows マシンで障害イベントの通報を受信するための設定を行います。以下の手順に従

って設定してください。 
 

 SNMP Service 

1. [スタート] メニューから [コントロールパネル] － [管理ツール] － [サービス] を
選択し、サービススナップインを起動します。 
 

 
 

2. サービス一覧から「SNMP Service」を右クリックし、 [プロパティ] を選択します。 
3. ｢SNMP Service のプロパティ｣ダイアログボックスが表示されます。[トラップ] タブ

を選択します。 
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4. SystemProvisioning の環境設定で設定した SNMP コミュニティ名を ［コミュニティ

名］ プルダウンボックスから選択し (既定値は「public」)、トラップ送信先に

SystemProvisioning のホスト名、または、IP アドレスを追加します 
 

 
 

5. [セキュリティ] タブを選択し、[受け取るコミュニティ名] の権利は [読み取り、作成] 
または [読み取り、書き込み] に設定します。 
 

 
 

6. [OK] をクリックします。 
 

以上で、SNMP Service からの通報の受信設定は完了です。 
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 ESMPRO/ServerAgent (マネージャ通報 (TCP/IP In Band)) 
 

注： 通報先はESMPRO/ServerAgentをインストールした直後は設定されていません。

通報先を設定する必要があります。 

 

1. [スタート] メニューから [コントロールパネル] － [ESMPRO/ServerAgent] をダ

ブルクリックします。 
2. 「ESMPRO ServerAgent のプロパティ」ダイアログボックスが表示されます。 

 

 
 

3. [全般] タブを選択し、[通報設定(R)] をクリックします。 
4. 「アラートマネージャ」画面が表示されます。 
5. [設定(S)] － [通報先リストの設定] を選択します。 
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6. 「通報先リストの設定」ダイアログボックスが表示されます。通報先の設定方法は、

[ヘルプ] をクリックし、オンラインヘルプの [設定概要] － [設定ツール] － [通報

先の設定] － [マネージャ通報(TCP/IP In-Band)の設定] を参照してください。 
 

 
 

7. アラートマネージャを終了し、プロパティ画面の [OK] をクリックします。 
 

以上で、ESMPRO/ServerAgent (マネージャ通報 (TCP/IP In Band)) からの通報の受信

設定は完了です。 
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2.7.2. Linux マシンで通報の受信設定を行うには 

Linux マシンで障害イベントの通報を受信するための設定を行います。以下の手順に従って

設定してください。 
 

関連情報: Linux マシンで通報の設定については、「ESMPRO/ServerAgent (Linux 版) ユ
ーザーズガイド」を参照してください。 

 
 SNMP 

 

注： 通報先はESMPRO/ServerAgentをインストールした直後は設定されていません。

通報先を設定する必要があります。 

 

1. root 権限のあるユーザでログインします。 
2. /opt/nec/esmpro_sa/bin/ESMamsadm を起動します。 
3. [通報基本設定] を選択し、Enter キーを押します。 
4. [マネージャ通報 (SNMP)] を選択し、Enter キーを押します。 
5. [通報手段有効] を選択してチェックを “*” にします。 
6. 必要に応じて [トラップ通報先 IP] に通報先サーバの IP アドレスを設定します。 

 

 マネージャ通報 (TCP/IP In-Band) 
 

注： 通報先はESMPRO/ServerAgentをインストールした直後は設定されていません。

通報先を設定する必要があります。 

 

1. root 権限のあるユーザでログインします。 
2. /opt/nec/esmpro_sa/bin/ESMamsadm を起動します。 
3. [通報基本設定] を選択し、Enter キーを押します。 
4. [マネージャ通報 (TCP_IP In-Band)] を選択し、Enter キーを押します。 
5. [通報手段有効] を選択してチェックを “*” にします。 
6. ESMamsadmの初期画面から [通報先リストの設定] を選択し、Enterキーを押し

ます。 
7. 必要に応じて [IP アドレス (またはホスト)] に通報先サーバの IP アドレスおよび 

[ポート番号] を設定します。 
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 CLUSTERPRO イベントの通報設定 

CLUSTERPRO のイベントを受信する場合は、CLUSTERPRO が Syslog に登録する

イベントを監視する必要があります。 
ESMPRO/ServerAgent のコントロールパネルで、監視対象の CLUSTERPRO のイベ

ントを設定します。 
 

1. root 権限のあるユーザでログインします。 
2. /opt/nec/esmpro_sa/bin/ESMamsadm を起動します。 
3. [Syslog イベントの設定] を選択し、Enter キーを押します。 
4. [ソースに対する処理：] で [ON] を選択しチェックを “*” にします。[追加…] を選

択し、Enter キーを押します。 
5. [Syslog イベントの追加] で、以下のイベントソースを設定します。 
 

注: イベントの監視は、下記項目の「キーワード」で入力した文字列で行います。そのた

め、大文字 / 小文字 / スペースについても、設定内容の記載通りに入力してください。

入力内容に誤りがあると通報できません。 

 

項目 設定内容 

ソース名 CLUSTERPRO 

イベント ID c00008a4 

キーワード <type:△nm><event:△2>△Server 

Trap Name サーバダウン 

 

項目 設定内容 

ソース名 CLUSTERPRO 

イベント ID c0005217 

キーワード <type:△rm><event:△9>△Monitor△rr..rr△failed 

Trap Name パブリックLAN異常 

※ [キーワード] の設定内容の ”△” は、半角スペースを示します。 
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2.8. DPM を利用するための設定を行う 
SystemProvisioning は、DPM を利用して管理対象マシンへ OS、アプリケーション、パッチ

などのインストールやマシンの起動、停止を行います。そのため、SystemProvisioning で管

理対象とする物理マシンは、事前に DPM に登録しておく必要があります。 
本節では、DeploymentManager (Windows / Linux 版) の初期設定を行い、管理対象マシ

ンを登録する手順について説明します。HP-UX サーバを管理対象とする場合は、

DeploymentManager (HP-UX 版) を使用します。 
 

関連情報： DeploymentManager (HP-UX 版) での設定手順については、

「DeploymentManager (HP-UX 版) ユーザーズガイド導入編」、「DeploymentManager 
(HP-UX 版) ユーザーズガイド機能編」を参照してください。 

 

注: DPM では、一般マシンを “一般コンピュータ” と表記しています。 

 

DPMは、Webコンソール (ブラウザ) を使用して操作します。Webコンソールの起動および

初期設定については、「2.8.1 DPMのWebコンソールを起動するには」および「2.8.2 管理サ

ーバ for DPMを登録するには」を参照してください。 
DPM にマシンを登録するには、自動で登録する方法と手動で登録する方法があります。本

書では自動で登録する方法を記載します。また、一般マシンと CPU ブレードとでは登録手順

が異なります。 
 

 一般マシンを登録する場合 
一般マシンを登録する場合、「2.8.3 DPMに一般マシンを登録するには」を参照してくだ

さい。 
 

 CPU ブレードを登録する場合 
CPUブレードを登録する場合、「2.8.4 DPMにCPUブレードを登録するには」を参照して

ください。 
 

関連情報: 
▪ 初めて DPM を利用する場合、設定の詳細については、「DeploymentManager ユーザー

ズガイド導入編」の「3. DPM を初めてお使いになる場合 （初期導入時）」および「4. 管理サ

ーバ for DPM にコンピュータを登録するまで」を参照してください。 
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注： 以下の2点の注意事項はDeploymentManager (HP-UX版) に関する注意事項です。 
▪ DeploymentManager (HP-UX 版) コンソールからの HP-UX サーバ登録時に LAN コンソ

ールからの検索方式で自動登録を行った場合、SystemProvisioning に登録されるマシンの

NIC 番号が誤って登録され、SystemProvisioning からの HP-UX 配布処理が失敗する場合

があります。この問題は LANコンソールからの検索方式で自動作成されるマシンのプロパテ

ィ情報の管理用LANのMACアドレスがクライアントの設定内容と異なる場合に発生します。 
この問題を回避するためには、DeploymentManager (HP-UX 版) のコンソールからマシン

のプロパティ情報の管理用 LAN の MAC アドレスを、クライアントで設定した管理用 LAN の

MAC アドレス情報に合わせる必要があります。マシンのプロパティ情報の変更方法につい

ては、「DeploymentManager (HP-UX 版) 操作マニュアル」の「3.2. コンピュータの登録」の

「NX7000/NX7700i コンピュータの変更」を参照してください。クライアントの設定については、

「 DeploymentManager (HP-UX 版 ) ユ ー ザ ー ズ ガ イ ド 導 入 編 」 の 「 2.5 
DeploymentManager クライアントのセットアップ」を参照してください。 
▪ マシンのプロパティ情報が誤った状態で SystemProvisioning にマシン登録されてしまった

場合は、以下の手順に従ってマシンを登録してください。 
 

1. SystemProvisioning から該当マシンを削除する。 
2. DeploymentManager (HP-UX 版) のコンソールから該当マシンのプロパティ情報を変

更する。 
3. SystemProvisioning に該当マシンを登録する。 
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2.8.1. DPM の Web コンソールを起動するには 

DPM の Web コンソールを起動します。以下の手順に従って起動してください。 

 

注: Embedded 版の Tomcat を他のアプリケーションで使用している場合、Web サーバ for 
DPM が使用する Tomcat とのポートが重複するため、DPM の Web コンソールが表示され

ません。ポートが重複しないように設定する必要があります。ポートの変更は以下の手順に

従って変更してください。 
 

1. [スタート] メニューから [コントロールパネル] － [管理ツール] － [サービス] を
選択し、サービススナップインを起動します。 

2. サービス一覧から「Apache Tomcat」のサービスが停止していることを確認しま

す。 
3. Tomcat をインストールしたフォルダ¥conf¥Server.xml をテキストエディタで開きま

す。既定値は (C:¥Program Files¥Apache Software Foundation¥Tomcat 6.0) 
です。また、Server.xml は事前にバックアップを取っておくことを推奨します。 

4. Server.xml 内の「8005」、「8080」、「8009」を任意の未使用ポート番号に変更しま

す。それぞれ同じポート番号には設定しないでください。 
5. Server.xml を保存し、エディタを閉じてください。 
6. [スタート] メニューから [コントロールパネル] － [管理ツール] － [サービス] を

選択し、サービススナップインを起動します。 
7. サービス一覧から「Apache Tomcat」を選択し、[サービスの開始] をクリックしま

す。 

 

 

1. Web ブラウザを起動します。 
2. Web ブラウザのアドレス欄に以下の URL を入力します。 

http://ホスト名:ポート番号/DeploymentManager/Start.jsp 
(例) 

http://localhost:8080/DeploymentManager/Start.jsp 
 

注: URL の ”DeploymentManager/Start.jsp” の箇所は大文字、小文字を区別します。

正しく入力してください。また、ホスト名にWindowsで推奨されていない文字列 (半角英

数字と”-“(ハイフン) 以外) が含まれる場合、ブラウザのアドレス欄には、IP アドレスを

指定してください。ホスト名を指定すると起動に失敗する可能性があります。 

 

3. DPM の Web コンソールが起動します。 
 

以上で DPM の Web コンソールの起動は完了です。 
 

http://localhost:8080/DeploymentManager/Start.jsp
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2.8.2. 管理サーバ for DPM を登録するには 

管理サーバ for DPM の登録を行います。DPM の Web コンソールの初回起動時には、「管

理サーバの追加」ウィンドウが表示されます。以下の手順に従って登録してください。 
 

注： 初回起動時以降、管理サーバ for DPM を追加する場合の手順については、

「DeploymentManager ユーザーズガイド導入編」の「4.1 管理サーバの登録」を参照してく

ださい。 

 

1. DPM の Web コンソールを起動します。 
2. 「管理サーバの追加」ウィンドウが表示されます。 

 

 
 

3. [サーバ名] テキストボックスに管理サーバ for DPMがインストールされているマシンの

マシン名を入力します。 
4. [IP アドレス] テキストボックスに管理サーバ for DPM がインストールされているマシン

の IP アドレスを入力します。 
 

注: ポート番号は管理サーバ for DPM で使用している番号と一致させる必要がありま

す。管理サーバ for DPM で使用しているポート番号を変更しない場合は、既定値 
(56050) を入力します。 

 

5. [OK] をクリックします。 
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以上で管理サーバ for DPM の登録は完了です。 
 

2.8.3. DPM に一般マシンを登録するには 

DPM に一般マシンを登録します。以下の手順に従って DPM にマシンを登録してください。 
 

関連情報: 一般マシンの登録方法の詳細については、「DeploymentManager ユーザーズ

ガイド導入編」の「4.5 一般コンピュータの登録」を参照してください。 

 

1. DPMのWebコンソールを起動します。DPMのWebコンソールの起動については、

「2.8.1 DPMのWebコンソールを起動するには」を参照してください。 
2. ツリービューに管理サーバ for DPM が表示されていることを確認してください。 

 

 

 

3. メニューバーから をクリックし、アクセスモードを [更新モード] に変更します。 

4. ツリービュー上で右クリックし、[グループの追加] を選択します。登録するマシンのグル

ープが既に存在する場合は、手順 7 へ進んでください。 

ツリービュー
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5. 「グループの追加」ウィンドウが表示されます。マシンを登録するグループを作成するに

は、[グループの種類] グループボックスの [一般コンピュータ] を選択し、[グループ名] 
テキストボックスにグループ名を入力します。 
 

 

 

注： 表示される設定値は実際のウィンドウと異なる場合があります。 

 

6. [OK] をクリックします。続いて一般マシンの登録を行います。 
7. 登録するマシンの電源を入れます。 
8. しばらくすると、ツリービュー上に ”新規コンピュータ” が追加されます。 
9. “新規コンピュータ” をダブルクリックすると、電源をオンにしたマシンの ”MAC アドレス” 

が表示されます。 
10. “MAC アドレス” を右クリックし、[コンピュータの追加] を選択します。 
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11. 「コンピュータの追加」ウィンドウが表示されます。各項目を入力します。 

 

 
 

12. [OK] をクリックします。 
 

以上で DPM への一般マシンの登録は完了です。 
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2.8.4. DPM に CPU ブレードを登録するには 

DPM に CPU ブレードを登録します。以下の手順に従って登録してください。 
 

関連情報:  
▪ CPU ブレードの登録方法の詳細については、「DeploymentManager ユーザーズガイド導

入編」の「4.4 CPU ブレードの登録」を参照してください。 
▪ SIGMABLADE controllerを利用する場合は、「DeploymentManagerユーザーズガイド導

入編」の「5.1 SSC SIGMABLADE controller について」を参照してください。 

 

1. DPMのWebコンソールを起動します。DPMのWebコンソールの起動については、

「2.8.1 DPMのWebコンソールを起動するには」を参照してください。 
2. ツリービューに管理サーバ for DPM が表示されていることを確認してください。 

 

 

 

3. メニューバーから をクリックし、アクセスモードを [更新モード] に変更します。 

4. ツリービュー上で右クリックし、[グループの追加] を選択します。登録するCPUブレード

のグループが既に存在する場合は、手順 7 へ進んでください。 

ツリービュー
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5. 「グループの追加」ウィンドウが表示されます。CPU ブレードを登録するグループを作成

するには、[グループの種類] グループボックスの [BladeServer] を選択し、[グループ

名] テキストボックスにグループ名を入力します。 
 

 

 

注： 表示される設定値は実際のウィンドウと異なる場合があります。 

 

6. [OK] をクリックします。続いて CPU ブレードが属する収納ユニットの登録を行います。 
7. ツリービュー上で収納ユニットを追加したいグループを右クリックし、[収納ユニットの追

加] を選択します。 
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8. 「収納ユニットの追加」ウィンドウが表示されます。[収納ユニット ID] を入力します。 

 

 

 

9. [OK] をクリックします。続いて CPU ブレードの登録を行います。 
10. CPU ブレードの電源を入れます。 
11. しばらくすると、ツリービュー上に “新規コンピュータ” が追加されます。 
12. ”新規コンピュータ” をダブルクリックすると、電源をオンにした CPU ブレードの ”MAC

アドレス” が表示されます。 
13. “MAC アドレス” を右クリックし、[コンピュータの追加] を選択します。 
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14. 「コンピュータの追加」ウィンドウが表示されます。必要な項目を入力します。 

 

 

 

注： DPM に登録する CPU ブレードが SIGMABLADE controller でも管理されている

場合、以下を確認してください。 
▪ SIGMABLADE controller を使用してマシンを管理する場合、マシンは

SIGMABLADE controller と DPM の両方で管理されることになります。そのため、同一

マシンが誤って別マシンとして SystemProvisioning に登録されることがないように注意

が必要です。MAC アドレスに SIGMABLADE controller が認識している管理用 NIC の

MACアドレスが設定されていることを確認してください。設定されていない場合は、手動

で登録してください。 
▪ MACアドレスの登録手順は、「6.2.5 SIGMABLADE controllerが認識している管理用

NICについて」を参照してください。 

 

15. [OK] をクリックします。 
 

以上で DPM への CPU ブレードの登録は完了です。 
 



DPM を利用するための設定を行う 
 

セクション I 環境構築と設定 
63 

 

2.8.5. 仮想マシンサーバまたは仮想マシンを DPM に登録するには 

仮想マシンサーバまたは仮想マシンは、VirtualCenter または、XenEnterprise Pool Master
といった仮想環境管理ソフトウェアで管理されるため、通常DPMへ登録する必要はありませ

ん。ただし、以下の場合は仮想マシンサーバまたは、仮想マシンを DPM に登録してくださ

い。 
 

 VM 最適配置機能や省電力機能などを使用する場合には、仮想マシンサーバを DPM
に登録してください。 

 仮想マシンに対してアプリケーション、パッチなどのインストールを行う場合には、仮想

マシンを DPM に登録してください。 
 

登録手順は一般マシンと同様になります。「2.8.3 DPMに一般マシンを登録するには」を参照

してください。 
 

この場合、仮想マシンサーバもしくは、仮想マシンは、仮想環境管理ソフトウェアとDPMの両

方で管理されることになります。SigmaSystemCenter は、仮想環境管理ソフトウェアと DPM
のそれぞれからマシン情報を収集します。同一マシンが誤って別マシンとして

SystemProvisioning に登録されることがないように、UUID が DPM に登録されていることを

確認してください。DPM へのマシン登録時に、「コンピュータの追加」ウィンドウを確認して

UUID が登録されていない場合には手動で入力してください。 
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2.9. DPM でマスタマシンを利用してシナリオを作成

する 
SystemProvisioningが管理対象マシンやグループへ配布する配布ソフトウェアの元となるリ

ストアシナリオを作成する必要があります。リストアシナリオを作成するには、以下の流れに

沿って DPM でマスタマシンを利用してシナリオの作成を行ってください。HP-UX サーバの場

合は、 DeploymentManager (HP-UX 版 ) を使用し、シナリオ作成を行います。

「DeploymentManager (HP-UX 版) ユーザーズガイド機能編」を参照し、シナリオ作成を行

ってください。 
 

1. マスタマシンの構築 
元となるイメージ作成元マシンを作成する必要があります。このイメージ作成元マシンを

マスタマシンと呼びます。マスタマシンは、OS のインストール、各種ドライバ、サービス

パック / HotFix / Linux パッチファイルの適用やアプリケーションのインストールを行い、

作成します。 
マスタマシンの作成方法は、新規OSをインストールして作成する場合と既存のコンピュ

ータをマスタマシンにする場合があります。 
また、ご利用の OS が Windows の場合と、Linux の場合で手順が異なります。 
 

OSがWindowsで、新規OSをインストールしてマスタマシンを作成する場合は、「2.9.1 
新規にOSをインストールしてマスタマシンを作成するには(Windows OS)」に進んでくだ

さい。 
OSがWindowsで、既存コンピュータをマスタマシンにする場合は、「2.9.2 既存マシンを

利用してマスタマシンを作成するには (Windows OS)」に進んでください。 
OSがLinuxで、新規OSをインストールしてマスタマシンを作成する場合は、「2.9.3 新規

にOSをインストールしてマスタマシンを作成するには (Linux OS)」に進んでください。 
OSがLinuxで、既存コンピュータをマスタマシンにする場合は、「2.9.4 既存マシンを利

用してマスタマシンを作成するには (Linux OS)」に進んでください。 
 

2. マスタマシンのバックアップの準備 
マスタマシンの作成終了後、管理サーバ for DPM からマスタマシンのバックアップイメ

ージを保存します。バックアップの採取方法は、単純なフルバックアップを行う方法と、

Windowsの場合はSysprep (System Preparation Tool: OSイメージのディスク複製に

利用するツール) を使用して行う方法、Linux の場合は個別設定情報を使用してバック

アップを行う方法があります。設計に応じてバックアップ方法を選択してください。 
「2.9.5 マスタマシンのバックアップに向け準備するには」では、Windowsマシンで

Sysprepを使用したバックアップ方法を記載します。 
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3. バックアップ用シナリオファイルの作成 

バックアップを行うシナリオを作成します。このシナリオを実行すると、DPM にバックアッ

プイメージが作成されます。 
「2.9.6 バックアップ用シナリオファイルを作成するには」を参照してください。 
 

4. リストアシナリオの作成 
管理サーバに保存したバックアップイメージをリストアするためのシナリオを作成しま

す。 
「2.9.7 リストア用シナリオファイルを作成するには」を参照してください。 
 

このリストアシナリオを SystemProvisioning の配布ソフトウェアとして登録できます。 
実際の運用時に配布ソフトウェアを作成する際もこの手順となります。 
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2.9.1. 新規に OS をインストールしてマスタマシンを作成するには

(Windows OS) 

マシンへ新規に OS をインストールし、マスタマシンを作成します。以下の手順に従って作成

してください。 
 

1. EXPRESSBUILDER から必要モジュールの登録 
マシンに添付されている EXPRESSBUILDER からアップデートモジュールおよび

ESMPRO/ServerAgent を登録します。 
 

1. DPMのWebコンソールからシナリオ実行中のマシンが存在しないことを確認してく

ださい。 
2. マシンに添付されている EXPRESSBUILDER を起動します。 
3. EXPRESSBUILDER の起動画面が表示されます。[ソフトウェアのセットアップ] を

選択します。 
 

 

 

4. [アップデートモジュールの DPM への登録] を選択し、アップデートモジュールを登

録します。 
5. EXPRESSBUILDER の起動画面で、[ソフトウェアのセットアップ] を選択します。 
6. [ESMPRO] を選択します。 
7. 「ESMPRO セットアップ」画面が表示されます。[DeploymentManager への登録] 

をクリックします。 
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8. [ESMPRO/ServerAgent] を選択し、ESMPRO/ServerAgent を DPM に登録しま

す。 
 

 
 

2. DPM を利用した OS のインストール 
DPM のイメージビルダーで OS イメージの登録、および Windows 用のセットアップパラ

メータファイルの作成を行います。必要に応じて、HotFix、その他アップデートなどのイメ

ージも登録してください。 
 

関連情報: シナリオファイルの作成の詳細については、「DeploymentManager ユーザ

ーズガイド基本操作編」の「3.3 シナリオファイルの作成」を参照してください。 

 

1. DPM の Web コンソールを起動します。 

2. メニューバーから をクリックし、アクセスモードを [更新モード] に変更します。 
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3. シナリオ名を右クリックし、[シナリオファイルの新規作成] を選択します。 

 

 
 

4. 「シナリオファイルの作成」ウィンドウが表示されます。AutoRAID の設定や、オフラ

イン保守ユーティリティの設定を行う場合は、[HW 設定] タブを選択し、設定してく

ださい。 
 

関連情報: AutoRAID の設定や、オフライン保守ユーティリティの設定方法については、

「DeploymentManager ユーザーズガイド基本操作編」の「6.1 BIOS/ファームウェアの

アップデート」を参照してください。 
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5. [オペレーティングシステム] タブを選択し、[オペレーティングシステム名] プルダウ

ンボックスから登録した OS イメージを選択し、各項目を選択 / 入力します。 
 

 

 

6. [OK] をクリックします。 
7. シナリオ実行時のオプションを設定する場合は、[オプション] タブを選択し、各項目

を入力します。 
8. [シナリオ名] を入力します。 
9. [OK] をクリックします。 

システムのアップデートが選択されていない場合、システムのアップデート推奨の

確認メッセージが表示されます。システムのアップデートが必要なければ、[OK] を
クリックします。 

10. シナリオファイルの作成は、以上で完了です。DPM の Web コンソールのシナリオ

ビューに作成したシナリオファイルが追加されるのを確認してください。 
 

手順1でDPMに登録したアップデートモジュール、およびESMPRO/ServerAgentもイン

ストールシナリオに追加する必要があります。 
作成したインストールシナリオをマシンに割り当て、シナリオを実行することで、OS イン

ストールと同時に、必要なソフトウェアがマシンにインストールされます。 
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3. SystemMonitor 性能監視の設定 

SystemMonitor 性能監視を利用する場合は、以下の設定を行ってください。 
 

1. 性能監視の監視対象にするすべてのマシンに、接続用のユーザアカウントを用意

します。マスタマシンに、ユーザアカウントを作成します。ユーザアカウントの作成

方法については、「2.6.1 監視対象マシンのユーザアカウント」を参照してください。 
2. マスタマシンの設定を変更します。OS によって、作業が異なります。 
• OS が Windows 2000 の場合 

既定の設定では、性能情報カテゴリ「LogicalDisk」のデータ収集を行うことができ

ません。次のコマンドをマスタマシン上で実行し、設定を変更します。 
DISKPERF -Y 

-Y システムが再起動した際に、システムがすべ

てのディスクパフォーマンスカウンタを開始す

るように設定します。 

• OS が Windows XP の場合 
既定の設定では、性能情報のデータ収集を行うことができません。マスタマシンの

ローカルセキュリティ設定を変更してください。変更方法については、

「SystemMonitor 性能監視ユーザーズガイド」の「1.7 監視対象マシンへの接続」

を参照してください。 
 

以上で OS の新規インストールを伴うマスタマシンの作成 (Windows OS) は完了です。 
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2.9.2. 既存マシンを利用してマスタマシンを作成するには (Windows 

OS) 

既存マシンを利用してマスタマシンを作成します。以下の手順に従って作成してください。 
 

1. EXPRESSBUILDER から必要モジュールの登録 
マシンに添付されている EXPRESSBUILDER からアップデートモジュールおよび

ESMPRO/ServerAgent を登録します。 
 

1. マシンに添付されている EXPRESSBUILDER を起動します。 
2. EXPRESSBUILDERの起動画面が表示されます。[ソフトウェアのセットアップ] を

選択します。EXPRESSBUILDERの起動画面に関しては、「2.9.1 新規にOSをイ

ンストールしてマスタマシンを作成するには(Windows OS)」内、「1 
EXPRESSBUILDERから必要モジュールの登録」の手順 3 を参照してください。 

3. [アップデートモジュールの DPM への登録] を選択し、アップデートモジュールを登

録します。 
4. EXPRESSBUILDER の起動画面で、[ソフトウェアのセットアップ] を選択します。 
5. [ESMPRO] を選択します。 
6. 「ESMPRO セットアップ」画面が表示されます。[DeploymentManager への登録] 

をクリックします。 
7. 「ESMPROセットアップ」画面に関しては、「2.9.1 新規にOSをインストールしてマス

タマシンを作成するには(Windows OS)」内、「1 EXPRESSBUILDERから必要モ

ジュールの登録」の手順 8 を参照してください。 
8. [ESMPRO/ServerAgent] を選択すると、ESMPRO/ServerAgent が DPM に登録

されます。 
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2. クライアントサービス for DPM のインストール確認 

クライアントサービス for DPM がインストールされていることを確認します。  
 

1.  [スタート] メニューから [コントロールパネル] － [管理ツール] － [サービス] を
選択し、サービススナップインを起動します。 

2. サービスに [DeploymentManager Agent Service]、[DeploymentManager 
Remote Update Service Client] が登録されていることを確認してください。登録さ

れている場合は、クライアントサービス for DPM はインストール済みです。 
 

 

 

インストールされていない場合は、SigmaSystemCenter の製品 CD-R からクライ

アントサービス for DPM をインストールしてください。インストール手順については、

「SigmaSystemCenter インストレーションガイド」を参照してください。 
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3. SystemMonitor 性能監視の設定 

SystemMonitor 性能監視を利用する場合は、以下の設定を追加してください。 
 

1. 性能監視の監視対象とするすべてのマシンに、接続用のユーザアカウントを用意

します。マスタマシンに、ユーザアカウントを作成します。ユーザアカウントの作成

方法については、「2.6.1 監視対象マシンのユーザアカウント」を参照してください。 
2. マスタマシンの設定を変更します。OS によって、作業が異なります。 
• OS が Windows 2000 の場合 

既定の設定では、性能情報カテゴリ「LogicalDisk」のデータ収集を行うことができ

ません。次のコマンドをマスタマシン上で実行し、設定を変更します。 
DISKPERF –Y 

 

-Y システムが再起動した際に、システムがすべ

てのディスクパフォーマンスカウンタを開始す

るように設定します。 

 

• OS が Windows XP の場合 
既定の設定では、性能情報のデータ収集を行うことができません。マスタマシンの

ローカルセキュリティ設定を変更してください。変更方法については、

「SystemMonitor 性能監視ユーザーズガイド」の「1.7 監視対象マシンへの接続」

を参照してください。 
 

以上で既存マシンを使用したマスタマシンの作成 (Windows OS) は完了です。 
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2.9.3. 新規に OS をインストールしてマスタマシンを作成するには 

(Linux OS) 

マシンへ新規に OS をインストールし、マスタマシンを作成します。以下の手順に従って作成

してください。 
 

注: Linuxマシンを管理対象マシンとして管理する場合、必ずESMPRO/ServerAgentがイン

ストールされている必要があります。 
装置添付の EXPRESSBUILDER 媒体のレーベルに "Version 5.xx-xxx.xx" (xxx は任意の

文字列) と記載されている装置の場合は、EXPRESSBUILDER 媒体から

ESMPRO/ServerAgent (Linux 版) をインストールしてください。 
レーベル記載例：Version 5.10-002.02 
上記以外の装置の場合は、以下の NEC8 番街のホームページから、Linux のカーネルバー

ジョンとハードウェアに対応したサーバマネージメント用ドライバモジュールと

ESMPRO/ServerAgent をダウンロードして、インストールしてください。 
http://www.express.nec.co.jp/linux/dload/esmpro/index.html 

 

1. DPM を利用した Linux OS のインストール 
DPM を利用して Linux OS のインストールをします。インストールの流れは、以下のよう

になります。 
 

 
 

NFSサービスのセットアップ 

Red Hat Linuxインストールカーネルの準備 

Red Hat LinuxインストールCDのコピー 

Linuxインストールパラメータファイルの作成 

シナリオファイルの作成 

シナリオ実行 

注意事項、その他 
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Linux OS インストール方法、および詳細については、「DeploymentManager ユーザー

ズガイド基本操作編」の「2.2 OS クリアインストール (Linux)」を参照してください。 
2. ESMPRO/ServerAgent の設定 

ESMPRO/ServerManager からリモートシャットダウンおよびリブートの指示を受け付け

られるように設定します。 
1. root 権限のあるユーザでログインします。 
2. コントロールパネル (/opt/nec/esmpro_sa/bin/ESMagntconf) を起動します。 

# /opt/nec/esmpro_sa/bin/ESMagntconf 

3. コントロールパネル (ESMagntconf) の全般を選択します。 
4. 「全般プロパティ」画面が表示されます。[マネージャからの SNMP での設定を許可

する] および [マネージャからのリモートシャットダウン/リブートを許可する] のチェ

ックボックスが ”*” となっていることを確認してください。” ” の場合は、Space キー

を押して ”*” に変更してください。 
3. ネットワークの設定 

/opt/nec/setup/necnetsetup コマンドを利用して以下の項目を設定します。 
• ホスト名 
• ドメイン名 
• IP アドレス 
• サブネットマスク 
• Gateway の IP アドレス 
• DNS ネームサーバ 

4. SystemMonitor 性能監視の設定 
SystemMonitor 性能監視を利用する場合は、さらに以下を設定する必要があります。 
1. 性能監視の監視対象とするすべてのマシンに、接続用のユーザアカウント名を用

意します。ユーザアカウントの作成方法については、「2.6.1 監視対象マシンのユー

ザアカウント」を参照してください。 
2. telnet を使用して接続する場合は、各監視対象マシンに telnet サーバをインストー

ルし、サービスを有効にします。性能情報サービスから監視対象マシンへアクセス

するために必要です。また、ファイアウォールが設定されている場合は telnetをファ

イアウォールの対象外にしてください。 
3. SSH を使用して接続する場合は、SSH を有効にします。 

 

以上で OS 新規インストールを伴うマスタマシンの作成 (Linux OS) は完了です。 
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2.9.4. 既存マシンを利用してマスタマシンを作成するには (Linux OS) 

既存マシンを利用してマスタマシンを作成します。以下の手順に従って作成してください。 
 

注: Linuxマシンを管理対象マシンとして管理する場合、必ずESMPRO/ServerAgentをイン

ストールされている必要があります。 
装置添付の EXPRESSBUILDER 媒体のレーベルに"Version 5.xx-xxx.xx" (xxx は任意の

文字列) と記載されている装置の場合は、EXPRESSBUILDER 媒体から

ESMPRO/ServerAgent (Linux 版) をインストールしてください。 
レーベル記載例：Version 5.10-002.02 
上記以外の装置の場合は、以下の NEC8 番街のホームページから、Linux のカーネルバー

ジョンとハードウェアに対応したサーバマネージメント用ドライバモジュールと

ESMPRO/ServerAgent をダウンロードして、インストールしてください。 
http://www.express.nec.co.jp/linux/dload/esmpro/index.html 

 

1. ESMPRO/ServerAgent の設定 
ESMPRO/ServerManager からリモートシャットダウン / リブートの指示を受け付けら

れるように設定します。 
1. root 権限のあるユーザでログインします。 
2. コントロールパネル (/opt/nec/esmpro_sa/bin/ESMagntconf) を起動します。 

# /opt/nec/esmpro_sa/bin/ESMagntconf 

3. コントロールパネル (ESMagntconf) の全般を選択します。 
4. 「全般プロパティ」画面が表示されます。[マネージャからの SNMP での設定を許可

する] および [マネージャからのリモートシャットダウン/リブートを許可する] のチェ

ックボックスが ”*” となっていることを確認してください。” ” の場合は、Space キー

を押して ”*” に変更してください。 
2. ネットワークの設定 

/opt/nec/setup/necnetsetup コマンドを利用して以下の項目を設定します。 
• ホスト名 
• ドメイン名 
• IP アドレス 
• サブネットマスク 
• Gateway の IP アドレス 
• DNS ネームサーバ 
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3. SystemMonitor 性能監視の設定 

SystemMonitor 性能監視を利用する場合は、さらに以下の設定を追加します。 
1. 性能監視の監視対象とするすべてのマシンに、接続用のユーザアカウント名を用

意します。ユーザアカウントの作成方法については、「2.6.1 監視対象マシンのユー

ザアカウント」を参照してください。 
2. telnet を使用して接続する場合は、各監視対象マシンに telnet サーバをインストー

ルし、サービスを有効にします。性能情報サービスから監視対象マシンへアクセス

するために必要です。また、ファイアウォールが設定されている場合は telnetをファ

イアウォールの対象外にしてください。 
3. SSH を使用して接続する場合は、SSH を有効にします。 

 

以上で既存マシンを使用したマスタマシンの作成 (Linux OS) は完了です。 
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2.9.5. マスタマシンのバックアップに向け準備するには 

本節では、Windows マシンで Sysprep を使用したバックアップ方法を記載します。 
 フルバックアップ形式によるバックアップ 

マスタマシン用のパラメータファイルを作成後、「2.9.6 バックアップ用シナリオファイルを

作成するには」に進んでください。 
 展開形式によるバックアップ 

詳細は「DeploymentManager ユーザーズガイド基本操作編」の「1. ディスク複製 OS
インストール」を参照してください。 

マスタマシンのバックアップの準備は Windows 版の手順を例に説明します。 
 

1. ワークグループに参加 
2. Administrator ユーザの権限でパスワードを設定しない 
 

注： Windows Server 2008、Windows Vista の場合、Administrator アカウントを有効

にし、Administrator アカウントにログインした状態で以下の作業を行ってください。ディ

スク複製終了後は、Administrator アカウントのログイン画面となります。 

 

3. IP アドレスを DHCP サーバから取得 
4. Sysprep フォルダの作成 

1. エクスプローラなどから、SigmaSystemCenter の製品 CD-R 内の以下のファイル

を実行します。 
 
インストール CD-R:¥DPM¥TOOLS¥SYSPREP¥Windows¥ 
COPYSYSPREP.VBS 
 

注： OS が起動しているドライブに Sysprep フォルダが存在する場合は、上書きさ

れます。 

 

2. [DeploymentManager Sysprep モジュールのコピー] 画面が表示されます。[OK] 
をクリックします。マスタマシンのOSが起動しているドライブに [Sysprep] というフ

ォルダが作成されます。 
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3. [プロダクトキー] テキストボックスにマスタマシンのセットアップに使用したプロダク

トキーを入力し、[OK] をクリックします。Windows Server 2008、Windows Vista
の場合は、手順 4 へ進んでください。 
 

 
 

注： バックアップ CD-R をご使用の場合は、装置に貼付されているプロダクトキー

を入力してください。 

 

4. インストールCD-Rからディスク複製に必要なファイルをコピーします。ファイルのコ

ピーが完了するとダイアログボックスが表示されます。[OK] をクリックします。 
 

 

 

5. Microsoft Sysprep をコピー 
Windows OS の  (CD-R) ディスクの ¥SUPPORT¥TOOLS¥DEPLOY.CAB から

Sysprep.exeとSetupcl.exeを手順 4 で作成したSysprepフォルダにコピーします。

Windows Server 2008、Windows Vistaの場合は、本手順は必要ありません。手順 7
へ進んでください。 

6. Microsoft ネットワーク設定コマンドをコピー 
Windows OSの  (CD-R) ディスクの¥SUPPORT¥TOOLS¥SUPPORT.CABから

Netdom.exeを手順 4で作成した¥Sysprep¥i386¥$OEM$¥$$¥SYSTEM32にコピーし

ます。 
7. 接続するマシン情報を編集 

手順 4 で作成したSysprepフォルダ配下のSERVER.INIファイルを編集します。以下の

例のように、下線部のみ管理サーバ for DPMをインストールした管理サーバのIPアド

レスに変更します。 
ServerIP=192.168.0.1 

 

注： 管理サーバの IP アドレス以外の値は変更しないでください。 
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8. 管理サーバでセットアップパラメータファイルを作成 

イメージビルダーから作成します。「2.9.1 新規にOSをインストールしてマスタマシンを

作成するには(Windows OS)」で作成したセットアップパラメータファイルを使用すること

もできます。 
セットアップパラメータファイルの作成方法は、「DeploymentManagerユーザーズガイド

基本操作編」の「2.1.2 セットアップパラメータの作成」を参照してください。 
9. Sysprep.bat を実行 

1. 手順 4 で作成したSysprepフォルダ配下のSysprep.batを実行します。実行後、コ

マンドプロンプトに表示される指示に従います。 
 

注： 
▪ 同じフォルダに Sysprep.exe がありますが、実行しないでください。 

▪ 起動しているアプリケーション、エクスプローラなどはすべて終了させてください。 

 

2. Sysprep 実行後、自動的に電源がオフになります。 
再起動した場合、POST 画面が表示されたら DHCP による IP アドレスを取得する

直前で POWER スイッチを押して電源をオフにしてください。 
10. 管理サーバで、ディスク複製用パラメータファイルを作成 

手順 8 で作成したセットアップパラメータファイルを元に、イメージビルダーでディスク複

製用パラメータファイルを作成します。マスタマシンに対応するパラメータファイルのIPア
ドレスの設定は、[IPアドレスを自動的に取得する] を選択してください。 
ディスク複製用パラメータファイルの作成方法は、「DeploymentManagerユーザーズガ

イド基本操作編」の「1.1.3 マスタコンピュータ用ディスク複製用情報ファイルの準備」を

参照してください。 
 

以上でマスタマシンのバックアップに向けた準備は完了です。 
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2.9.6. バックアップ用シナリオファイルを作成するには 

バックアップのシナリオファイルを作成します。以下の手順に従って作成してください。 
 

注： DPM でバックアップ / リストアを行う前に、必ずディスクビューアを使用して、対象のデ

ィスク番号を確認してください。ディスクビューアの詳細は、「DeploymentManager ユーザー

ズガイド応用編」の「4. ディスク構成チェック」を参照してください。 

 

1. DPM の Web コンソールを起動します。 

2. メニューバーから をクリックし、アクセスモードを [更新モード] に変更します。 

3. シナリオ名を右クリックし、[シナリオファイルの新規作成] を選択します。 
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4. 「シナリオファイルの作成」ウィンドウが表示されます。[バックアップ／リストア] タブを選

択します。 
 

 

 

5. [バックアップ／リストアを選択する] チェックボックスをオンにし、[バックアップ(C)] を選

択します。 
6. [バックアップ/リストア対象] グループボックスの [ディスク番号] テキストボックスにディ

スクビューアで取得したディスク番号を入力します。 
 

関連情報： ディスクビューアの詳細は、「DeploymentManager ユーザーズガイド応用

編」の「4. ディスク構成チェック」を参照してください。 

 

7. [参照] をクリックし、任意のフォルダに移動し、任意のファイルを選択します。 
8. [シナリオ名] テキストボックスには任意の名前を入力します。 



DPM でマスタマシンを利用してシナリオを作成する 
 

セクション I 環境構築と設定 
83 

 
9. [オプション] タブを選択します。 

 

 

 

10. [シナリオ実行条件] グループボックス内の [実行前に再起動の強制実行を行う (コン

ピュータにエージェントサービスが必要)] チェックボックスをオンにします。 
11. [OK] をクリックします。 
 

以上で、バックアップのシナリオの作成は完了です。 
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2.9.7. リストア用シナリオファイルを作成するには 

Windows OS と Linux OS のリストア用シナリオファイルを作成します。以下の手順に従って

作成してください。 
 

注： DPM でバックアップ/リストアを行う前に、必ずディスクビューアを使用して、対象のディ

スク番号を確認してください。ディスクビューアの詳細は、「DeploymentManager ユーザー

ズガイド応用編」の「4 ディスク構成チェック」を参照してください。 

 

1. DPM の Web コンソールを起動します。 

2. メニューバーから をクリックし、DPM のアクセスモードを [更新モード] に変更しま

す。 
3. シナリオ名を右クリックし、[シナリオファイルの新規作成] を選択します。 
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4. 「シナリオファイルの作成」ウィンドウが表示されます。[バックアップ／リストア] タブを選

択します。 
 

 

 

5. [バックアップ / リストアを選択する] チェックボックスをオンにし、[リストア(R)] を選択し

ます。 
6. [バックアップ / リストア対象] グループボックスの [ディスク番号] テキストボックスや

[パーティション番号] テキストボックスに、ディスクビューアで取得したディスク番号およ

びパーティション番号を指定します。 
 

関連情報： ディスクビューアの詳細は、「DeploymentManager ユーザーズガイド応用

編」の「4. ディスク構成チェック」を参照してください。 

 

7. [参照] をクリックし、任意のフォルダに移動し、バックアップシナリオで指定したファイル

名を選択します。 
8. [リストア開始条件] グループボックス内の [ユニキャストでデータを送信する] チェック

ボックスをオンにします。 
9. [シナリオ名] テキストボックスに任意の名前を入力します。 
10. [オプション] タブを選択します。 
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11. [シナリオ実行条件] グループボックス内の [実行前に再起動の強制実行を行う (コン

ピュータにエージェントサービスが必要)] チェックボックスをオンにします。 
 

 

 

12. [OK] をクリックします。 
 

以上で、リストアのシナリオの作成は完了です。 
 



VMware を利用するための事前設定を行う 
 

セクション I 環境構築と設定 
87 

 

2.10. VMware を利用するための事前設定を行う 
VMware を利用する場合、事前に VMware 環境の設定を行う必要があります。以下の手順

の流れに沿って各設定を行ってください。 
 

2.10.1. VMware 環境を構築する 

VMware 環境の構築を行います。以下の手順の流れに沿って構築してください。 
 

関連情報: 各設定の詳細については、VMware 社発行の各製品マニュアルを参照してくだ

さい。 

 

1. VirtualCenter の以下のコンポーネントのインストールと設定 
Server コンポーネント （VirtualCenter Management Server） 
Client コンポーネント (Virtual Infrastructure Client) 

2. VMware ESX Server のインストールと設定 
3. Virtual Infrastructure Client の起動とログイン 
4. DataCenter の設定 
5. ESX Server の登録 
 

以上が VMware 環境の構築手順の流れです。 
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2.11. VirtualCenter でマスタ VM を利用してテンプ

レートを作成する 
既存の仮想マシンと同じ構成のテンプレートと、その元となるマスタ VM を作成します。以下

の手順の流れに沿って作成してください。 
また、テンプレートはSystemProvisioningからも作成できます。SystemProvisioningからテ

ンプレートを作成する方法については、「4.1.2 SystemProvisioningからテンプレートを作成

するには」を参照してください。 
 

2.11.1. VirtualCenter でマスタ VM を作成するには 

Virtual Infrastructure Client の管理画面上で、SystemProvisioning で管理する仮想マシン

の元となる、マスタ VM を作成します。以下の手順に従って作成してください。 
 

関連情報: VirtualCenter でのマスタ VM の作成については、VMware 社発行の各製品マニ

ュアルを参照してください。 

 

1. Virtual Infrastructure Client を起動し、ログインします。 
2. 使用する仮想マシンに対応した CPU 数、メモリ容量、ディスク容量 / ディスクの数、

NIC の枚数を指定して、仮想マシンを作成します。 
3. 使用する仮想マシンに対応した OS をインストールします。 
4. VMwareTools をインストールします。 
5. 使用する仮想マシンに対応したアプリケーションをインストールします。 

SystemProvisioningにおける仮想マシンの作成は、マスタVMを元に作成したテンプレ

ートから作成しますので、使用する仮想マシンの構成に合わせて、必要な種類のマスタ

VM を作成します。 
 

以上で VirtualCenter でのマスタ VM 作成は完了です。 
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2.11.2. VirtualCenter でテンプレートを作成するには 

Virtual Infrastructure Clientの管理画面上で、SystemProvisioningで管理するテンプレート

を作成します。以下の手順に従って作成してください。 
 

関連情報: VirtualCenter でのテンプレートの作成については、VMware 社発行の各製品マ

ニュアルを参照してください。 

 

1. Virtual Infrastructure Client を起動し、ログインします。 
2. インベントリパネルを表示します。 
3. 仮想マシンを選択します。 
4. 仮想マシンを電源オフにします。 
5. テンプレートに変換します。 
 

以上で VirtualCenter でのテンプレート作成は完了です。 
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2.12. Xen を利用するための事前設定を行う 
Xen を利用する場合、事前に Xen 環境の設定を行う必要があります。以下の手順の流れに

沿って各設定を行ってください。 
 

2.12.1. Xen 環境を構築する 

Xen 環境の構築を行います。以下の手順の流れに沿って構築してください。 
 

関連情報： 各設定の詳細については、Citrix 社発行の各製品マニュアルを参照してくださ

い。 

 

1. Xen Server のインストールと設定 
2. XenCenter のインストールと設定 
3. XenCenter の起動とログイン 
4. Pool の設定 
5. Xen Server の登録 
 

以上が Xen 環境の構築手順の流れです。 
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2.13. XenCenter でマスタ VMを利用してテンプレー

トを作成する 
既存の仮想マシンと同じ構成のテンプレートと、その元となるマスタ VM を作成します。以下

の手順の流れに沿って作成してください。 
また、テンプレートはSystemProvisioningからも作成できます。SystemProvisioningからテ

ンプレートを作成する方法については、「4.1.2 SystemProvisioningからテンプレートを作成

するには」を参照してください。 
 

2.13.1. XenCenter でマスタ VM を作成するには 

XenCenter の管理画面上で、SystemProvisioning で管理する仮想マシンの元となる、マス

タ VM を作成します。以下の手順に従って作成してください。 
 

関連情報： XenCenter でのマスタ VM の作成については、Citrix 社発行の各製品マニュア

ルを参照してください。 

 

1. XenCenter を起動し、ログインします。 
2. VM 新規作成機能を選択し、使用する仮想マシンに対応した CPU 数、メモリ容量、ディ

スク容量 / ディスクの数、NIC の枚数を指定して、仮想マシンを作成します。 
3. 使用する仮想マシンに対応した OS をインストールします。 

Windows VM を作成する場合、ユーザ用 Windows OS をインストールしてください。 
4. XenSource Tools をインストールします。 
5. 使用する仮想マシンに対応したアプリケーションをインストールします。 

SystemProvisioningにおける仮想マシンの作成は、マスタVMを元に作成したテンプレ

ートから作成します。使用する仮想マシンの構成に合わせて、必要な種類のマスタ VM
を作成します。 

 

以上で XenCenter でのマスタ VM 作成は完了です。 
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2.13.2. XenCenter でテンプレートを作成するには 

XenCenter の管理画面上で、SystemProvisioning で管理するテンプレートを作成します。

以下の手順に従って作成してください。 
 

関連情報： XenCenterでのテンプレートの作成については、Citrix社発行の各製品マニュア

ルを参照してください。 

 

1. XenCenter を起動し、ログインします。 
2. 仮想マシンを選択します。 
3. 仮想マシンを電源オフにします。 
4. テンプレートに変換します。 
 

以上で XenCenter でのテンプレート作成は完了です。 
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セセククシショョンン  IIII  SSiiggmmaaSSyysstteemmCCeenntteerr のの運運

用用をを開開始始すするる  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
このセクションでは、関連製品のSigmaSystemCenterへの登録およびSigmaSystemCenterでのマシン運

用時の操作について記載します。 
 
 
• 3 SigmaSystemCenterへリソースを登録する 
• 4 仮想マシンに対する操作 
• 5 マシンを運用するための操作 
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3. SigmaSystemCenterへリソースを登録す

る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本章では、SystemProvisioning へ関連製品を追加し、リソースを登録する手順について記載します。 
 
本章で説明する項目は以下の通りです。 
 
 
• 3.1 SigmaSystemCenterへのリソースの登録 .................................................................. 96 
• 3.2 サブシステムを追加する ............................................................................................. 96 
• 3.3 スイッチを登録する ................................................................................................... 107 
• 3.4 ロードバランサを登録する......................................................................................... 110 
• 3.5 ストレージを登録する................................................................................................ 112 
• 3.6 ポリシーを作成する .................................................................................................. 114 
• 3.7 ローカルスクリプトを登録する ................................................................................... 120 
• 3.8 マシンを登録する ..................................................................................................... 121 
• 3.9 マシンプロパティを設定するには ............................................................................... 124 
 
 



3 SigmaSystemCenter へリソースを登録する 
 

SigmaSystemCenter 2.0 コンフィグレーションガイド 
96 

 

3.1. SigmaSystemCenter へのリソースの登録 
SigmaSystemCenter で運用を開始するには、利用するリソースを SystemProvisioning へ

登録する必要があります。 
SystemProvisioning へリソースを登録するには、DPM や NetvisorPro といった各関連製品

をサブシステムに追加し、その後サブシステムが管理するマシンやスイッチといったリソース

を SystemProvisioning の管理対象として登録する手順となります。 
 

3.2. サブシステムを追加する 
サブシステムを追加します。本節の手順に従って、利用する関連製品をサブシステムに追加

してください。 
SigmaSystemCenter は、VirtualCenter または、XenEnterprise Pool Master といった仮想

環境管理ソフトウェア、DPM、SIGMABLADE controller といった 3 種類のサブシステムから

管理対象マシンの情報を収集し利用します。同一のマシンが複数のサブシステムから管理

されている場合、それぞれのサブシステムからマシンの情報を収集します。そのため、同一

マシンが誤って別マシンとして SystemProvisioning に登録されることがないように注意が必

要です。 
 

 サブシステムの登録は、本節に記載されている順番に行います。 
 「サブシステム追加」ウィンドウでサブシステムを選択し、[OK] をクリックすると、選択し

たサブシステムに対して情報の収集を行います。情報収集が完了したことを確認してか

ら、次のサブシステムの登録を行ってください。 
 サブシステムから収集されたマシンの情報は、[リソース] ビューから確認できます。 

 

注： 利用する関連製品をサブシステムに追加する前にライセンスを登録してください。ライセ

ンスの登録については、「1.4 ライセンスキーを登録する」を参照してください。 
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3.2.1. VMware VirtualCenter をサブシステムに追加するには 

VMware VirtualCenter をサブシステムに追加します。VMware VirtualCenter をサブシステ

ムに追加すると、VMware VirtualCenter に登録されている ESX Server が自動的にサブシ

ステムに追加されます。以下の手順に従って追加してください。 
 

1. タイトルバーの [管理] をクリックし、[管理] ビューに切り替えます。 
2. [管理] ツリーから [サブシステム] アイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [サブシステム追加] をクリックします。メインウィンドウに「サブシス

テム追加」が表示されます。 
 

 
 

4. [サブシステム種類] プルダウンボックスから [VMware VirtualCenter] を選択します。 
5. [ホスト名] テキストボックスに VMware VirtualCenter をインストールしたサーバのホス

ト名もしくは、IP アドレスを入力します。 
 

注： [URL] テキストボックスを入力する場合、自動生成されるため [ホスト名] テキスト

ボックスの入力は省略できます。 

 

6. [ポート] テキストボックスに VMware VirtualCenter とアクセスするポート番号を入力し

ます。ポート番号の入力を省略した場合、既定値が登録されます。 
 

注： ポート番号の既定値は (443) です。 

 

7. [URL] テキストボックスに VMware VirtualCenter の URL を入力します。 
 

注： [ホスト名] テキストボックスを入力する場合、自動生成されるため [URL] テキスト

ボックスの入力は省略できます。 

 

8. [アカウント名] テキストボックスにVMware VirtualCenterのアカウント名を入力します。 
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9. [パスワード] テキストボックスおよび [パスワード確認] テキストボックスに VMware 
VirtualCenter のパスワードを入力します。 

10. [OK] をクリックします。 
 

以上で VMware VirtualCenter のサブシステム追加は完了です。 
 

3.2.2. XenEnterprise Pool Master をサブシステムに追加するには 

XenEnterprise Pool Master をサブシステムに追加します。XenEnterprise Pool Master を
サブシステムに追加すると、Pool に登録されている Xen Server が自動的にサブシステムに

追加されます。以下の手順に従って追加してください。 
 

1. タイトルバーの [管理] をクリックし、[管理] ビューに切り替えます。 
2. [管理] ツリーから [サブシステム] アイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [サブシステム追加] をクリックします。メインウィンドウに「サブシス

テム追加」が表示されます。 
 

 
 

4. [サブシステム種類] プルダウンボックスから [XenEnterprise Pool Master] を選択し

ます。 
5. [ホスト名] テキストボックスに XenEnterprise Pool Master を構築したサーバのホスト

名もしくは、IP アドレスを入力します。 
6. [ポート] テキストボックスに XenEnterprise Pool Master とアクセスするポート番号を入

力します。ポート番号の入力を省略した場合、既定値が登録されます。 
 

注： ポート番号の既定値は (443) です。 

 

7. [URL] に XenEnterprise Pool Master の URL を入力します。 
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注： [ホスト名] と [ポート] の組み合わせ、または [URL] のうちいずれかを指定してく

ださい。 

 

8. [アカウント名] テキストボックスに XenEnterprise Pool Master のアカウント名を入力し

ます。 
9. [パスワード ] テキストボックスおよび  [パスワード確認 ] テキストボックスに

XenEnterprise Pool Master のパスワードを入力します。 
10. [OK] をクリックします。 
 

以上で XenEnterprise Pool Master のサブシステム追加は完了です。 
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3.2.3. DPM (Windows / Linux) をサブシステムに追加するには 

DPM (Windows / Linux) をサブシステムに追加するには、Web サーバ for DPM をサブシ

ステムに追加します。Web サーバ for DPM をサブシステムに追加すると、Web サーバ for 
DPM に登録されている管理サーバ for DPM が自動的にサブシステムに追加されます。以

下の手順に従って追加してください。 
 

1. タイトルバーの [管理] をクリックし、[管理] ビューに切り替えます。 
2. [管理] ツリーから [サブシステム] アイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [サブシステム追加] をクリックします。メインウィンドウに「サブシス

テム追加」が表示されます。 
 

 
 

4. [サブシステム種類] プルダウンボックスから [Web サーバ for DPM] を選択します。 
5. [ホスト名] テキストボックスに Web サーバ for DPM をインストールしたサーバのホスト

名もしくは IP アドレスを入力します。 
6. [ポート] テキストボックスに Web サーバ for DPM とアクセスするポート番号を入力しま

す。ポート番号の入力を省略した場合、既定値が登録されます。 
 

注： ポート番号の既定値は (8080) です。 

 

7. [パスワード] テキストボックスおよび [パスワード確認] テキストボックスに Web サーバ 
for DPM に登録されている管理サーバ for DPM の管理者パスワードを入力します。 
 

注： Web サーバ for DPM に複数の管理サーバ for DPM が登録されている場合、す

べての管理サーバ for DPM でパスワードを統一する必要があります。 

 

8. [OK] をクリックします。 
 

以上で DPM (Windows / Linux) のサブシステム追加は完了です。 
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3.2.4. DPM (HP-UX) をサブシステムに追加するには 

管理サーバ for DPM (HP-UX) をサブシステムに追加します。以下の手順に従って追加し

てください。 
 

1. タイトルバーの [管理] をクリックし、[管理] ビューに切り替えます。 
2. [管理] ツリーから [サブシステム] アイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [サブシステム追加] をクリックします。メインウィンドウに「サブシス

テム追加」が表示されます。 
 

 
 

4. [サブシステム種類] プルダウンボックスから [管理サーバ for DPM (HP-UX)] を選択

します。 
5. [ホスト名] テキストボックスに管理サーバ for DPM (HP-UX) をインストールしたサー

バのホスト名もしくは、IP アドレスを入力します。 
6. [ポート] テキストボックスに管理サーバ for DPM (HP-UX) とアクセスするポート番号

を入力します。ポート番号の入力を省略した場合、既定値が登録されます。 
 

注： ポート番号の既定値は (15416) です。 

 

7. [アカウント名] テキストボックスに管理サーバ for DPM (HP-UX) のアカウント名を入

力します。 
8. [パスワード] テキストボックスおよび [パスワード確認] テキストボックスに管理サーバ 

for DPM (HP-UX) のパスワードを入力します。 
9. [OK] をクリックします。 
 

以上で DPM (HP-UX) のサブシステム追加は完了です。 
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3.2.5. SIGMABLADE controller をサブシステムに追加するには 

SIGMABLADE controller をサブシステムに追加します。以下の手順に従って追加してくださ

い。 
 

注：  
▪ SystemProvisioningと管理サーバ for DPMを同一マシン上で運用するなどの理由で、事

前に手動でSIGMABLADE controllerサーバの登録をSIGMABLADE controllerクライアン

トに対して行っている場合は、サブシステム追加の際に指定する「ホスト名、ポート番号」を、

クライアントに登録済みの SIGMABLADE controller サーバの情報と一致させてください。異

なっている場合、クライアントに同じ SIGMABLADE controller サーバが重複して登録される

ため、他のソフトウェアによる SIGMABLADE controller を利用した制御が正常に動作しなく

なる可能性があります。 
▪ SIGMABLADE controllerで管理されているSIGMABLADEマシンが、DPMや仮想環境管

理ソフトウェアなど他のサブシステムでも管理されている場合、同一マシンが誤って別マシン

としてSystemProvisioningに登録されることがないように注意が必要です。SIGMABLADE 
controllerをサブシステムとして登録する前にSystemProvisioningで管理しているマシンの

情報を確認してください。DPMまたは、仮想環境管理ソフトウェアが既にサブシステムとして

登録済みの場合、それらサブシステムが管理しているマシン情報は、SystemProvisioning
のデータベースに反映されています。SystemProvisioningに登録されているマシンの中から、

SIGMABLADE controllerで管理されているSIGMABLADEマシンを特定し、該当するマシン

にSIGMABLADE controllerが認識している管理用NICのMACアドレスが設定されているこ

とを確認してください。SIGMABLADE controllerが認識している管理用NICのMACアドレス

の確認手順については、「6.2.5 SIGMABLADE controllerが認識している管理用NICについ

て」を参照してください。 

 

1. タイトルバーの [管理] をクリックし、[管理] ビューに切り替えます。 
2. [管理] ツリーから [サブシステム] アイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [サブシステム追加] をクリックします。メインウィンドウに「サブシス

テム追加」が表示されます。 
 

 
 

4. [サブシステム種類] プルダウンボックスから [SIGMABLADE controller] を選択しま

す。 
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5. [ホスト名] テキストボックスに SIGMABLADE controller をインストールしたサーバのホ

スト名もしくは、IP アドレスを入力します。 
6. [ポート] テキストボックスに SIGMABLADE controller とアクセスするポート番号を入力

します。ポート番号の入力を省略した場合、既定値が登録されます。 
 

注： ポート番号の既定値は (26320) です。 

 

7. [OK] をクリックします。 
 

以上で SIGMABLADE controller のサブシステム追加は完了です。 
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3.2.6. NetvisorPro をサブシステムに追加するには 

NetvisorPro をサブシステムに追加します。以下の手順に従って追加してください。 
 

1. タイトルバーの [管理] をクリックし、[管理] ビューに切り替えます。 
2. [管理] ツリーから [サブシステム] アイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [サブシステム追加] をクリックします。メインウィンドウに「サブシス

テム追加」が表示されます。 
 

 
 

4. [サブシステム種類] プルダウンボックスから [WebSAM NetvisorPro] を選択します。 
5. [ホスト名] テキストボックスに NetvisorPro をインストールしたサーバのホスト名もしくは、

IP アドレスを入力します。 
6. [ポート] テキストボックスに NetvisorPro とアクセスするポート番号を入力します。 

 

注： ポート番号の既定値は (52727) です。 

 

7. [OK] をクリックします。 
 

以上で NetvisorPro のサブシステム追加は完了です。 
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3.2.7. スイッチブレードをサブシステムに追加するには 

スイッチブレードをサブシステムに追加します。以下の手順に従って追加してください。 
 

1. タイトルバーの [管理] をクリックし、[管理] ビューに切り替えます。 
2. [管理] ツリーから [サブシステム] アイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [サブシステム追加] をクリックします。メインウィンドウに「サブシス

テム追加」が表示されます。 
 

 
 

4. [サブシステム種類] プルダウンボックスから [Switchblade] を選択します。 
5. [ホスト名] テキストボックスにスイッチブレードの IP アドレスを入力します。 
6. [アカウント名] テキストボックスにスイッチブレードのアカウント名を入力します。 
7. [パスワード] テキストボックスおよび [パスワード確認] テキストボックスにスイッチブレ

ードのパスワードを入力します。 
8. [OK] をクリックします。 
 

以上でスイッチブレードのサブシステム追加は完了です。 
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3.2.8. ストレージ管理サーバをサブシステムに追加するには 

ストレージ管理サーバをサブシステムに追加します。以下の手順に従って追加してください。 
 

注： SigmaSystemCenter 1.3 以前のバージョンからアップグレードインストールを行った場

合、以前のバージョンに設定した CLARiX および Symmetrix の情報は引き継がれません。

CLARiX および Symmetrix をサブシステムとして追加する必要があります。 

 

1. タイトルバーの [管理] をクリックし、[管理] ビューに切り替えます。 
2. [管理] ツリーから [サブシステム] アイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [サブシステム追加] をクリックします。メインウィンドウに「サブシス

テム追加」が表示されます。 
 

 
 

4. [サブシステム種類] プルダウンボックスからストレージの種類に従って  [iStorage 
Manager]、[EMC CLARiX]、[EMC Symmetrix] のいずれかを選択します。 

5. [ホスト名] テキストボックスにストレージ管理サーバのホスト名もしくは、IP アドレスを入

力します。 
6. [OK] をクリックします。 
 

以上でストレージ管理サーバのサブシステム追加は完了です。 
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3.3. スイッチを登録する 
SystemProvisioning で管理するスイッチおよびスイッチブレードの登録を行い、VLAN グル

ープを追加します。 
 

注： NetvisorPro でスイッチもしくは、スイッチブレードの設定を変更したときは、必ず

SystemProvisioning の [操作] メニューより [スイッチ情報収集] を行ってください。 

 

3.3.1. スイッチを登録するには 

スイッチをSystemProvisioningの管理対象として登録します。以下の手順に従って登録して

ください。 
 

1. タイトルバーの [リソース] をクリックし、[リソース] ビューに切り替えます。 
2. [システムリソース] ツリーから [ネットワークデバイス] アイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [スイッチ登録] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「スイッチ登録」が表示されます。 

 

 

 

5. [ネットワークデバイス一覧] グループボックスに表示される、サブシステムに追加されて

いる NetvisorPro が管理するスイッチの一覧から、SystemProvisioning で管理対象と

するスイッチのチェックボックスをオンにします。 
6. [OK] をクリックします。 
 

以上でスイッチの登録は完了です。 
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3.3.2. スイッチブレードを登録するには 

スイッチブレードを SystemProvisioning の管理対象として登録します。以下の手順に従って

登録してください。 
 

1. タイトルバーの [リソース] をクリックし、[リソース] ビューに切り替えます。 
2. [システムリソース] ツリーから [ネットワークデバイス] アイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [スイッチブレード登録] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「スイッチブレード登録」が表示されます。 

 

 

 

5. [ネットワークデバイス一覧] グループボックスに表示される、サブシステムに追加されて

いるスイッチブレードが管理するスイッチブレードの一覧から、SystemProvisioning で

管理対象とするスイッチブレードのチェックボックスをオンにします。 
6. [OK] をクリックします。 
 

以上でスイッチブレードの登録は完了です。 
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3.3.3. VLAN を追加するには 

スイッチ、スイッチブレードに VLAN の追加と、スイッチ間を接続するポート、外部ネットワー

クに接続するポートを VLAN に追加します。以下の手順に従って追加してください。 
 

1. タイトルバーの [リソース] をクリックし、[リソース] ビューに切り替えます。 
2. [システムリソース] ツリーから VLAN を追加するスイッチまたは、スイッチブレードのア

イコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [VLAN 追加] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「VLAN 追加」が表示されます。 

 

 

 

5. [名前] テキストボックスに VLAN 名を入力します。 
6. [VLAN ID] テキストボックスに VLAN ID を入力します。 
7. [ポート一覧] グループボックスからポートを選択します。 
8. [OK] をクリックします。 
 

以上で VLAN の追加は完了です。 
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3.4. ロードバランサを登録する 
SystemProvisioning で管理するロードバランサの登録を行い、ロードバランサグループを追

加します。 
 

注： NetvisorPro でロードバランサの設定を変更したときは、必ず SystemProvisioning の 
[操作] メニューより [ロードバランサ情報収集] を行ってください。 

 

3.4.1. ロードバランサを登録するには 

ロードバランサを SystemProvisioning の管理対象として登録します。以下の手順に従って

登録してください。 
 

1. タイトルバーの [リソース] をクリックし、[リソース] ビューに切り替えます。 
2. [システムリソース] ツリーから [ネットワークデバイス] アイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [ロードバランサ登録] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「ロードバランサ登録」が表示されます。 

 

 

 

5. [ネットワークデバイス一覧] グループボックスに表示される、サブシステムに追加されて

いる NetvisorPro が管理するロードバランサの一覧から、SystemProvisioning で管理

対象とするロードバランサのチェックボックスをオンにします。 
6. [OK] をクリックします。 
 

以上でロードバランサの登録は完了です。 
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3.4.2. ロードバランサグループを追加するには 

ロードバランサグループの追加を行います。以下の手順に従って追加してください。 
 

1. タイトルバーの [リソース] をクリックし、[リソース] ビューに切り替えます。 
2. [システムリソース] ツリーからロードバランサグループを追加するロードバランサのアイ

コンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [ロードバランサグループ追加] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「ロードバランサグループ追加」が表示されます。 

 

 
 

5. [名前] テキストボックスに、ロードバランサグループ名を入力します。 
6. [仮想サーバ] グループボックスの各項目を選択 / 入力します。 
7. [リアルサーバ] グループボックスの各項目を入力します。 

 

注： ロードバランサ制御を行うには、グループプロパティの [ホスト] タブも合わせて設

定する必要があります。両方の設定がされていない場合、ロードバランサ制御は行わ

れません。グループプロパティの [ホスト] タブの設定については、「5.4.3 [ホスト] タブ

を設定するには」を参照してください。 

 

8. [OK] をクリックします。 
 

以上でロードバランサグループの追加は完了です。
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3.5. ストレージを登録する 
SystemProvisioning で管理するストレージの登録を行います。 
 

注：  
▪ ストレージ管理ソフトウェアでストレージの設定を変更したときは、必ず

SystemProvisioning の [操作] メニューより [ストレージ収集] を行ってください。 
▪ SigmaSystemCenter 1.3以前のバージョンからアップグレードインストールを行った場合、

以前のバージョンに設定した CLARiX および Symmetrix の情報は引き継がれません。

CLARiX および Symmetrix の設定を行う必要があります。 

 

3.5.1. ディスクアレイとディスクボリュームを登録するには 

ディスクアレイとディスクボリュームを SystemProvisioning の管理対象として登録します。以

下の手順に従って登録してください。 
 

注：  
▪ SigmaSystemCenter が収集できるストレージのディスクボリューム情報の最大数は、

3000 です。 
▪ iStorage、CLARiX、Symmetrix に定義されているディスクボリュームの合計値は、3000 を

超えてはいけません。 
▪ CLARiX、Symmetrix の場合は、接続パス数の倍数がディスクボリュームの合計値に含ま

れます。 

 

1. タイトルバーの [リソース] をクリックし、[リソース] ビューに切り替えます。 
2. [システムリソース] ツリーから [ストレージ] アイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [ディスクアレイとディスクボリューム登録] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「ディスクアレイとディスクボリューム登録」が表示されます。 
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5. サブシステムに登録されているストレージ管理ソフトウェアが管理するディスクアレイと

ディスクボリュームのツリーから、SystemProvisioning で管理対象とするディスクアレイ

または、ディスクボリュームのチェックボックスをオンにします。 
6. [OK] をクリックします。 

 

以上でディスクアレイとディスクボリュームの登録は完了です。 
 

3.5.2. 共有ディスクの設定 

共有ディスクの設定を行います。以下の手順に従って設定してください。 
 

1. タイトルバーの [リソース] をクリックし、[リソース] ビューに切り替えます。 
2. [システムリソース] ツリーから [ストレージ] アイコンをクリックします。 
3. メインウィンドウに「ディスクボリューム一覧」が表示されます。 

 

 
 

4. [ディスクボリューム一覧] グループボックスから共有にするディスクボリュームのチェッ

クボックスをオンにします。 
5. [ディスクボリューム一覧] グループボックスの [アクション] メニューから [共有] をクリ

ックします。 
6. 確認メッセージが表示されます。[OK] をクリックします。 
 

以上で共有ディスクの設定は完了です。 
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3.6. ポリシーを作成する 
ESMPRO/ServerManager、VirtualCenter、および SystemMonitor 性能監視が検出した障

害イベントに対して、どのような処理を自動実行し、復旧するかなどを各グループに対して設

定できます。この設定をポリシーと呼びます。 
ポリシーの使用方法は、以下の 3 種類があります。 

 SigmaSystemCenter にあらかじめ設定されている標準ポリシーを使用する 
標準ポリシーは以下の 3 種類があります。 
• 標準ポリシー 

標準ポリシーのテンプレートです。 
• 標準ポリシー (仮想マシンサーバ) 

仮想マシンサーバ用の標準ポリシーのテンプレートです。 
• 標準ポリシー (仮想マシンサーバ 省電力) 

仮想マシンサーバ用の省電力運用を想定した標準ポリシーのテンプレートです。 
 新規にポリシーを作成して使用する 
 標準ポリシーを元に複製を作成し、設定を変更して使用する 

 

以下は、新規にポリシーを作成する手順および標準ポリシーを元にポリシー設定を変更した

新たなポリシー (複製) を作成する手順について説明します。 
新規にポリシーを作成する場合、「3.6.1 新規にポリシーを作成するには」を参照してポリシ

ーを作成した後、「3.6.3 ポリシープロパティを設定するには」から「3.6.4 ポリシー監視イベン

トの対応処置詳細を設定するには」を参照して監視イベントおよび対応処置を設定してくださ

い。 
標準ポリシーの設定を変更し、新たなポリシー (複製) を作成する場合、「3.6.2 標準ポリシ

ーを複製するには」を参照して標準ポリシーを複製した後、「3.6.3 ポリシープロパティを設定

するには」から「3.6.4 ポリシー監視イベントの対応処置詳細を設定するには」を参照して監

視イベントおよび対応処置を設定してください。 
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3.6.1. 新規にポリシーを作成するには 

新規にポリシーを作成します。以下の手順に従って作成してください。 
 

1. タイトルバーの [管理] をクリックし、[管理] ビューに切り替えます。 
2. [管理] ツリーから [ポリシー] アイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [ポリシー追加] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「ポリシー追加」が表示されます。 

 

 
 

5. [名前] テキストボックスにポリシー名を入力します。 
6. [OK] をクリックします。 
 

以上でポリシーの作成は完了です。 
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3.6.2. 標準ポリシーを複製するには 

標準で提供している ”標準ポリシー”、”標準ポリシー (仮想マシンサーバ)” および “標準ポ

リシー (省電力) 複製” を複製して利用することができます。以下の手順に従って標準ポリ

シーの複製を作成してください。 
 

1. タイトルバーの [管理] をクリックし、[管理] ビューに切り替えます。 
2. [管理] ツリーから [ポリシー] アイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [標準ポリシー複製]、[標準ポリシー (仮想マシンサーバ) 複製]、

もしくは [標準ポリシー (省電力) 複製] をクリックします。 
4. 確認メッセージが表示されます。[OK] をクリックします。 
5. 「ポリシー一覧」に複製したポリシーが追加されます。 

 

 

 

6. 複製したポリシーの [編集] アイコンをクリックします。メインウィンドウに「ポリシープロ

パティ設定」が表示されます。 
 

 
 

7. [名前] テキストボックスにポリシー名を入力し、名前を変更します。 
8. [適用] をクリックします。 
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以上で標準ポリシーの複製は完了です。 
 

3.6.3. ポリシープロパティを設定するには 

作成されたポリシーのプロパティ設定を行います。ここではポリシーの監視イベントやイベン

トに対する復旧処理 (アクション) を設定することができます。以下の手順に従って設定して

ください。 
 

1. タイトルバーの [管理] をクリックし、[管理] ビューに切り替えます。 
2. [管理] ツリーから [ポリシー] アイコンをクリックします。 
3. メインウィンドウにポリシーの詳細情報が表示されます。[ポリシー一覧] グループボック

スから編集するポリシーの [編集] アイコンをクリックします。 
4. メインウィンドウに「ポリシープロパティ設定」が表示されます。 

 

 
 

5. ポリシー名を変更する場合、[名前] テキストボックスにポリシー名を入力します。 
6. マシンのアクセス不可能障害や CPU 負荷障害の検出に関しては、障害の発生から障

害の回復までが短時間に連続して発生した場合、障害イベントを受信してから対応する

回復イベントの発生を待ち合わせる待機時間を設定し、イベントを抑制する機能を使用

します。 
待機時間の設定は、[抑制設定] グループボックスの抑制する障害イベントのチェックボ

ックスをオンにし、テキストボックスに時間を入力します。 
なお、この抑制設定は、該当する [監視イベント] タブの [イベントに対する対応処置] 
グループボックスから設定する「対応処置詳細設定」にて、該当するイベント区分の一

括設定に反映されます。 
7. [監視イベント] タブを選択します。 
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8. [イベントに対する対応処置一覧] グループボックスに対応処置を追加します。 

 

 
 

関連情報: イベントに対する処置の追加、編集をする場合は、「3.6.4 ポリシー監視イベ

ントの対応処置詳細を設定するには」を参照してください。 

 

9. [戻る] をクリックし、[全般] タブの [適用] をクリックします。 
 

以上でポリシープロパティの設定は完了です。 
 

3.6.4. ポリシー監視イベントの対応処置詳細を設定するには 

監視イベントの対応処置を設定します。各監視イベントに対して復旧処理 (アクション) を設

定することができます。以下の手順に従って設定してください。 
 

1. メインウィンドウに「ポリシープロパティ設定」の [監視イベント] タブを表示します。手順

については、前述の「3.6.3 ポリシープロパティを設定するには」を参照してください。 
2. [イベントに対する対応処置一覧] グループボックスから、[アクション] メニューの [追

加] もしくは、編集するイベント一覧の [編集] アイコンをクリックします。 
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3. メインウィンドウに「対応処置詳細設定」が表示されます。 

 

 

 

4. [名前] テキストボックスに対応処置名を入力します。 
5. [イベント区分] プルダウンボックスから監視イベントの区分を選択します。 
6. [通報元] プルダウンボックスからイベント提供元を選択します。 
7. [イベント] プルダウンボックスから監視するイベントを選択します。 
8. イベント名を変更する場合、[イベント名] テキストボックスにイベント名を入力します。 
9. [区分全てのイベントを対象とする] チェックボックスをオンにすると、イベント区分に該当

する通報元およびイベントがまとめて選択されます。なお、選択している [イベント区分] 
プルダウンボックスが、ポリシープロパティの [全般] タブで抑制設定を行ったイベント

区分に該当する場合には、その抑制情報 (待機時間など) が反映されます。 
10. [イベントに対する対応処置一覧] グループボックスから、イベントに対応するアクション

を設定します。[アクション] プルダウンボックスからアクションを選択します。 
11. アクションの順番を変更する場合、アクションのチェックボックスをオンにし、[↑] もしく

は、 [↓] をクリックすると順番を移動します。 
 

注： 
▪ 復旧処理の実行は、[アクション] プルダウンボックスに登録された順番で実行されま

す。復旧処理の実行順に並べ替えてください。 
▪ [アクション] プルダウンボックスを空白にすると、設定したアクションを無効にすること

ができます。 

 

12. [OK] をクリックします。 
 

以上でポリシー監視イベントの対応処置詳細設定は完了です。 
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3.7. ローカルスクリプトを登録する 
SystemProvisioning で使用するローカルスクリプトの登録を行います。 
 

3.7.1. ローカルスクリプトを追加するには 

ローカルスクリプトを追加します。以下の手順に従って追加してください。 
 

1. ローカルスクリプト (.bat ファイル) を以下のフォルダに格納します。 
SystemProvisioning インストールフォルダ￥Script 
 

注： 既定値は (C:¥Program Files¥NEC¥PVM¥Script) です。 

 

2. タイトルバーの [管理] をクリックし、[管理] ビューに切り替えます。 
3. [操作] メニューから [収集] をクリックします。 
4. タイトルバーの [リソース] をクリックし、[リソース] ビューに切り替えます。 
5. [システムリソース] ツリーから [ソフトウェア] アイコンをクリックします。追加されたロー

カルスクリプトを確認します。 
 

以上でローカルスクリプトの登録は完了です。 
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3.8. マシンを登録する 
SystemProvisioning で管理対象とするマシンの登録を行います。リソースグループを追加

することにより、リソースグループ単位にマシンを分類して表示することができます。 
 

3.8.1. リソースグループを追加するには 

リソースグループを追加します。以下の手順に従って追加してください。 
 

1. タイトルバーの [リソース] をクリックし、[リソース] ビューに切り替えます。 
2. [システムリソース] ツリーから [マシン] アイコンもしくは、リソースグループを追加する

グループのアイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [グループ追加] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「グループ追加」が表示されます。 

 

 
 

5. [名前] テキストボックスにリソースグループ名を入力します。 
6. [OK] をクリックします。 
 

以上でリソースグループの追加は完了です。 
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3.8.2. マシンを登録するには 

マシンを SystemProvisioning の管理対象として登録します。以下の手順に従って登録してく

ださい。 
 

1. タイトルバーの [リソース] をクリックし、[リソース] ビューに切り替えます。 
2. [システムリソース] ツリーから [マシン] アイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [マシン登録] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「マシン登録」が表示されます。 

 

 
 

5. サブシステムに追加されている DPM、ESX Server、Xen Server、SIGMABLADE 
controller に登録されているマシンの一覧が、[管理外のマシン一覧] グループボックス

に表示されます。[管理外のマシン一覧] グループボックスから、SystemProvisioning
で管理対象とするマシンのチェックボックスをオンにします。 

6. [親のリソース] ツリーからリソースグループまたは、ラックを選択します。 
7. [OK] をクリックします。 
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注： 
▪ DeploymentManager (HP-UX 版) コンソールからの HP-UX サーバ登録時に LAN コンソ

ールからの検索方式で自動登録を行った場合、SystemProvisioning に登録されるマシンの

NIC 番号が誤って登録され、SystemProvisioning からのソフトウェア配布処理が失敗する

場合があります。 
この問題は LAN コンソールからの検索方式で自動作成されるマシンのプロパティ情報の管

理用 LAN の MAC アドレスがクライアントの設定内容と異なる場合に発生します。 
この問題を回避するためには、DeploymentManager (HP-UX 版) のコンソールからマシン

のプロパティ情報の管理用 LAN の MAC アドレスを、クライアントで設定した管理用 LAN の

MAC アドレス情報に合わせる必要があります。 
マシンのプロパティ情報の変更方法については、「DeploymentManager (HP-UX 版) 操作

マニュアル」の「3.2. コンピュータの登録」の「NX7000/NX7700i コンピュータの変更」を参照

してください。クライアントの設定については、「DeploymentManager (HP-UX 版) ユーザー

ズガイド導入編」の「2.5 DeploymentManager クライアントのセットアップ」を参照してくださ

い。 
▪ マシンのプロパティ情報が誤った状態で SystemProvisioning にマシン登録されてしまった

場合は、以下の手順に従ってマシンを登録してください。 
 

1. SystemProvisioning から該当マシンを削除する。 
2. DeploymentManager (HP-UX 版) のコンソールから該当マシンのプロパティ情報を変

更する。 
3. SystemProvisioning に該当マシンを登録する。 

 

以上でマシンの登録は完了です。 
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3.9. マシンプロパティを設定するには 
管理対象マシンのプロパティ設定を行います。マシンプロパティでは、マシン固有の情報を設

定します。以下の手順に従って設定を行ってください。 
ただし、マシンの種別が仮想マシンの場合、[ネットワーク] タブ、[ストレージ] タブは表示さ

れません。 
 

3.9.1. [全般] タブを設定するには 

マシンプロパティの [全般] タブを設定します。以下の手順に従って設定してください。 
 

1. タイトルバーの [リソース] をクリックし、[リソース] ビューに切り替えます。 
2. [システムリソース] ツリーからプロパティ設定を行うマシンのアイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [プロパティ] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「マシンプロパティ設定」が表示されます。 
5. [全般] タブを選択します。 

 

 
 

6. 共通プールを使用する場合、[モデル名] テキストボックスにモデル名を入力します。 
 

関連情報： 共通プールについては、「SigmaSystemCenter リファレンスガイド」の

「1.1.6 プールマシンとは」を参照してください。 

 

7. [ロケーション] テキストボックスにロケーションを入力します。 
8. [タグ] テキストボックスにタグ (キーワード) を入力します。 
9. モデル名の自動更新を禁止する場合、[モデル名の自動更新] テキストボックスをオフ

にします。 
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10. [適用] をクリックします。 
 

以上でマシンプロパティの [全般] タブの設定は完了です。 



3 SigmaSystemCenter へリソースを登録する 
 

SigmaSystemCenter 2.0 コンフィグレーションガイド 
126 

 

3.9.2. [ネットワーク] タブを設定するには 

マシンプロパティの [ネットワーク] タブを設定します。以下の手順に従って設定してくださ

い。 
 

1. タイトルバーの [リソース] をクリックし、[リソース] ビューに切り替えます。 
2. [システムリソース] ツリーからプロパティ設定を行うマシンのアイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [プロパティ] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「マシンプロパティ設定」が表示されます。 
5. [ネットワーク] タブを選択します。 
6. [NIC一覧] グループボックスにNICを追加する場合、[アクション] メニューの [追加] を

クリックします。 
7. [NIC 一覧] グループボックスの下部に、[NIC 設定] グループボックスが表示されます。 

 

 
 

8. [NIC 番号] プルダウンボックスから NIC 番号を選択します。 
9. [MAC アドレス] テキストボックスに MAC アドレスを入力します。 
10. [スイッチ] プルダウンボックスからスイッチを選択します。 
11. [ポート] プルダウンボックスから接続するポートを選択します。 
12. [OK] をクリックします。[NIC 一覧] グループボックスに NIC が追加されます。 
13. [戻る] をクリックすると、メインウィンドウはマシンの詳細情報に戻ります。 

 

注： NetvisorProが管理するスイッチのVLAN制御を行うには、グループプロパティの 
[VLAN設定] タブも合わせて設定する必要があります。両方の設定がされていない場合、

VLAN制御は行われません。スイッチブレードのVLAN制御を行う場合は、収集機能にて自

動的に [ネットワーク] タブが設定されるため、グループプロパティの [VLAN] タブの設定の

みが必要になります。グループプロパティの [VLAN設定] タブの設定については、「5.4.5 
[VLAN設定] タブ設定するには」を参照してください。 

 
以上でマシンプロパティの [ネットワーク] タブの設定は完了です。 
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3.9.3. [ストレージ] タブを設定するには 

マシンプロパティの [ストレージ] タブを設定します。以下の手順に従って設定してください。 
 

1. タイトルバーの [リソース] をクリックし、[リソース] ビューに切り替えます。 
2. [システムリソース] ツリーからプロパティ設定を行うマシンのアイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [プロパティ] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「マシンプロパティ設定」が表示されます。 
5. [ストレージ] タブを選択します。 
6. [ストレージ情報] グループボックスにストレージ情報を追加する場合、[アクション] メニ

ューの [追加] をクリックします。 
7. [ストレージ情報] グループボックスの下部に、[HBA設定] グループボックスが表示され

ます。 
 

 
 

8. [HBA 番号] テキストボックスに HBA 番号を入力します。 
9. [アドレス] プルダウンボックスからアドレスを選択します。 
10. [OK] をクリックします。[ストレージ情報] グループボックスにストレージ情報が追加され

ます。 
11. [戻る] をクリックすると、メインウィンドウはマシンの詳細情報に戻ります。 
 

注： ストレージ制御を行うには、ホスト設定の [ストレージ] タブも合わせて設定する必要が

あります。両方が設定されていない場合、ストレージ制御は行われません。ホスト設定の [ス
トレージ] タブの設定については、「5.8.3 [ストレージ] タブを設定するには」を参照してくださ

い。 

 

以上でマシンプロパティの [ストレージ] タブの設定は完了です。 
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3.9.4. [ソフトウェア] タブを設定するには 

マシンプロパティの [ソフトウェア] タブを設定します。以下の手順に従って設定してください。 
 

1. タイトルバーの [リソース] をクリックし、[リソース] ビューに切り替えます。 
2. [システムリソース] ツリーからプロパティ設定を行うマシンのアイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [プロパティ] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「マシンプロパティ設定」が表示されます。 
5. [ソフトウェア] タブを選択します。 
6. [ソフトウェア一覧] グループボックスの [ソフトウェアの種類] プルダウンボックスからソ

フトウェアを配布するタイミングを選択します。選択すると、既に登録されているソフトウ

ェアが一覧に表示されます。 
7. ソフトウェアの配布順序を入れ替える場合、順序を入れ替えるソフトウェアのチェックボ

ックスをオンにし、[↑] もしくは、[↓] をクリックします。 
8. [ソフトウェア一覧] グループボックスに配布するソフトウェアを追加する場合、[アクショ

ン] メニューの [追加] をクリックします。 
9. [ソフトウェア一覧] グループボックスの下部に、[ソフトウェア追加] グループボックスが

表示されます。 
 

 

 

10. [ソフトウェア追加] グループボックスから、配布するソフトウェアのチェックボックスをオ

ンにします。 
11. [OK] をクリックします。[ソフトウェア一覧] グループボックスにソフトウェアが追加されま

す。 
12. ソフトウェアの配布順序を入れ替える場合、順序を入れ替えるソフトウェアのチェックボ

ックスをオンにし、[↑] もしくは、[↓] をクリックします。 
13. [適用] をクリックします。 
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以上でマシンプロパティの [ソフトウェア] タブの設定は完了です。 
 

3.9.5. [配布済みソフトウェア] タブを確認するには 

マシンプロパティの [配布済みソフトウェア] タブを確認します。以下の手順に従って確認し

てください。 
 

1. タイトルバーの [リソース] をクリックし、[リソース] ビューに切り替えます。 
2. [システムリソース] ツリーからプロパティ設定を行うマシンのアイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [プロパティ] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「マシンプロパティ設定」が表示されます。 
5. [配布済みソフトウェア] タブを選択します。 

 

 
 

6. 配布済みのソフトウェアを確認します。 
7. [戻る] をクリックすると、メインウィンドウはマシンの詳細情報に戻ります。 
 

以上でマシンプロパティの [配布済みソフトウェア] タブの確認は完了です。 
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4. 仮想マシンに対する操作 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本章では、仮想マシンを運用するための事前準備について記載します。 
 
本章で説明する項目は以下の通りです。 
 
 
• 4.1 仮想マシン用テンプレートを用意する ........................................................................ 132 
• 4.2 仮想マシンを作成する .............................................................................................. 134 
• 4.3 VM移動 ................................................................................................................... 136 
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4.1. 仮想マシン用テンプレートを用意する 
SystemProvisioningでは、サブシステムとして登録されているVirtualCenterおよび

XenEnterprise Pool Masterが管理するテンプレートを使用することができます。

SystemProvisioningから使用できるテンプレートの一覧を確認するには、「 4.1.1 
SystemProvisioningから使用できるテンプレートを確認するには」、SystemProvisioningか
らテンプレートを作成するには、「4.1.2 SystemProvisioningからテンプレートを作成するに

は」を参照してください。 
 

4.1.1. SystemProvisioning から使用できるテンプレートを確認するに

は 

SystemProvisioning では、サブシステムとして登録されている VirtualCenter および

XenEnterprise Pool Master が管理するテンプレートを使用することができます。以下の手

順に従って確認してください。 
 

1. タイトルバーの [リソース] をクリックし、[リソース] ビューに切り替えます。 
2. [システムリソース] ツリーから [ソフトウェア] アイコンをクリックします。 
3. メインウィンドウにソフトウェア詳細情報が表示されます。 
4. [ソフトウェア一覧] グループボックスに表示されたテンプレートの詳細情報を確認する

テンプレート名をクリックします。 
5. メインウィンドウにテンプレートの詳細情報が表示されます。 
 

以上で SystemProvisioning から使用できるテンプレートの確認は完了です。 
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4.1.2. SystemProvisioning からテンプレートを作成するには 

SystemProvisioning からテンプレートを作成します。以下の手順に従って作成してください。 
 

1. タイトルバーの [仮想] をクリックし、[仮想] ビューに切り替えます。 
2. [仮想] ツリーからテンプレートの作成元となるマスタ VM をクリックします。 

 

注： テンプレートの作成元となるマシンの電源は事前にオフにしておく必要があります。 

 

3. [設定] メニューから [テンプレート作成] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「テンプレート作成」が表示されます。 

 

 
 

5. [テンプレート作成] グループボックスの各項目を選択 / 入力します。 
6. [OK] をクリックします。 
 

以上で SystemProvisioning からのテンプレートの作成は完了です。 
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4.2. 仮想マシンを作成する 
SystemProvisioning では、サブシステムとして登録されている VirtualCenter または、

XenEnterprise Pool Masterが管理する仮想マシンサーバ上で仮想マシンを作成することが

できます。 
 

4.2.1. 仮想マシンの作成方法について 

SystemProvisioning から仮想マシンを作成する方法には、[仮想] ビューより作成する方法

と [運用] ビューより作成する方法の 2 種類があります。以下にそれぞれの違いと使い分け

について説明します。 
 

 [仮想] ビューより作成する方法 
[仮想] ビューより仮想マシンを作成してグループで稼動する場合の手順は、以下の通

りです。 
 

1. [仮想] ビューの [設定] メニューから [VM作成 (テンプレート) ] を使用して、仮想

マシンを作成します。 
2. [運用] ビューの [アクション] メニューから [マスタマシン登録] を使用して、作成し

た仮想マシンをグループで稼動します。 
 

仮想マシンを作成する方法の詳細については、「4.2.2 [仮想] ビューで仮想マシンを作

成するには」を、グループで稼動する方法の詳細については、「5.11.1 マスタマシンを登

録する」を参照してください。 
 

 [運用] ビューより作成する方法 
[運用] ビューより仮想マシンを作成してグループで稼動する場合の手順は、以下の通

りです。 
 

1. [運用] ビューの [アクション] メニューから [新規リソース割り当て] を使用して、仮

想マシンを作成し、そのままグループで稼動します。 
 

[運用] ビューより新規リソース割り当てを実施する場合には、作成する仮想マシンに対

してホスト名や IP アドレスなどの情報を個別に設定することができます。 
 

仮想マシンを作成しグループで稼動する方法の詳細については、「5.11.3 仮想マシンを

作成してグループで稼動する」を参照してください。 
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4.2.2. [仮想] ビューで仮想マシンを作成するには 

仮想ビューで仮想マシンを作成します。以下の手順に従って作成してください 
 

1. タイトルバーの [仮想] をクリックし、[仮想] ビューに切り替えます。 
2. [仮想] ツリーから仮想マシンを作成する仮想マシンサーバをクリックします。 
3. [設定] メニューから [VM 作成 (テンプレート)] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「VM 作成 (テンプレート)」が表示されます。 

 

 
 

5. [VM 名] テキストボックスに作成する仮想マシン名を入力します。 
6. [作成先データストア] プルダウンボックスから仮想マシンを作成するデータストアを選択

します。 
7. [テンプレート] プルダウンボックスから仮想マシンを作成するのに使用するテンプレート

を選択します。 
8. [OK] をクリックします。 
 

以上で仮想ビューでの仮想マシンの作成は完了です。 
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4.3. VM 移動 
仮想マシンを別の仮想マシンサーバへ移動します。以下の手順に従って操作してください。 
 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーから移動する仮想マシンのグループのアイコンをクリックします。 
3. メインウィンドウにグループの詳細情報が表示されます。 
4. [ホスト一覧] グループボックスから移動する仮想マシンのホストのチェックボックスをオ

ンにします。 
5. [アクション] メニューから [VM 移動] をクリックします。 

 

 
 



VM 移動 
 

セクション II SigmaSystemCenterの運用を開始する 
137 

 
6. メインウィンドウに「VM 移動」が表示されます。 

 

 
 

7. [移動先 VM サーバ一覧] グループボックスから移動先の仮想マシンサーバを選択しま

す。 
8. [VM移動方法の指定] グループボックスから仮想マシンの移動方法を指定します。[Hot 

Migration / Cold Migration を行います] チェックボックスをオンにすると、電源オンの仮

想マシンを Hot Migration、電源オフの仮想マシンを Cold Migration で移動します。

[Move を行います] チェックボックスをオンにすると、仮想マシンをシャットダウン後にデ

ィスクを含めて移動します。[Failover を行います] チェックボックスをオンにすると、仮想

マシンサーバが障害などでダウンしている場合、仮想マシンを移動します。Hot 
Migration / Cold Migration および Failover は、仮想マシンが共有ディスク上に存在す

る場合に有効です。VM の移動後の電源状態は必ずオンになります。 
9. [OK] をクリックします。 
 

以上で VM 移動は完了です。 
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5. マシンを運用するための操作 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本章では、SigmaSystemCenter でマシンを運用するための操作について説明します。 
 
本章で説明する項目は以下の通りです。 
 
 
• 5.1 カテゴリを追加する ................................................................................................... 140 
• 5.2 アクセス権限を設定する ........................................................................................... 141 
• 5.3 運用グループを追加する .......................................................................................... 144 
• 5.4 グループプロパティを設定する .................................................................................. 145 
• 5.5 モデルプロパティを設定する (物理マシンの場合) ..................................................... 156 
• 5.6 モデルプロパティを設定する (仮想マシンの場合) ..................................................... 160 
• 5.7 モデルプロパティを設定する (仮想マシンサーバの場合) .......................................... 164 
• 5.8 ホストを設定する ...................................................................................................... 166 
• 5.9 VM最適配置機能を設定する .................................................................................... 172 
• 5.10 プールにマシンを追加する........................................................................................ 175 
• 5.11 グループで稼動する ................................................................................................. 176 
• 5.12 スケールアウト ......................................................................................................... 182 
• 5.13 スケールイン ............................................................................................................ 183 
• 5.14 マシンの用途を変更する........................................................................................... 184 
• 5.15 マシンを置換する ..................................................................................................... 186 
• 5.16 マシンへ指定したソフトウェアを配布する ................................................................... 187 
• 5.17 ソフトウェアの再配布をする ...................................................................................... 189 
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5.1. カテゴリを追加する 
新規にカテゴリを追加します。以下の手順に従って追加してください。 
 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーから [運用] アイコンもしくは、カテゴリを追加するカテゴリのアイコンをク

リックします。 
3. [設定] メニューから [カテゴリ追加] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「カテゴリ追加」が表示されます。 

 

 
 

5. [名前] テキストボックスにカテゴリ名を入力します。 
6. [OK] をクリックします。 
 

以上でカテゴリの追加は完了です。 
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5.2. アクセス権限を設定する 
カテゴリの単位でロール (役割） を設定し、ユーザアカウントに対してロールを割り当てるこ

とにより、カテゴリ単位でのアクセス権限を設定することができます。 
 

5.2.1. ロールを追加するには 

ロールを追加します。以下の手順に従ってロールを追加してください。 
 

1. タイトルバーの [管理] をクリックし、[管理] ビューに切り替えます。 
2. [管理] ツリーから [ユーザ] アイコンをクリックします。 
3. メインウィンドウにユーザの詳細情報が表示されます。 
4. [ロール一覧] グループボックスから、[アクション] メニューの [追加] をクリックします。 
5. メインウィンドウに「ロール追加」が表示されます。 

 

 
 

6. [ロール名] テキストボックスにロール名を入力します。 
7. [権限レベル] プルダウンボックスから権限レベルを選択します。 
8. [OK] をクリックします。 
 

以上でロールの追加は完了です。 
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5.2.2. ロールの権限対象を設定するには 

ロールが管理 / 操作 / 参照権限の対象とするカテゴリを指定します。以下の手順に従って

設定してください。 
 

1. タイトルバーの [管理] をクリックし、[管理] ビューに切り替えます。 
2. [管理] ツリーから [ユーザ] アイコンをクリックします。 
3. メインウィンドウにユーザの詳細情報が表示されます。 
4. [設定] メニューから [ロール範囲編集] をクリックします。 
5. メインウィンドウに「ロールにグループを割り当てる」が表示されます。 
6. [運用] ツリーからロールを割り当てるカテゴリを選択します。 
7. [ロール一覧] グループボックスから、[アクション] メニューの [追加] をクリックします。 
8. [ロール一覧] グループボックスの下部に、[ロール一覧] グループボックスが表示され

ます。 
 

 
 

9. 下部の [ロール一覧] グループボックスから、選択したカテゴリに権限対象とするロー

ルのチェックボックスをオンにします。 
10. [OK] をクリックします。[ロール一覧] グループボックスにカテゴリに権限対象とするロ

ールが追加されます。 
11. [適用] をクリックします。 
 

以上でロールの権限対象設定は完了です。 
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5.2.3. ユーザにロールを割り当てるには 

ユーザにロールを割り当てます。以下の手順に従って割り当ててください。 
 

1. タイトルバーの [管理] をクリックし、[管理] ビューに切り替えます。 
2. [管理] ツリーから [ユーザ] アイコンをクリックします。 
3. メインウィンドウにユーザの詳細情報が表示されます。 
4. [ユーザ一覧] グループボックスからロールを割り当てるユーザの [編集] アイコンをク

リックします。 
5. メインウィンドウに「ユーザ編集」が表示されます。 
6. [ロール一覧] グループボックスから、[アクション] メニューの [追加] をクリックします。 
7. [ロール一覧] グループボックスの下部に、[ロール一覧] グループボックスが表示され

ます。 
 

 
 

8. 下部の [ロール一覧] グループボックスでユーザに割り当てるロールのチェックボックス

をオンにします。ユーザの権限レベルと同じ権限レベルのロールを選択する必要があり

ます。 
9. [OK] をクリックします。[ロール一覧] グループボックスにユーザに割り当てるロールが

追加されます。 
10. [OK] をクリックします。 
 

以上でユーザへのロールの割り当ては完了です。 
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5.3. 運用グループを追加する 
SigmaSystemCenter では、物理マシンまたは、仮想マシンといったマシンの種類によらず、

同一の手順で運用することができます。ただし、運用グループは、マシンの種類ごと、OS の

種類ごとに分けて用意する必要があります。1 つの運用グループでは、1 種類のマシンのみ

管理できます。SigmaSystemCenter で管理するマシンの種類は、仮想マシンサーバを除く

物理マシン、仮想マシン、仮想マシンサーバの 3 種類です。 
新規に運用グループを追加します。以下の手順に従って追加してください。 
 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーから [運用] アイコン、運用グループを追加するカテゴリのアイコンもしく

は、グループのアイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [グループ追加] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「グループ追加」が表示されます。 

 

 
 

5. [名前] テキストボックスに運用グループ名を入力します。 
6. [OS 種別] プルダウンボックスからグループに登録されるマシンの稼動 OS の種類を選

択します。 
 

注： 管理対象マシンが仮想マシンサーバの場合、OS 種別として Linux を選択してくだ

さい。 

 

7. [OK] をクリックします。 
 

以上で運用グループの追加は完了です。 
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5.4. グループプロパティを設定する 
運用グループの詳細情報をグループプロパティに設定します。以下の手順に従って設定して

ください。 
 

5.4.1. [全般] タブを設定するには 

グループプロパティの [全般] タブを設定します。以下の手順に従って設定してください。 
 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーからプロパティ設定を行う運用グループのアイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [プロパティ] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「グループプロパティ設定」が表示されます。[全般] タブを選択します。 

 

 

 

5. 運用グループ名を変更する場合、[グループ名] テキストボックスに運用グループ名を入

力します。 
6. 運用グループのプライオリティを変更する場合、[プライオリティ] プルダウンボックスか

らプライオリティを選択します。 
 

注： プライオリティの値が小さいほど優先的に選択されます。 

 

7. 運用グループ単位でポリシーを使用する場合、[ポリシー名] プルダウンボックスからポ

リシー名を選択します。 
8. [プールマシン使用方法] グループボックスよりプールマシンの使用方法を選択します。 
9. SIGMABLADE マシンに対して、マシン置換で CPUBlade 置換を優先的に実行する場

合、チェックボックスをオンにします。 
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注： [マシン置換ではCPUBlade 置換を優先的に実行する] チェックボックスは、サブシ

ステムに SIGMABLADE controller が登録されている場合のみ選択することができま

す。 

 

10. [適用] をクリックします。 
 

以上でグループプロパティの [全般] タブの設定は完了です。 
 

5.4.2. [モデル] タブを設定するには 

モデルでは、マシンの種類に依存した情報を設定します。1 つの運用グループに、複数のモ

デルを追加することができます。マシンスペックの異なるマシンを 1つの運用グループで管理

する場合には、マシンスペックごとにモデルを用意してください。 
グループプロパティの [モデル] タブを設定します。以下の手順に従って設定してください。 
 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーからプロパティ設定を行う運用グループのアイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [プロパティ] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「グループプロパティ設定」が表示されます。[モデル] タブをクリックし

ます。 
5. [モデル一覧] グループボックスにモデルを追加する場合、[アクション] メニューの [追

加] をクリックします。 
6. [モデル一覧] グループボックスの下部に、[モデル追加] グループボックスが表示され

ます。 
 

 
 

7. [名前] テキストボックスにモデル名を入力します。 
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8. [種別] プルダウンボックスからモデルの種別を選択します。 

マシンの種類が、仮想マシンサーバ以外の物理マシンの場合には ［物理］ を、仮想マ

シンの場合には ［VM］ を、仮想マシンサーバの場合には ［VM サーバ］ を選択してく

ださい。 
 

注： 1 つの運用グループには、物理、VM、VM サーバのいずれか 1 種類のマシンモデ

ルのみ追加できます。異なるマシンの種類のモデルを混在して追加することはできませ

ん。 

 

9. [OK] をクリックします。[モデル一覧] グループボックスにモデルが追加されます。 
10. [戻る] をクリックすると、メインウィンドウはグループの詳細情報に戻ります。 
 

関連情報： モデル追加後、モデルの詳細情報を設定する場合は、「5.5 モデルプロパティを

設定する」を参照してください。 

 

以上でグループプロパティの [モデル] タブの設定は完了です。 
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5.4.3. [ホスト] タブを設定するには 

ホストではホスト名や IP アドレスといったマシンの種類に依存しない情報をホスト設定として

設定します。 
グループプロパティの [ホスト] タブを設定します。以下の手順に従って設定してください。 
 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーからプロパティ設定を行う運用グループのアイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [プロパティ] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「グループプロパティ設定」が表示されます。[ホスト] タブをクリックし

ます。 
5. [ホスト一覧] グループボックスにホストを追加する場合、[アクション] メニューの [追加] 

をクリックします。 
6. [ホスト一覧] グループボックスの下部に、[ホスト追加] グループボックスが表示されま

す。 
 

 
 

7. [ホスト名] テキストボックスにホスト名を入力します。 
 

注： ロードバランサ制御を行うには、ロードバランサグループのリアルサーバのネットワ

ークアドレスに属するように IP アドレスを設定する必要があります。両方の設定がされ

ていない場合、ロードバランサ制御は行われません。また、ホストの IP アドレスが ”自
動取得” となっている場合、ロードバランサ制御は行われません。 

 

8. [OK] をクリックします。[ホスト一覧] グループボックスにホストが追加されます。 
9. [戻る] をクリックすると、メインウィンドウはグループの詳細情報に戻ります。 
 

関連情報： ホスト追加後、ホストの詳細情報を設定する場合は、「5.8 ホストを設定する」を

参照してください。 

 

以上でグループプロパティの [ホスト] タブの設定は完了です。 
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5.4.4. [ソフトウェア] タブを設定するには 

グループプロパティの [ソフトウェア] タブを設定します。以下の手順に従って設定してくださ

い。 
 

注： 同じ ESX Server の自動インストールシナリオを複数の運用グループへ登録できません。

複数の運用グループへ登録する場合は、同じ手順で別のシナリオを作成してください。 

 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーからプロパティ設定を行う運用グループのアイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [プロパティ] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「グループプロパティ設定」が表示されます。[ソフトウェア] タブを選択

します。 
5. [ソフトウェア一覧] グループボックスの [ソフトウェアの種類] プルダウンボックスからソ

フトウェアを配布するタイミングを選択します。選択すると、既に登録されているソフトウ

ェアが一覧に表示されます。 
6. ソフトウェアの配布順序を入れ替える場合、順序を入れ替えるソフトウェアのチェックボ

ックスをオンにし、[↑] もしくは、[↓] をクリックします。 
7. [ソフトウェア一覧] グループボックスに配布するソフトウェアを追加する場合、[アクショ

ン] メニューの [追加] をクリックします。 
8. [ソフトウェア一覧] グループボックスの下部に、[ソフトウェア追加] グループボックスが

表示されます。 
 

 
 

9. [ソフトウェア追加] グループボックスから、配布するソフトウェアのチェックボックスをオ

ンにします。 
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10. [OK] をクリックします。[ソフトウェア一覧] グループボックスにソフトウェアが追加されま

す。 
11. ソフトウェアの配布順序を入れ替える場合、順序を入れ替えるソフトウェアのチェックボ

ックスをオンにし、[↑] もしくは、[↓] をクリックします。 
12. [適用] をクリックします。 
 

以上でグループプロパティの [ソフトウェア] タブの設定は完了です。 
 

5.4.5. [VLAN 設定] タブ設定するには 

グループプロパティの [VLAN] タブを設定します。以下の手順に従って設定してください。 
 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーからプロパティ設定を行う運用グループのアイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [プロパティ] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「グループプロパティ設定」が表示されます。[VLAN 設定] タブを選択

します。 
5. [VLAN 一覧] グループボックスに VLAN を追加する場合、[アクション] メニューの [追

加] をクリックします。 
6. [VLAN 一覧] グループボックスの下部に、[VLAN 追加] グループボックスが表示されま

す。 
 

 
 

7. [NIC 番号] プルダウンボックスから NIC 番号を選択します。 
8. [スイッチ] プルダウンボックスからスイッチを選択します。 
9. [VLAN] プルダウンボックスから VLAN を選択します。 
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10. [OK] をクリックします。[VLAN 一覧] グループボックスに VLAN が追加されます。 
11. [戻る] をクリックすると、メインウィンドウはグループの詳細情報に戻ります。 
 

注： VLAN制御を行うには、マシンプロパティの [ネットワーク] タブも合わせて設定す

る必要があります。両方の設定がされていない場合、VLAN制御は行われません。マシ

ンプロパティの[ネットワーク] タブの設定については、「3.9.2 [ネットワーク] タブを設定

するには」を参照してください。 

 

以上でグループプロパティの [VLAN] タブの設定は完了です。 
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5.4.6. [LB 設定] タブを設定するには 

グループプロパティの [LB 設定] タブを設定します。以下の手順に従って設定してください。 
 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーからプロパティ設定を行う運用グループのアイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [プロパティ] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「グループプロパティ設定」が表示されます。[LB 設定] タブをクリック

します。 
5. [ロードバランサ一覧] グループボックスにロードバランサを追加する場合、[アクション] 

メニューの [追加] をクリックします。 
6. [ロードバランサ一覧] グループボックスの下部に、[ロードバランサ追加] グループボッ

クスが表示されます。 
 

 
 

7. [ロードバランサ追加] グループボックスからロードバランサを選択します。 
8. [OK] をクリックします。[ロードバランサ一覧] グループボックスにロードバランサが追加

されます。 
9. [戻る] をクリックすると、メインウィンドウはグループの詳細情報に戻ります。 
 

以上でグループプロパティの [LB 設定] タブの設定は完了です。 
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5.4.7. [OS 設定] タブを設定するには (Windows) 

管理対象マシンの OS が Windows を使用する場合、グループプロパティの [OS 設定] タブ

を設定します。以下の手順に従って設定してください。 
 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーからプロパティ設定を行う運用グループのアイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [プロパティ] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「グループプロパティ設定」が表示されます。[OS 設定] タブをクリック

します。 
 

 
 

5. Administrator のパスワードを変更する場合、[パスワード更新] チェックボックスをオン

にし、[Administrator のパスワード] テキストボックスに新しいパスワードを入力します。 
6. ワークグループに参加している場合、[次のワークグループに参加している] チェックボ

ックスをオンにし、テキストボックスに参加しているワークグループ名を入力します。 
7. ドメインに参加している場合、[次のドメインに参加している] チェックボックスをオンにし、

[アカウント] テキストボックスにドメインアカウントを入力します。また、ドメインのパスワ

ードを変更する場合、[パスワード更新] チェックボックスをオンにし、[パスワード] テキ

ストボックスに新しいパスワードを入力します。 
8. 使用する NIC のタブを選択します。 
9. [優先 DNS] テキストボックスに優先 DNS の IP アドレスを入力します。 
10. [代替 DNS] テキストボックスに代替 DNS の IP アドレスを入力します。 
11. [優先 WINS] テキストボックスに優先 WINS の IP アドレスを入力します。 
12. [代替 WINS] テキストボックスに代替 WINS の IP アドレスを入力します。 
13. [適用] をクリックします。 
以上でグループプロパティの [OS 設定] タブ (Windows) の設定は完了です。 
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5.4.8. [OS 設定] タブを設定するには (Linux) 

管理対象マシンのOSが Linuxを使用する場合、グループプロパティの [OS設定] タブを設

定します。以下の手順に従って設定してください。 
 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーからプロパティ設定を行う運用グループのアイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [プロパティ] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「グループプロパティ設定」が表示されます。[OS 設定] タブをクリック

します。 
 

 
 

5. root のパスワードを変更する場合、[パスワード更新] チェックボックスをオンにし、[root
のパスワード] テキストボックスに新しいパスワードを入力します。 

6. [ドメインサフィックス] テキストボックスにドメインサフィックスを入力します。 
7. [プライマリ DNS] テキストボックスにプライマリ DNS の IP アドレスを入力します。 
8. [セカンダリ DNS] テキストボックスにセカンダリ DNS の IP アドレスを入力します。 
9. [ターシャリ DNS] テキストボックスにターシャリ DNS の IP アドレスを入力します。 
10. [適用] をクリックします。 
 

以上でグループプロパティの [OS 設定] タブ (Linux) の設定は完了です。 
 



グループプロパティを設定する 
 

セクション II SigmaSystemCenterの運用を開始する 
155 

 

5.4.9. [OS 設定] タブを設定するには (HP-UX) 

管理対象マシンの OS が HP-UX を使用する場合、グループプロパティの [OS 設定] タブを

設定します。以下の手順に従って設定してください。 
 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーからプロパティ設定を行う運用グループのアイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [プロパティ] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「グループプロパティ設定」が表示されます。[OS 設定] タブをクリック

します。 
 

 
 

5. root パスワードを変更する場合、[パスワード作成] チェックボックスをオンにし、[root パ
スワード] テキストボックスに新しいパスワードを入力します。 

6. [DNS ドメイン名] テキストボックスに DNS ドメイン名を入力します。 
7. [DNS サーバ] テキストボックスに DNS サーバの IP アドレスを入力します。 
8. [適用] をクリックします。 
 

以上でグループプロパティの [OS 設定] タブ (HP-UX) の設定は完了です。 
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5.5. モデルプロパティを設定する (物理マシンの場

合) 
「5.4.2 [モデル] タブを設定するには」で追加したモデルの詳細情報を設定します。モデルプ

ロパティでは、マシンの種類に依存した情報を設定します。本節ではモデルの種別が [物理] 
の場合の設定について説明します。以下の手順に従って設定してください。 
 

5.5.1. [全般] タブを設定するには 

モデルプロパティの [全般] タブを設定します。以下の手順に従って設定してください。 
 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーからプロパティ設定を行う運用グループのアイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [プロパティ] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「グループプロパティ設定」が表示されます。[モデル] タブをクリックし

ます。 
5. [モデル一覧] グループボックスから詳細設定を行うモデルの [編集] アイコンをクリック

します。 
6. メインウィンドウに「モデルプロパティ設定」が表示されます。[全般] タブを選択します。 

 

 
 

7. モデル名を変更する場合、[モデル名] テキストボックスにモデル名を入力します。 
8. モデルで使用するプライオリティを変更する場合、[プライオリティ] プルダウンボックス

からプライオリティを選択します。SystemProvisioning が自動的にモデルを選択する場

合のプライオリティを指定します。 
 

注： プライオリティの値が小さいほど優先的に選択されます。 
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9. モデルで使用するポリシーを変更する場合、[ポリシー名] プルダウンボックスからポリ

シーを選択します。 
 

注： モデルに対してポリシーが設定されていない場合には、親グループのプロパティに

設定されているポリシーが使用されます。 

 

10. [適用] をクリックします。 
 

以上でモデルプロパティの [全般] タブの設定は完了です。 
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5.5.2. [ソフトウェア] タブを設定するには 

モデルプロパティの [ソフトウェア] タブを設定します。以下の手順に従って設定してくださ

い。 
 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーからプロパティ設定を行う運用グループのアイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [プロパティ] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「グループプロパティ設定」が表示されます。[モデル] タブをクリックし

ます。 
5. [モデル一覧] グループボックスから詳細設定を行うモデルの [編集] アイコンをクリック

します。 
6. メインウィンドウに「モデルプロパティ設定」が表示されます。[ソフトウェア] タブを選択し

ます。 
7. [ソフトウェア一覧] グループボックスの [ソフトウェアの種類] プルダウンボックスからソ

フトウェアを配布するタイミングを選択します。選択すると、既に登録されているソフトウ

ェアが一覧に表示されます。 
8. ソフトウェアの配布順序を入れ替える場合、順序を入れ替えるソフトウェアのチェックボ

ックスをオンにし、[↑] もしくは、[↓] をクリックします。 
9. [ソフトウェア一覧] グループボックスに配布するソフトウェアを追加する場合、[アクショ

ン] メニューの [追加] をクリックします。 
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10. [ソフトウェア一覧] グループボックスの下部に、[ソフトウェア追加] グループボックスが

表示されます。 
 

 
 

11. [ソフトウェア追加] グループボックスから、配布するソフトウェアのチェックボックスをオ

ンにします。 
12. [OK] をクリックします。[ソフトウェア一覧] グループボックスにソフトウェアが追加されま

す。 
13. ソフトウェアの配布順序を入れ替える場合、順序を入れ替えるソフトウェアのチェックボ

ックスをオンにし、[↑] もしくは、[↓] をクリックします。 
14. [適用] をクリックします。 
 

以上でモデルプロパティの [ソフトウェア] タブの設定は完了です。 
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5.6. モデルプロパティを設定する (仮想マシンの場

合) 
「5.4.2 [モデル] タブを設定するには」で追加したモデルの詳細情報を設定します。モデルプ

ロパティでは、マシンの種類に依存した情報を設定します。本節ではモデルの種別が [VM] 
の場合の設定について説明します。以下の手順に従って設定してください。 
 

5.6.1. [全般] タブを設定するには 

モデルプロパティの [全般] タブを設定します。以下の手順に従って設定してください。 
 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーからプロパティ設定を行う運用グループのアイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [プロパティ] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「グループプロパティ設定」が表示されます。[モデル] タブをクリックし

ます。 
5. [モデル一覧] グループボックスから詳細設定を行うモデルの [編集] アイコンをクリック

します。 
6. メインウィンドウに「モデルプロパティ設定」が表示されます。[全般] タブを選択します。 
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7. モデル名を変更する場合、[モデル名] テキストボックスにモデル名を入力します。 
8. モデルで使用するプライオリティを変更する場合、[プライオリティ] プルダウンボックス

からプライオリティを選択します。SystemProvisioning が自動的にモデルを選択する場

合のプライオリティを指定します。 
 

注： プライオリティの値が小さいほど優先的に選択されます。 

 

9. モデルで使用するポリシーを変更する場合、[ポリシー名] プルダウンボックスからポリ

シーを選択します。 
 

注： モデルに対してポリシーが設定されていない場合には、親グループのプロパティに

設定されているポリシーが使用されます。 

 

10. VM モデルと VM サーバモデルを関連付ける場合、[VM サーバモデル] プルダウンボッ

クスから VM サーバモデルを選択します。VM サーバモデルが指定されている場合には、

仮想マシンを作成する際に、指定されている VM サーバモデル配下の仮想マシンサー

バからマシンを作成する仮想マシンサーバを選択します。 
 

注： VM サーバモデルが指定されていない場合、テンプレートが所属する DataCenter
配下の仮想マシンサーバから選択します。 

 

11. 最適起動機能を有効にする場合、[最適起動を有効にする] チェックボックスをオンにし

ます。最適起動機能を有効にすると、現在ホストとしている仮想マシンサーバ上で仮想

マ シ ン が 起 動 不 可 能 だ っ た 場 合 に 、 ホ ス ト と す る 仮 想 マ シ ン サ ー バ を

SystemProvisioning が自動で選択します。[VM サーバモデル] プルダウンボックスか

らVMサーバモデルが指定されていると、指定されているVMサーバモデル配下の仮想

マシンサーバからマシンを起動する仮想マシンサーバを選択します。 
 

注： VM サーバモデルが指定されていない場合、仮想マシンが所属する DataCenter
配下の仮想マシンサーバから選択します。 

 

12. 稼動している仮想マシンを DPM に登録する場合、[VM を作成したとき、DPM に登録す

る] チェックボックスをオンにし、[DPM Web サーバ] プルダウンボックスから Web サー

バ for DPM、および [DPM 管理サーバ] プルダウンボックスから管理サーバ for 
DPM を選択します。 

13. [適用] をクリックします。 
 

以上でモデルプロパティの [全般] タブの設定は完了です。 
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5.6.2. [ソフトウェア] タブを設定するには 

モデルプロパティの [ソフトウェア] タブを設定します。 
[ソフトウェア] タブの設定については、「5.5.2 [ソフトウェア] タブを設定するには」を参照して

ください。 
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5.6.3. [ネットワーク] タブを設定するには 

モデルプロパティの [ネットワーク] タブを設定します。以下の手順に従って設定してくださ

い。 
 

注： [全般] タブで VM サーバモデルの設定、または、[ソフトウェア] タブでテンプレートの設

定を行うと [仮想 NIC] プルダウンボックスに仮想ポート一覧が表示されます。 

 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーからプロパティ設定を行う運用グループのアイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [プロパティ] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「グループプロパティ設定」が表示されます。[モデル] タブをクリックし

ます。 
5. [モデル一覧] グループボックスから詳細設定を行うモデルの [編集] アイコンをクリック

します。 
6. メインウィンドウに「モデルプロパティ設定」が表示されます。[ネットワーク] タブを選択し

ます。 
 

 
 

7. 各 [仮想 NIC] プルダウンボックスから仮想マシンが接続する仮想ポートを選択します。

また、”…” を選択すると任意の仮想ポートを入力し、設定できます。 
8. [適用] をクリックします。 
 

以上でモデルプロパティの [ネットワーク] タブの設定は完了です。 
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5.7. モデルプロパティを設定する (仮想マシンサー

バの場合) 
「5.4.2 [モデル] タブを設定するには」で追加したモデルの詳細情報を設定します。モデルプ

ロパティでは、マシンの種類に依存した情報を設定します。本節ではモデルの種別が [VM
サーバ] の場合の設定を説明します。以下の手順に従って設定してください。 
 

5.7.1. [全般] タブを設定するには 

モデルプロパティの [全般] タブを設定します。以下の手順に従って設定してください。 
 

注： モデルに設定するDataCenterが適切に設定されていない場合、VMサーバをグループ

に追加することができません。 

 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーからプロパティ設定を行う運用グループのアイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [プロパティ] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「グループプロパティ設定」が表示されます。[モデル] タブをクリックし

ます。 
5. [モデル一覧] グループボックスから詳細設定を行うモデルの [編集] アイコンをクリック

します。 
6. メインウィンドウに「モデルプロパティ設定」が表示されます。[全般] タブを選択します。 

 

 
 

7. モデル名を変更する場合、[モデル名] テキストボックスにモデル名を入力します。 
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8. モデルで使用するプライオリティを変更する場合、[プライオリティ] プルダウンボックス

からプライオリティを選択します。SystemProvisioning が自動的にモデルを選択する場

合のプライオリティを指定します。 
 

注： プライオリティの値が小さいほど優先的に選択されます。 

 

9. モデルで使用するポリシーを変更する場合、[ポリシー名] プルダウンボックスからポリ

シーを選択します。 
 

注： モデルに対してポリシーが設定されていない場合には、親グループのプロパティに

設定されているポリシーが使用されます。 

 

10. モデルで使用する DataCenter を [データセンタ] プルダウンボックスから選択します。 
11. [適用] をクリックします。 
 

以上でモデルプロパティの [全般] タブの設定は完了です。 
 

5.7.2. [ソフトウェア] タブを設定するには 

モデルプロパティの [ソフトウェア] タブを設定します。 
[ソフトウェア] タブの設定については、「5.5.2 [ソフトウェア] タブを設定するには」を参照して

ください。 
 

5.7.3. [VM 最適配置] タブを設定するには 

モデルプロパティの [VM最適配置] タブを設定します。VM最適配置機能を使用しない場合

は、[VM最適配置を有効にする] チェックボックスをオフにします。VM最適配置機能を使用

する場合には、「5.9 VM最適配置機能を設定する」を参照して設定してください。 
[VM最適配置] タブの設定については、「5.9.2 VMサーバモデルを設定する」を参照してくだ

さい。 
 

注： 同じ ESX Server の自動インストールシナリオを複数の運用グループへ登録できません。

複数の運用グループへ登録する場合は、同じ手順で別のシナリオを作成してください。 
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5.8. ホストを設定する 
「5.4.3  [ホスト] タブを設定するには」で追加したホストの詳細情報を設定します。以下の手

順に従って設定してください。 
 

5.8.1. [全般] タブを設定するには 

ホストの [全般] タブを設定します。以下の手順に従って設定してください。 
 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーからプロパティ設定を行う運用グループのアイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [プロパティ] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「グループプロパティ設定」が表示されます。[ホスト] タブをクリックし

ます。 
5. [ホスト一覧] グループボックスから詳細設定を行うホストの [編集] アイコンをクリックし

ます。 
6. メインウィンドウに「ホスト設定」が表示されます。[全般] タブを選択します。 

 

 
 

7. ホスト名を変更する場合、[ホスト名] テキストボックスにホスト名を入力します。 
8. [タグ] テキストボックスにタグ (キーワード) を入力します。 
9. グループもしくは、ホストに設定されている管理者パスワードのどちらを管理者パスワー

ドとして使用するかを選択します。また、ホストに設定されている管理者パスワードを使

用し、パスワードを更新する場合、[パスワード更新] チェックボックスをオンにし、

[Administrator のパスワード] テキストボックスに新しいパスワードを入力します。 
10. [プロダクトキー] テキストボックスにホストのプロダクトキーを入力します。 
11. [適用] をクリックします。 
 

以上でホストの [全般] タブの設定は完了です。 
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5.8.2. [ネットワーク] タブを設定するには 

ホストの [ネットワーク] タブを設定します。以下の手順に従って設定してください。 
 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーからプロパティ設定を行う運用グループのアイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [プロパティ] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「グループプロパティ設定」が表示されます。[ホスト] タブをクリックし

ます。 
5. ESMPRO/ServerAgent で物理マシンの監視を行う場合、[管理用 IP アドレス] プルダ

ウンボックスから管理用 IP アドレスを選択します。 
6. [ホスト一覧] グループボックスから詳細設定を行うホストの [編集] アイコンをクリックし

ます。 
7. メインウィンドウに「ホスト設定」が表示されます。[ネットワーク] タブを選択します。 
8. IP アドレスの一覧に IP アドレスを追加する場合、[アクション] メニューの [追加] をクリ

ックします。 
9. IP アドレスの一覧の下部に、[IP アドレス設定] グループボックスが表示されます。 

 

 
 

10. [IP アドレス] テキストボックスに IP アドレスを入力します。 
11. [サブネットマスク] テキストボックスにサブネットマスクを入力します。 
12. [デフォルトゲートウェイ] テキストボックスにデフォルトゲートウェイを入力します。 
13. [OK] をクリックします。IP アドレスの一覧に IP アドレスが追加されます。 
14. [適用] をクリックします。 
 

以上でホストの [ネットワーク] タブの設定は完了です。 
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5.8.3. [ストレージ] タブを設定するには 

ホストの [ストレージ] タブを設定します。以下の手順に従って設定してください。 
 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーからプロパティ設定を行う運用グループのアイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [プロパティ] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「グループプロパティ設定」が表示されます。[ホスト] タブをクリックし

ます。 
5. [ホスト一覧] グループボックスから詳細設定を行うホストの [編集] アイコンをクリックし

ます。 
6. メインウィンドウに「ホスト設定」が表示されます。[ストレージ] タブを選択します。 
7. [ストレージ一覧] グループボックスにディスクボリュームを追加する場合、[アクション] 

メニューの [追加] をクリックします。 
8. [ストレージ一覧] グループボックスの下部に、[ディスクボリューム設定] グループボック

スが表示されます。 
 

 
 

9. [HBA 情報] グループボックスから HBA の接続をすべて、もしくは、指定するを選択しま

す。接続するHBA を指定する場合、[HBA番号] テキストボックスに HBA 番号を入力し

ます。 
10. [ディスクアレイ] プルダウンボックスからディスクアレイを選択します。 
11. [ディスクボリューム] プルダウンボックスからディスクボリュームを選択します。 
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12. [OK] をクリックします。[ストレージ一覧] グループボックスにディスクボリュームが追加

されます。 
13. [適用] をクリックします。 
 

注： ストレージ制御を行うには、マシンプロパティの [ストレージ] タブも合わせて設定

する必要があります。両方が設定されていない場合、ストレージ制御は行われません。

マシンプロパティの [ストレージ] タブの設定については、「3.9.3 [ストレージ] タブを設

定するには」を参照してください。 

 

以上でホストの [ストレージ] タブの設定は完了です。 
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5.8.4. [ソフトウェア] タブを設定するには 

ホストの [ソフトウェア] タブを設定します。以下の手順に従って設定してください。 
 

注： 同じ ESX Server の自動インストールシナリオを複数の運用グループへ登録できません。

複数の運用グループへ登録する場合は、同じ手順で別のシナリオを作成してください。 

 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーからプロパティ設定を行う運用グループのアイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [プロパティ] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「グループプロパティ設定」が表示されます。[ホスト] タブをクリックし

ます。 
5. [ホスト一覧] グループボックスから詳細設定を行うホストの [編集] アイコンをクリックし

ます。 
6. メインウィンドウに「ホスト設定」が表示されます。[ソフトウェア] タブを選択します。 
7. [ソフトウェア一覧] グループボックスの [ソフトウェアの種類] プルダウンボックスからソ

フトウェアを配布するタイミングを選択します。選択すると、既に登録されているソフトウ

ェアが一覧に表示されます。 
8. ソフトウェアの配布順序を入れ替える場合、順序を入れ替えるソフトウェアのチェックボ

ックスをオンにし、[↑] もしくは、[↓] をクリックします。 
9. [ソフトウェア一覧] グループボックスに配布するソフトウェアを追加する場合、[アクショ

ン] メニューの [追加] をクリックします。 
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10. [ソフトウェア一覧] グループボックスの下部に、[ソフトウェア追加] グループボックスが

表示されます。 
 

 
 

11. [ソフトウェア設定] グループボックスから、配布するソフトウェアのチェックボックスをオ

ンにします。 
12. [OK] をクリックします。[ソフトウェア一覧] グループボックスにソフトウェアが追加されま

す。 
13. ソフトウェアの配布順序を入れ替える場合、順序を入れ替えるソフトウェアのチェックボ

ックスをオンにし、[↑] もしくは、[↓] をクリックします。 
14. [適用] をクリックします。 
 

以上でホストの [ソフトウェア] タブの設定は完了です。 
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5.9. VM 最適配置機能を設定する 
本節では、VM 最適配置機能の設定方法について説明します。VM 最適配置機能の概要に

ついては、「SigmaSystemCenter リファレンスガイド」の「1.3.6. VM 最適配置」を参照してく

ださい。 
 

5.9.1. 仮想マシンサーバをグループで管理するには 

SystemProvisioningによるHot Migrate / Cold Migrateは、同一のグループで稼動している

仮想マシンサーバ間で行われます。仮想マシンの負荷分散や省電力機能、また仮想マシン

サーバ障害時の Failover による障害復旧など、仮想マシンの Hot Migrate / Cold Migrate
を伴う機能を使用する場合には、仮想マシンの移動対象となる仮想マシンサーバ群を1つの

グループに登録してください。 
以下は、仮想マシンの負荷分散の例です。 
 

 

 

SystemProvisioning は、仮想マシンサーバの負荷状態を監視して、負荷が集中している仮

想マシンサーバ上から、負荷があまり高くない他の仮想マシンサーバへ仮想マシンを自動的

に Hot Migrate することにより、負荷を適正にすることができます。負荷分散対象とする仮想

マシンサーバ群を 1 つのグループに登録して稼動してください。別グループで稼動している

仮想マシンサーバは、仮想マシンの Migrate 対象にはなりません。 
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5.9.2. VM サーバモデルを設定するには 

仮想マシンサーバのグループに対して、VMサーバモデルを設定します。モデルの設定方法

については、「5.5 モデルプロパティを設定する」を参照してください。ここでは、VM最適配置

機能を利用するために必要なモデルプロパティ設定の [VM最適配置] タブの設定について

説明します。 
 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーからプロパティ設定を行う運用グループのアイコンをクリックします。 
3. [設定] メニューから [プロパティ] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「グループプロパティ設定」が表示されます。[モデル] タブをクリックし

ます。 
5. [モデル一覧] グループボックスから詳細設定を行うモデルの [編集] アイコンをクリック

します。 
6. メインウィンドウに「モデルプロパティ設定」が表示されます。[VM 最適配置] タブを選択

します。 
 

 
 

7. VM 最適配置機能を使用する場合は、[VM 最適配置を有効にする] チェックボックスを

オンにします。 
8. 高負荷境界を変更する場合、[高負荷境界] テキストボックスに高負荷境界の割合を設

定します。 
9. 稼動目標域を変更する場合、[稼動目標域] テキストボックスに稼動目標の範囲を設定

します。 
10. 低負荷境界を変更する場合、[低負荷領界] テキストボックスに低負荷境界の割合を設

定します。 
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11. [マシン台数] プルダウンボックスから、負荷の変動に対応するために、起動している仮

想マシンが ”0” になった場合にもシャットダウンせずに待機しておく仮想マシンサーバ

の台数を選択します。このパラメータは、省電力機能を使用する場合に有効です。”1” 
以上の値を設定することを推奨します。 

12. [適用] をクリックします。 
 

以上で VM サーバモデルの設定は完了です。 
 

5.9.3. SystemMonitor 性能監視を設定するには 

SystemMonitor性能監視では、仮想マシンサーバの性能状態の監視を行い、CPU高負荷ま

たは、低負荷が発生した場合、SystemProvisioningへ通報します。SystemMonitor性能監

視の設定については、「2.6 SystemMonitor性能監視で性能を監視するための設定を行う」

を参照してください。ここでは、VM最適配置機能を利用するために必要な設定について説明

します。 
 

1. SystemMonitor 性能監視の管理コンソールを起動します。 
2. SystemMonitor性能監視でグループを追加し、SystemProvisioning上のVMサーバモ

デルを構成反映の対象として設定します。 
3. [ツール] メニューから [SystemProvisioning 構成一括反映] をクリックし、VM サーバ

モデルの情報を反映します。 
4. ツリー上に仮想マシンサーバが表示されたことを確認します。 
5. ツリーのグループ名を右クリックし、[閾値監視設定] を選択します。 
6. 「閾値監視設定」ダイアログボックスが表示されます。 
7. [閾値定義] および [性能監視リスト] に、対象とする SystemProvisioning の VM サー

バモデルで設定した内容が反映されていることを確認します。自動で反映された項目は、

青色で表示されます。 
 

関連情報: 閾値監視設定については、「SystemMonitor 性能監視ユーザーズガイド」の「6. 
閾値監視と通報」を参照してください。 

 

以上で SystemMonitor 性能監視の設定は完了です。 
 

5.9.4. 省電力機能を使用するには 

VM 最適配置で省電力機能を使用する場合には、仮想マシンサーバのグループに対して、

[標準ポリシー (仮想マシンサーバ 省電力) ] を設定してください。仮想マシンの使用台数が

少なくなる夜間のみ省電力運転を行うといった運用を行うには、グループに設定するポリシ

ーを SigmaSystemCenter のコマンドを使用して日中と夜間とで切り替えてください。 
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5.10. プールにマシンを追加する 
運用グループのプールで待機するマシンを追加します。運用グループプールに追加したマシ

ンは、その運用グループ用のプールマシンとなりますが、1 台のマシンを複数のグループプ

ールに待機させ、用途変更などに対応することもできます。以下の手順に従って追加してく

ださい。 
 

注： SIGMABLADE マシンをプールに追加する場合、対象の SIGMABLADE マシンを DPM
に登録しておく必要があります。DPM に登録されていない場合、正常に動作しません。また、

DPM にマシンを登録した後、SigmaSystemCenter から収集を行ってください。 

 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーからプールマシンを追加するグループのアイコンをクリックします。 
3. メインウィンドウにグループの詳細情報が表示されます。 
4. [設定] メニューから [プールに追加] をクリックします。 
5. メインウィンドウに「プールに追加」と表示されます。[モデル] プルダウンボックスからモ

デルを選択します。 
 

 
 

6. プールに追加するマシンのチェックボックスをオンにします。 
7. [OK] をクリックします。 
8. プールにマシンを追加するか確認メッセージが表示されます。 
 

以上でプールへのマシン追加は完了です。 
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5.11. グループで稼動する 
SigmaSystemCenter では、[運用] ビューでホストにマシンを割り当てることを “稼動” と呼

びます。本節では、マシンをグループで稼動する方法について説明します。 
 

5.11.1. マスタマシンを登録するには 

SigmaSystemCenterでは、ネットワーク設定やソフトウェアのインストールなどが完了してお

り、そのまま運用に使用できるマシンを “マスタマシン” と呼びます。ソフトウェアの配布やネ

ットワーク設定を行わずにマスタマシンをグループで稼動することを ”マスタマシン登録” と
呼びます。”マスタマシン登録” を実施するには、あらかじめマスタマシンのホスト名やネット

ワーク情報などを設定したホストを用意しておきます。以下の手順に従って登録してくださ

い。 
 

注： SIGMABLADE マシンをグループで稼動させる場合、対象の SIGMABLADE マシンを

DPMに登録しておく必要があります。DPMに登録されていない場合、正常に動作しません。

また、DPM にマシンを登録した後、SigmaSystemCenter から収集を行ってください。 

 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーからマスタマシンの登録をするグループのアイコンをクリックします。 
3. メインウィンドウにグループの詳細情報が表示されます。 
4. [ホスト一覧] グループボックスからマスタマシンの情報が設定されているホストのチェッ

クボックスをオンにします。 
5. [アクション] メニューから [マスタマシン登録] をクリックします。 

 

 
 

6. メインウィンドウに「マスタマシンを登録してグループで稼動します。」が表示されます。

[モデル] プルダウンボックスからモデルを選択します。 
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7. グループに追加するマスタマシンを選択します。 
8. [次へ] をクリックします。 
9. メインウィンドウに、マスタマシンの登録確認情報が表示されます。 

 

 
 

10. [完了] をクリックします。 
 

以上でマスタマシンの登録は完了です。 
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5.11.2. ホストにリソースを割り当てるには 

ソフトウェアの配布やネットワーク設定を行ってマシンをグループで稼動することを “リソース

割り当て” と呼びます。以下の手順に従って登録してください。 
 

注： SIGMABLADE マシンをホストに割り当ててグループで稼動させる場合、対象の

SIGMABLADE マシンを DPM に登録しておく必要があります。DPM に登録されていない場

合、正常に動作しません。また、DPM にマシンを登録した後、SigmaSystemCenter から収

集を行ってください。 

 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーからマシンを登録するグループのアイコンをクリックします。 
3. メインウィンドウにグループの詳細情報が表示されます。 
4. [ホスト一覧] グループボックスからリソースを割り当てるホストのチェックボックスをオン

にします。 
5. [アクション] メニューから [リソース割り当て] をクリックします。 
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6. メインウィンドウに「リソースを割り当てグループで稼動します。」が表示されます。マシン

の割り当て方法を選択します。 
 

 
 

7. [次へ] をクリックします。 
8. マシンの割り当て方法を自動選択した場合、手順 11 に進みます。マシンの割り当て方

法を手動選択した場合、メインウィンドウに「リソースを割り当てグループで稼動しま

す。」が表示されます。 
 

 

 

9. 追加したいマシンを選択します。 
10. [次へ] をクリックします。 
11. メインウィンドウにマシンを割り当てる確認情報が表示されます。 

 

 
 

12. [完了] をクリックします。 
以上でホストに対してリソースの割り当てを行い、グループへのマシン登録は完了です。 
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5.11.3. 仮想マシンを作成してグループで稼動するには 

仮想マシンを新規に作成してグループで稼動する場合、”新規リソース割り当て” を使用しま

す。以下の手順に従って登録してください。 
 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーからマシンを登録するグループのアイコンをクリックします。 
3. メインウィンドウにグループの詳細情報が表示されます。 
4. [ホスト一覧] グループボックスから仮想マシンの情報が設定されているホストのチェック

ボックスをオンにします。 
5. [アクション] メニューから [新規リソース割り当て] をクリックします。 

 

 
 

6. メインウィンドウに「新規リソース割り当て」が表示されます。 
 

 
 

7. 仮想マシンを作成するモデルを選択します。モデルプロパティ設定の [ソフトウェア] タ
ブで指定されているテンプレートを使用し、仮想マシンを作成します。 
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8. 仮想マシンサーバの選択方法を選択します。仮想マシンサーバを自動選択する場合、

手順 12 へ進みます。 
9. 仮想マシンサーバを指定する場合、[VM サーバ] プルダウンボックスから仮想マシンサ

ーバを選択します。 
10. [VM 名] テキストボックスに仮想マシン名を入力します。 
11. 仮想マシンサーバを指定する場合、[作成先データストア] プルダウンボックスから作成

先 Datastore を選択します。作成先 Datastore がなしの場合、自動選択されます。 
12. [OK] をクリックします。 
13. メインウィンドウに新規りソース割り当ての確認情報が表示されます。 

 

 
 

14. [OK] をクリックします。 
 

以上で仮想マシンを作成してグループで稼動は完了です。 
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5.12. スケールアウト 
運用グループプールで待機するマシンを稼動 (スケールアウト) します。以下の手順に従っ

てスケールアウトしてください。 
 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーからスケールアウトするグループのアイコンをクリックします。 
3. メインウィンドウにグループの詳細情報が表示されます。 
4. [設定] メニューから [スケールアウト] をクリックします。 

 

 

 

5. スケールアウトを行うか確認メッセージが表示されます。 
6. 完了するとグループに追加されたマシンは [ホスト一覧] グループボックスに表示され

ます。 
 

以上でスケールアウトは完了です。 
 



スケールイン 
 

セクション II SigmaSystemCenterの運用を開始する 
183 

 

5.13. スケールイン 
運用グループで稼動中のマシンをプールに待機 (スケールイン) します。以下の手順に従っ

てスケールインしてください。 
 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーからスケールインするグループのアイコンをクリックします。 
3. メインウィンドウにグループの詳細情報が表示されます。 
4. [設定] メニューから [スケールイン] をクリックします。 

 

 

 

5. スケールインを行うか確認メッセージが表示されます。 
6. 完了すると待機状態となったマシンは [リソースプール] グループボックスに表示されま

す。 
 

以上でスケールインは完了です。 
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5.14. マシンの用途を変更する 
運用グループで稼働マシンの用途を変更します。以下の手順に従って用途変更してくださ

い。 
 

注： VMサーバモデルの運用グループで稼動中の仮想マシンサーバは、物理モデルの運用

グループに用途変更を行うことはできません。また、仮想マシンの用途変更はできません。 

 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーから用途変更するマシンが所属しているグループのアイコンをクリックしま

す。 
3. メインウィンドウにグループの詳細情報が表示されます。 
4. [ホスト一覧] グループボックスから用途変更するマシンのチェックボックスをオンにしま

す。 
5. [アクション] メニューから [マシンの用途変更] をクリックします。 
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6. 「マシンの用途変更」ダイアログボックスが表示されます。移動先グループを選択します。 

 

 

 

7. [OK] をクリックします。 
 

以上でマシンの用途変更は完了です。 
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5.15. マシンを置換する 
運用グループで稼働中のマシンを置換します。以下の手順に従って置換してください。 
 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーから置換するマシンが所属しているグループのアイコンをクリックします。 
3. メインウィンドウにグループの詳細情報が表示されます。 
4. [ホスト一覧] グループボックスから置換するマシンのチェックボックスをオンにします。 
5. [アクション] メニューから [マシンの置換] をクリックします。 

 

 
 

注：  
▪ 「5.4.1 [全般] タブを設定するには」の[マシン置換でCPUBlade置換を優先的に実行

する] チェックボックスをオンに設定されている場合、SIGMABLADEマシンに対して、

利用中のIO仮想化ブレードを引き継いだ置換 (CPUブレードのみの置換) が優先的に

実行されます。 
▪ 仮想マシンサーバおよび仮想マシンの置換を行うことはできません。 

 

6. 確認メッセージが表示されます。[OK] をクリックします。 
 

以上でマシンの置換は完了です。 
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5.16. マシンへ指定したソフトウェアを配布する 
任意のタイミングでマシンへ指定したソフトウェアを配布します (指定ソフトウェア配布)。以下

の手順に従って配布してください。 
 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーからソフトウェアを配布するグループのアイコンをクリックします。 
3. メインウィンドウにグループの詳細情報が表示されます。 
4. [ホスト一覧] グループボックスからソフトウェアを配布するマシンのチェックボックスをオ

ンにします。 
5. [アクション] メニューから [ソフトウェア配布] をクリックします。 

 

 
 

6. 「ソフトウェア配布」ダイアログボックスが表示されます。[指定ソフトウェア配布] を選択

し、[OK] をクリックします。 
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7. メインウィンドウに「指定ソフトウェア配布」が表示されます。 

 

 
 

8. [ソフトウェア一覧] グループボックスから配布するソフトウェアのチェックボックスをオン

にします。 
9. 複数のソフトウェアを配布する場合、ソフトウェアの配布順序を入れ替えることができま

す。ソフトウェアの配布順序を入れ替える場合、順序を入れ替えるソフトウェアのチェッ

クボックスをオンにし、[↑] もしくは、[↓] をクリックします。 
10. [OK] をクリックします。 
 

以上でマシンへ指定したソフトウェアの配布は完了です。 
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5.17. ソフトウェアの再配布をする 
ソフトウェアの再配布を行います。以下の手順に従って再配布を行ってください。 
 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーからソフトウェアを再配布するグループのアイコンをクリックします。 
3. メインウィンドウにグループの詳細情報が表示されます。 
4. [ホスト一覧] グループボックスからソフトウェアを再配布するマシンのチェックボックスを

オンにします。 
5. [操作] メニューから [ソフトウェア再配布] をクリックします。 
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6. メインウィンドウに「ソフトウェアの再配布」が表示されます。 

 

 
 

7. グループへの配布方法を選択します。 
8. ソフトウェアのインストール方法の選択を行います。 
9. [OK] をクリックします。 
 

以上でソフトウェアの再配布は完了です。 
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セセククシショョンン  IIIIII  メメンンテテナナンンススをを行行うう  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
このセクションでは、SigmaSystemCenterの保守の操作およびバックアップ方法について記載します。 
 
 
• 6 保守 
• 7 バックアップ・リストア 
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6. 保守 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本章では、SigmaSystemCenter のメンテナンス方法について説明します。 
 
本章で説明する項目は以下の通りです。 
 
 
• 6.1 保守の操作 .............................................................................................................. 194 
• 6.2 管理対象マシンを追加登録する................................................................................ 199 
• 6.3 マシンへ追加APの配布・パッチを適用する ............................................................... 205 
• 6.4 ログの採取............................................................................................................... 210 
• 6.5 ハードウェアを交換する ............................................................................................ 216 
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6.1. 保守の操作 
 

6.1.1. SystemProvisioning を起動 / 再起動 / 停止するには 

SystemProvisioning を起動 / 再起動 / 停止します。以下の手順に従って操作してくださ

い。 
 

1. [スタート] メニューから [コントロールパネル] － [管理ツール] － [サービス] を選択

し、サービススナップインを起動します。 
2. サービス一覧から「PVMService」を選択し、[サービスの開始]、[サービスの再起動]、も

しくは、[サービスの停止] をクリックします。 
 

以上で SystemProvisioning を起動 / 再起動 / 停止は完了です。 
 

6.1.2. マシンを起動 / 再起動 / シャットダウン / サスペンドするには 

マシンの起動、再起動、シャットダウンまたは、サスペンドを行います。以下の手順に従って

操作してください。 
 

注： SIGMABLADE controller 経由で登録された SIGMABLADE マシンは、DPM に登録さ

れていない場合、一部の電源操作が行えません。SIGMABLADE マシンを DPM に登録し、

SigmaSystemCenter で収集を行った後、電源操作をしてください。 

 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーからマシンを起動、再起動、シャットダウンもしくは、サスペンドを行うマシ

ンのグループのアイコンをクリックします。 
3. メインウィンドウにグループの詳細情報が表示されます。 

 



保守の操作 
 

セクション III メンテナンスを行う 
195 

 
4. [ホスト一覧] グループボックス、もしくは、[リソースプール] グループボックスからマシン

の起動、再起動、シャットダウンもしくは、サスペンドをするホストのチェックボックスをオ

ンにします。 
 

 
 

5. [操作] メニューもしくは、[アクション] メニューから [起動]、[再起動]、[シャットダウン] も
しくは、[サスペンド] をクリックします。 
 

注：  
▪ [操作] メニューから起動、再起動、シャットダウンもしくは、サスペンドを行う場合、ホ

ストにリソースが割り当てられているすべてのマシンに処理が行われます。 
▪ [アクション] メニューから起動、再起動、シャットダウンもしくは、サスペンドを行う場合、

[ホスト一覧] グループボックスもしくは、[リソースプール] グループボックスから選択し

たマシンのみに処理が行われます。 

 

6. 確認メッセージが表示されます。[OK] をクリックします。 
 

以上でマシンの起動 / 再起動 / シャットダウン / サスペンドは完了です。 
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6.1.3. メンテナンスモードをオン / オフするには 

メンテナンスモードのオン / オフを行います。以下の手順に従ってください。 
 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーからメンテナンスモードをオンもしくは、オフにするマシンのグループのアイ

コンをクリックします。 
3. メインウィンドウにグループの詳細情報が表示されます。 
4. [ホスト一覧] グループボックスもしくは、[リソースプール] グループボックスからメンテナ

ンスモードをオンもしくは、オフにするマシンのチェックボックスをオンにします。 
 

 
 

5. メンテナンスモードをオンにする場合、[アクション] メニューから [メンテナンスオン] を
クリックし、メンテナンスモードをオフにする場合、[アクション] メニューから [メンテナン

スオフ] をクリックします。 
6. 確認メッセージが表示されます。[OK] をクリックします。 
 

以上でメンテナンスのオン / オフは完了です。 
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6.1.4. マシンのハードウェア状態を故障から正常に解除するには 

マシンのハードウェアの状態を故障から正常に解除します。以下の手順に従って操作してく

ださい。 
 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーからマシンのハードウェア状態を故障から正常に解除するマシンのグルー

プのアイコンをクリックします。 
3. メインウィンドウにグループの詳細情報が表示されます。 
4. [ホスト一覧] グループボックスもしくは、[リソースプール] グループボックスから、マシン

のハードウェア状態を故障から正常に解除するマシンのチェックボックスをオンにしま

す。 
5. [アクション] メニューから [故障状態の解除] を選択します。 

 

 
 

6. 確認メッセージが表示されます。[OK] をクリックします。 
 

以上でマシンのハードウェア状態を故障から正常に解除は完了です。 
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6.1.5. ジョブ実行結果のリセット 

SystemProvisioning は、何らかの理由によりポリシーによるアクションや Web コンソールの

操作などからマシンの起動・停止など、アクションの実行に失敗するとリソースの状態を「異

常」に設定します。「異常」となっているマシンに関してログの採取や障害原因を取り除いた

後、以下の手順に従って対象マシンの管理状態をリセットしてください。 
 

1. タイトルバーの [運用] をクリックし、[運用] ビューに切り替えます。 
2. [運用] ツリーからジョブ実行結果のリセットを行うグループのアイコンをクリックします。 
3. メインウィンドウにグループの詳細情報が表示されます。 
4. [ホスト一覧] グループボックスもしくは、[リソースプール] グループボックスから、ジョブ

実行結果のリセットを行うマシンのチェックボックスをオンにします。 
5. [アクション] メニューから [ジョブ実行結果のリセット] をクリックします。 

 

 
 

6. 確認メッセージが表示されます。[OK] をクリックします。 
 

以上でジョブ実行結果リセットは完了です。 
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6.2. 管理対象マシンを追加登録する 
SigmaSystemCenter の運用開始後、管理対象マシンを追加登録する手順を説明します。

誤って同一マシンが別マシンとして SystemProvisioning に登録することがないように注意が

必要です。 
また、 SIGMABLADE controller を使用する場合の登録手順については、 「 6.2.4 
SIGMABLADE controllerを使用する場合」を参照してください。 
 

6.2.1. 物理マシンを追加登録するには 

物理マシンを管理対象マシンとして追加登録します。以下の手順に従って登録してください。

物理マシンを仮想マシンサーバとして使用する場合、「6.2.2 仮想マシンサーバを追加登録

するには」を参照してください。 
 

1. SystemProvisioning のサブシステムとして登録されている DPM に、管理対象マシンを

登録します。 
2. マシンを登録した DPM に対して、SystemProvisioning からマシン情報の収集を行いま

す。タイトルバーの [管理] をクリックし、[管理] ビューに切り替えます。 
3. [管理] ツリーから [サブシステム] アイコンをクリックします。 
4. メインウィンドウにサブシステムの詳細情報が表示されます。[サブシステム一覧] グル

ープボックスから該当するDPMのチェックボックスをオンにし、[アクション] メニューから 
[収集] をクリックします。 

5. 収集したマシンの確認を行います。タイトルバーの [リソース] をクリックし、[リソース] 
ビューに切り替え、[マシン] アイコンをクリックします。 

6. [設定] メニューから [マシン登録] をクリックし、[管理外のマシン一覧] グループボック

スを確認します。DPM に登録したマシンの情報が正しく反映されていることを確認しま

す。 
 

注： 追加登録されたマシンは、この時点では SystemProvisioning の管理対象となって

いないため、[管理外のマシン一覧] グループボックスに表示されます。 

 

以上で物理マシンの追加登録は完了です。 
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6.2.2. 仮想マシンサーバを追加登録するには 

仮想マシンサーバを管理対象マシンとして追加登録します。以下の手順に従って登録してく

ださい。 
 

1. VM 最適配置機能や省電力機能を使用する場合には、SystemProvisioning のサブシ

ステムとして登録されている DPM に、仮想マシンサーバを登録します。 
 

注： DPMのWebコンソールの「コンピュータの追加」ウィンドウでUUIDが登録されてい

ることを確認してください。登録手順については、「2.8.3 DPMに一般マシンを登録する

には」または、「2.8.4 DPMにCPUブレードを登録するには」を参照してください。 

 

2. マシンを登録した DPM に対して SystemProvisioning からマシン情報の収集を行いま

す。タイトルバーの [管理] をクリックし、[管理] ビューに切り替えます。 
3. [管理] ツリーから [サブシステム] アイコンをクリックします。 
4. メインウィンドウにサブシステムの詳細情報が表示されます。[サブシステム一覧] グル

ープボックスから該当するDPMのチェックボックスをオンにし、[アクション] メニューから 
[収集] をクリックします。 

5. 収集したマシンの確認を行います。タイトルバーの [リソース] をクリックし、[リソース] 
ビューに切り替え、[マシン] アイコンをクリックします。 

6. [設定] メニューから [マシン登録] をクリックし、[管理外のマシン一覧] グループボック

スを確認します。DPM に登録したマシンの情報が正しく反映されていることを確認しま

す。 
 

注： 追加登録されたマシンは、この時点では SystemProvisioning の管理対象となって

いないため、[管理外のマシン一覧] グループボックスに表示されます。 

 

7. SystemProvisioning のサブシステムとして登録されている仮想環境管理ソフトウェアに

仮想マシンサーバを登録します。 
8. マシンを登録した仮想環境管理ソフトウェアに対して、SystemProvisioning からマシン

情報の収集を行います。タイトルバーの [管理] をクリックし、[管理] ビューに切り替え

ます。 
9. [管理] ツリーから [サブシステム] アイコンをクリックします。 
10. メインウィンドウにサブシステムの詳細情報が表示されます。[サブシステム一覧] グル

ープボックスから該当する仮想環境管理ソフトウェアのチェックボックスをオンにし、[アク

ション] メニューから [収集] をクリックします。 
11. 収集したマシンの確認を行います。タイトルバーの [リソース] をクリックし、[リソース] 

ビューに切り替え、[マシン] アイコンをクリックします。 
12. [設定] メニューから [マシン登録] をクリックし、[管理外のマシン一覧] グループボック

スを確認します。仮想環境管理ソフトウェアに登録したマシンの情報が正しく反映されて

いることを確認します。 
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注： 追加登録されたマシンは、この時点では SystemProvisioning の管理対象となって

いないため、[管理外のマシン一覧] グループボックスに表示されます。 

 

以上で仮想マシンサーバの追加登録は完了です。 
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6.2.3. 仮想マシンを追加登録するには 

仮想マシンを管理対象マシンとして追加登録します。以下の手順に従って登録してください。 
 

1. SystemProvisioning のサブシステムとして登録されている仮想環境管理ソフトウェアに、

仮想マシンを登録します。 
2. マシンを登録した仮想環境管理ソフトウェアに対して、SystemProvisioning からマシン

情報の収集を行います。タイトルバーの [管理] をクリックし、[管理] ビューに切り替え

ます。 
3. [管理] ツリーから [サブシステム] アイコンをクリックします。 
4. メインウィンドウにサブシステムの詳細情報が表示されます。[サブシステム一覧] グル

ープボックスから該当する仮想環境管理ソフトウェアのチェックボックスをオンにし、[アク

ション] メニューから [収集] をクリックします。 
5. 収集したマシンの確認を行います。タイトルバーの [リソース] をクリックし、[リソース] 

ビューに切り替え、[マシン] アイコンをクリックします。 
6. [設定] メニューから [マシン登録] をクリックし、[管理外のマシン一覧] グループボック

スを確認します。仮想環境管理ソフトウェアに登録したマシンの情報が正しく反映されて

いることを確認します。 
 

注： 追加登録されたマシンは、この時点では SystemProvisioning の管理対象となって

いないため、[管理外のマシン一覧] グループボックスに表示されます。 

 

7. 仮想マシンに対して、アプリケーション、パッチなどのインストールを行う場合には、仮想

マシンを DPM に登録する必要があります。SystemProvisioning のサブシステムとして

登録されている DPM にマシンを登録してください。 
 

注： DPM の Web コンソールの「コンピュータの追加」ウィンドウで UUID が登録されて

いることを確認してください。登録されていない場合には手動で入力してください。 

 

8. マシンを登録した DPM に対して SystemProvisioning からマシン情報の収集を行いま

す。タイトルバーの [管理] をクリックし、[管理] ビューに切り替えます。 
9. [管理] ツリーから [サブシステム] アイコンをクリックします。 
10. メインウィンドウにサブシステムの詳細情報が表示されます。[サブシステム一覧] グル

ープボックスから該当するDPMのチェックボックスをオンにし、[アクション] メニューから 
[収集] をクリックします。 

11. 収集したマシンの確認を行います。タイトルバーの [リソース] をクリックし、[リソース] 
ビューに切り替え、[マシン] アイコンをクリックします。 

12. [設定] メニューから [マシン登録] をクリックし、[管理外のマシン一覧] グループボック

スを確認します。DPM に登録したマシンの情報が正しく反映されていることを確認しま

す。 
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注： 追加登録されたマシンは、この時点では SystemProvisioning の管理対象となって

いないため、[管理外のマシン一覧] グループボックスに表示されます。 

 

以上で仮想マシンの追加登録は完了です。 
 

6.2.4. SIGMABLADE controller を使用する場合 

追加登録する管理対象マシンを SIGMABLADE controller を使用して管理している場合の

注意事項を説明します。 
 

 環境設定で定期情報収集機能を有効に設定している場合、SystemProvisioning は、

定期的にサブシステムに対してマシン情報などの収集を行います。SIGMABLADEマシ

ンがブレード収納ユニットに設置されると、定期情報収集を契機に自動的に

SystemProvisioning で認識され、管理外のマシンとして登録されます。定期情報収集

機能が無効に設定している場合は、SIGMABLADE controllerを指定し、明示的に収集

を行う必要があります。 
 SIGMABLADE マシンを DPM で管理する場合、DPM にマシンを追加する際に、DPM
の Web コンソールの「コンピュータの追加」ウィンドウで、マシンの MAC アドレスに、

SIGMABLADE controller が認識している管理用 NIC の MAC アドレスが設定されるよ

うにしてください。設定されていない状態で、DPM よりマシン情報が収集されると、別マ

シンとして SystemProvisioning に登録される場合があります。 
 

注： SIGMABLADE controllerが認識している管理用NICのMACアドレスの確認手順

については、「6.2.5 SIGMABLADE controllerが認識している管理用NICについて」を

参照してください。 

 

 SIGMABLADEマシンを仮想マシンサーバとして使用する場合、SIGMABLADEマシン

は仮想環境管理ソフトウェアとSIGMABLADE controllerの両方で管理されることになり

ます。この場合、両者の間にはマシンを認識するための共通の情報が存在しません。

同一マシンが誤って別マシンとしてSystemProvisioningに登録されることがないように、

DPMを利用してSystemProvisioningが管理するマシン情報にUUID情報を設定する事

が必須となります。上記のDPM登録の際の注意事項を踏まえたうえで、「6.2.2 仮想マ

シンサーバを追加登録するには」に従ってマシンを登録してください。マシンのUUID情

報を設定していない状態で、SIGMABLADE controllerが登録したマシンに対し、仮想

環境管理ソフトウェアよりマシン情報が収集されると、別マシンとして

SystemProvisioningに登録される場合があります。 
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6.2.5. SIGMABLADE controller が認識している管理用 NIC について 

SIGMABLADE controller が認識している管理用 NIC の MAC アドレスを確認します。MAC
アドレスの確認には、SIGMABLADE controller コンソールを利用します。以下の手順に従っ

て確認してください。 
 

関連情報： SIGMABLADE controller コンソールの使用方法については、「SIGMABLADE 
controller ユーザーズガイド コンソール操作編」を参照してください。 

 

1. SIGMABLADE controller コンソールを起動します。 
2. サーバロケータへ接続 (ログイン) します。 
3. Enclosure ツリーで Enclosure ノードを選択します。 
4. 「モジュール管理画面」が表示されます。[ビュー] タブを選択します。 
5. フロントビューで対象の CPU ブレードを選択し、ポップアップメニューから [プロパティ 

(P)] をクリックします。 
6. 「CPU ブレードプロパティ」が表示されます。 

 

 
 

7. 「メザニン情報の」の [LOM#1] タブを選択します。 
8. 表示されているデバイス ID の中で最もポート番号の小さいデバイス ID が、

SIGMABLADE controller が認識している管理用 NIC の MAC アドレスとして、

SystemProvisioning から認識される MAC アドレスです。 
 

以上で SIGMABLADE controller が認識している管理用 NIC の MAC アドレスの確認は完

了です。 
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6.3. マシンへ追加 AP の配布・パッチを適用する 
マシンへ追加のアプリケーションを配布、パッチを適用するために DPM のイメージビルダー

でパッケージを登録し、シナリオファイルを作成します。以下の手順に沿って登録してくださ

い。 
 

関連情報： DPM (HP-UX 版) 上でのイメージ作成、シナリオ作成の詳細は、

「DeploymentManager (HP-UX 版) ユーザーズガイド機能編」の「3.5 パッチイメージの作

成、適用と削除」、「3.6 ソフトウェアイメージの作成、適用と削除」を参照してください。 

 

6.3.1. マシンへ追加 AP の配布をするには 

マシンへ追加のアプリケーションを配布するには、DPM のイメージビルダーでアプリケーショ

ンのパッケージを登録し、アプリケーション配布用のシナリオファイルを作成します。 
 

関連情報：  
▪ アプリケーションの登録については、「DeploymentManager ユーザーズガイド基本動作

編」の「3.2 サービスパック/HotFix/Linux パッチファイル、アプリケーションの登録」を参照し

てください。 
▪ シナリオの作成については、「DeploymentManager ユーザーズガイド基本動作編」の

「3.3.2 アプリケーションインストールのシナリオファイル作成」を参照してください。 

 

1. [スタート] メニューから [すべてのプログラム] － [DeploymentManager] － [イメー

ジビルダー] を選択し、イメージビルダーを起動します。 
2. 「イメージビルダー」画面の [パッケージの登録 / 修正] をクリックします。 
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3. 「パッケージの登録 / 修正」画面が表示されます。[ファイル] －パッケージを使用する

OS の [パッケージ作成] をクリックし、パッケージを作成します。 
 

 
 

4. DPM の Web コンソールを起動します。 
5. DPM の Web コンソールの [シナリオ] メニューから [シナリオファイルの作成] をクリッ

クします。 
6. [アプリケーション] タブを選択し、[アプリケーション名] グループボックス内のプルダウ

ンボックスから登録したアプリケーションを選択し、各項目を選択 / 入力します。 
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7. シナリオ実行時のシナリオ実行条件を設定する場合は、[オプション] タブを選択します。

シナリオ実行後にマシンの電源をオフにする場合は、[実行後に電源を切断する] チェッ

クボックスをオンにします。 
8. [シナリオ名] テキストボックスにシナリオ名を入力し、[OK] をクリックします。 
 

以上でマシンへ追加 AP の配布は完了です。 
 

6.3.2. マシンへパッチを適用するには 

マシンへパッチの適用を行う場合、DPM のイメージビルダーでパッチのサービスパックを登

録し、パッチ適用のシナリオファイルを作成します。 
 

関連情報：  
▪ パッチファイルの登録については、「DeploymentManager ユーザーズガイド基本動作編」

の「3.2 サービスパック/HotFix/Linux パッチファイル、アプリケーションの登録」を参照してく

ださい。 
▪ シナリオの作成については、「DeploymentManager ユーザーズガイド基本動作編」の

「3.3.1 サービスパック/HotFix/Linux パッチファイル適用のシナリオファイル作成」を参照し

てください。 

 

1. [スタート] メニューから [すべてのプログラム] － [DeploymentManager] － [イメー

ジビルダー] を選択し、イメージビルダーを起動します。 
2. 「イメージビルダー」画面の [パッケージの登録 / 修正] をクリックします。 

 

 
 



6 保守 
 

SigmaSystemCenter 2.0 コンフィグレーションガイド 
208 

 
3. 「パッケージの登録 / 修正」画面が表示されます。[ファイル] －パッケージを使用する

OS の [パッケージ作成] をクリックし、パッケージを作成します。 
 

 
 

4. DPM の Web コンソールを起動します。 
5. DPMのWebコンソールの[シナリオ] メニューから [シナリオファイルの作成] をクリック

します。 
6. [アップデート] タブを選択し、[サービスパック/HotFix] グループボックス内のプルダウ

ンボックスから登録したパッチファイルを選択し、各項目を入力します。 
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7. シナリオ実行時のシナリオ実行条件を設定する場合は、[オプション] タブを選択します。

シナリオ実行後にマシンの電源をオフにする場合は、[実行後に電源を切断する] チェッ

クボックスをオンにします。 
8. [シナリオ名] テキストボックスにシナリオ名を入力し、[OK] をクリックします。 
 

以上でパッチの適用は完了です。 
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6.4. ログの採取 
SigmaSystemCenter で障害が発生した場合、コンポーネントのログを採取し、原因を調べ

ます。 
 

関連情報: SystemProvisioning、DPM のログ一覧については、「SigmaSystemCenter リフ
ァレンスガイド」で原因を特定し、対処方法を参照してください。 

 

6.4.1. SystemProvisioning のログを採取するには 

SystemProvisioning の運用状況を記録します。監視ビューの運用ログで過去のログを参照

することができます。以下の手順に従ってログを採取してください。 
 

1. [スタート] メニューから [コントロールパネル] － [管理ツール] － [イベントビューア] 
を選択し、イベントビューアを起動します。 

2. 「イベントビューア」画面が表示されます。[アプリケーション] をクリックし、イベントログを

採取します。 
3. 次のフォルダに記録されているログファイルを採取します。 

SystemProvisioning インストールフォルダ¥log 
SystemProvisioning インストールフォルダ¥Provisioning¥Logs 
 

注: 既定値は (C:¥program files¥NEC¥PVM¥log) および (C:¥program 
files¥NEC¥PVM¥ Provisioning¥Logs) です。 

 

4. 「SigmaSystemCenter リファレンスガイド」で原因を特定し、対処方法を参照します。 
 

注： 上記ログファイルにて障害の原因が調査できない場合、構成情報データベースを調査

する必要があります。構成情報データベース方法については、「7.2.1 構成情報データベー

スをバックアップするには」を参照してください。 

 

以上で SystemProvisioning のログ採取は完了です。 
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6.4.2. SystemMonitor 性能監視のログを採取するには 

SystemMonitor 性能監視では、”SystemMonitor 性能監視” というログ名で、エラーや運用

のイベント情報を管理サーバのイベントログに記録しており、エラー情報はアプリケーション

ログまたはシステムログに記録されます。 
性能監視サービスの開始に失敗した場合などのエラー情報についても、アプリケーションロ

グまたはシステムログに記録される場合があります。 
SystemMonitor 性能監視で問題が発生した場合は、イベントビューアのアプリケーションロ

グ、システムログ、SystemMonitor性能監視ログをテキスト形式で採取し、原因を調べます。

以下の手順に従ってログを採取してください。 
 

1. [スタート] メニューから [コントロールパネル] － [管理ツール] － [イベントビューア] 
を選択し、イベントビューアを起動します。 

2. 「イベントビューア」画面が表示されます。[SystemMonitor 性能監視] をクリックし、イベ

ントログ、アプリケーションログ、システムログを採取します。 
3. SystemMonitor 性能監視インストールフォルダ¥log に記録されている詳細ログを採取

します。 
 

注: 既定値は (C:¥Program Files¥NEC¥SystemMonitorPerformance¥log) です。 

 

4. 「SystemMonitor 性能監視ユーザーズガイド」で原因を特定し、対処方法を参照しま

す。 
 

関連情報： SystemMonitor 性能監視のイベントログについては、「SystemMonitor 性能監

視ユーザーズガイド」の「8.1 イベントログ」にを参照してください。 

 

以上で SystemMonitor 性能監視のログ採取は完了です。 
 



6 保守 
 

SigmaSystemCenter 2.0 コンフィグレーションガイド 
212 

 

6.4.3. DPM のログを採取する 

DPM のログを採取します。以下の手順に従ってログを採取してください。 
ログ採取対象は、管理サーバおよび管理対象マシンです。 
 

 Windows (IA32 / EM64T) の場合 
1. 管理サーバとエラーが発生しているマシンに Administrator 権限を持つユーザでロ

グインし、SigmaSystemCenter の製品CD-R内の以下のフォルダを、任意の場所

にコピーします。(以下では C:¥Dpmlog にコピーする例を記載します) 
(SigmaSystemCenter の製品 CD-R):¥DPM¥TOOLS¥DpmLog 

2. コマンドプロンプトを起動します。 
[スタート] メニューから [すべてのプログラム] － [アクセサリ] － [コマンド プロ

ンプト] をクリックし、コマンドプロンプトを起動します。 
3. ログファイルの保存場所を指定します。以下のコマンドを入力してください。 

cd /d C:¥Dpmlog 

4. オプション「-A」を付けて、DpmLog.exe を実行します。 
DpmLog.exe –A 

 

 Windows (IPF）の場合 
DpmLog.exe は、IPF は未サポートとなります。手動で以下の情報を採取してください。 
 

• イベントログ （イベントログ形式(.evt)で採取してください） 
アプリケーション 
システム 
 

• ファイル （存在しない場合は採取の必要はありません） 
%SystemRoot%¥Inst_Dpm_Client.log 
%SystemRoot%¥system32 
%SystemRoot%¥system32¥DepAgent.log 
%SystemRoot%¥system32¥DepAgent.log.bak 
%SystemRoot%¥system32¥rupdsvc.log 
%SystemRoot%¥system32¥rupdsvc.log.bak  
%SystemRoot%¥system32¥DPMTray.log 
%SystemRoot%¥DeploymentManager 
%SystemDrive%¥Sysprep 

（%SystemRoot%、%SystemDrive%は環境変数です） 
 

• レジストリ （レジストリエディタよりエクスポートして採取してください。存在しない場

合は採取の必要はありません） 
- HKEY_LOCAL_MACHINE¥ SOFTWARE¥Microsoft 配下 
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Updates 
Windows NT¥CurrentVersion¥Hotfix 
Windows¥CurrentVersion¥Uninstall 
Windows¥CurrentVersion¥Component Based Servicing¥Packages (Windows 
Server 2008 のみ) 
 

- HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet 配下 
Services 
Control 
 

• 以下のコマンドの実行結果 
[スタート] メニューから [すべてのプログラム] － [アクセサリ] － [コマンド プロ

ンプト] をクリックし、コマンドプロンプトを起動します。 
 
ipconfig /all 
route -p print 
net use 
net share 
net config WORKSTATION  
net config server 
netstat -a -o –n 
 

• システム情報 
[スタート] メニューから [すべてのプログラム] － [アクセサリ] － [コマンド プロ

ンプト] をクリックし、コマンドプロンプトを起動します。 
以下のコマンドを実行し、作成された msdrpt.txt を採取します。 
 

- Windows Server 2003 の場合 
%CommonProgramFiles%¥Microsoft Shared¥MSInfo¥msinfo32.exe /report 
msdrpt.txt 

(%CommonProgramFiles% は環境変数です) 
 

- Windows Server 2008 の場合 
%windir%¥system32¥msinfo32.exe /report msdrpt.txt 

(%windir% は環境変数です) 
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 Linux の場合 

1. cp コマンドの-p オプションなどを使用し、タイムスタンプが変更されないようにログ

ファイルを採取します。以下のファイルを採取してください。 
 

▪ システム設定ファイル 
  /etc/hosts 
  /etc/resolv.conf 
  /etc/sysconfig/network 
  /etc/sysconfig/clock 
  /etc/sysconfig/iptables 
  /etc/sysconfig/ipchains 
  /etc/rc.d/rc 

  /etc/sysconfig/network-scritps/ifcfg-*ファイル 
 

▪ クライアントサービス for DPM 関連ファイル 
  /opt/dpmclient/フォルダ配下の全ファイル 
 

2. 以下のコマンドを実行し、結果を採取します。 
ifconfig –a 

netstat -a | grep 560 

route 

ps -axm | grep depagtd 

iptables -L 

 

注： ファイルを送付する際は、zip や gzip などのコマンドを用いて Linux 上でファイ

ルを圧縮し、送付してください。 

 

以上で DPM のログ採取は完了です。 
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6.4.4. DPM (HP-UX 版) のログを採取するには 

DPM (HP-UX 版) には、オペレーションエラーログ、エラーログがあります。障害が発生した

場合、各ログを採取し、原因を調べます。以下の手順に従ってログを採取してください。 
 

関連情報： DPM (HP-UX 版) のログについては、「DeploymentManager (HP-UX 版) ユ
ーザーズガイド機能編」の「6. トラブルシューティング」を参照してください。 

 

1. 管理サーバ for DPM (HP-UX) インストールフォルダ¥dpm¥0001¥log に記憶されてい

るオペレーションエラーログ、エラーログファイルを採取します。 
 

注: 管理サーバ for DPM (HP-UX) のインストールフォルダの既定値は 
（C:¥Program Files¥dpm_hpux) です。 

 

以上で DPM (HP-UX 版) のログ採取は完了です。 
 



6 保守 
 

SigmaSystemCenter 2.0 コンフィグレーションガイド 
216 

 

6.5. ハードウェアを交換する 
SystemProvisioning は、マシンの NIC についている MAC アドレスでマシンを管理していま

す。マシンの交換や NIC 交換を行った場合、新しい MAC アドレスを新しいマシンとして認識

させる必要があります。 
ハードウェアを交換する際に、マシンの起動や停止を行う場合は、必ずメンテナンスモードに

移行してください。メンテナンスモードに移行せずに電源操作を行った場合、故障とみなされ、

自動的にあらかじめ設定された復旧作業を実行することがあります。 
 

6.5.1. プライマリ NIC 以外の NIC を交換するには 

プライマリ NIC 以外の NIC を交換する場合、マシンの状態により手順が異なります。 
以下のマシンの状態に応じて交換してください。 
 

 グループで稼動しているマシンの場合 
1. メンテナンスモードオン 

Web コンソールから NIC を交換するマシンのメンテナンスモードをオンにします。 
2. マシンをシャットダウン 

Web コンソールからマシンをシャットダウンします。 
3. NIC を交換 
4. マシンを起動 

Web コンソールからマシンを起動します。 
5. ESMPRO/ServerManager で情報を再取得 

ESMPRO/ServerManager のマップからマシンを削除し、再登録 (自動発見) を
行います。 

6. Web コンソールの [操作] メニューで [画面更新] を行います。 
7. NIC の情報を設定 

Web コンソールから「マシンプロパティ設定」ウィンドウを開き、交換した NIC の情

報を設定します。 
8. メンテナンスモードオフ 

Web コンソールからマシンのメンテナンスモードをオフにします。 
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 一度も稼動したことのないマシン (Primary NIC 以外の表示なし) の場合 
事前に作業、操作をする必要はありません。自由に NIC を交換することが可能です。 

 

 稼動したことがあるが現在は稼動していないマシン (Primary NIC 以外の表示あり) の
場合 
1. マシンをシャットダウン 

Web コンソールからマシンをシャットダウンします。 
2. NIC を交換 
3. マシンを起動 

Web コンソールからマシンを起動します。 
4. NIC の情報を設定 

Web コンソールから「マシンプロパティ設定」ウィンドウを開き、交換した NIC の情

報を設定します。 
5. Web コンソールの [操作] メニューで [画面更新] を行います。 

 

以上でプライマリ NIC 以外の NIC を交換は完了です。 
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6.5.2. プライマリ NIC を交換するには 

プライマリ NIC を交換します。以下の手順に従って交換してください。 
 

注: 管理サーバ for DPM を操作するには更新権が必要です。SystemProvisioning で管理

サーバ for DPM を操作する場合、下記の 3 つのツールから更新権を取得できますが、一度

に更新権を取得できるのは 1 つのみです。ある操作が更新権を取得している間、他の操作

は更新を行うことができません。 
▪ SystemProvisioning Web コンソール 
▪ DPM の Web コンソール 
▪ コマンドライン for DPM 
DPM での操作が完了した場合は、その後の SigmaSystemCenter の操作や動作のために、

必ず更新権を解除してください。 

 

1. 交換するマシンをグループから割り当て解除 
NIC 交換前のマシンがグループに登録されているマシンの場合、Web コンソールから

該当マシンをグループから割り当て解除にします。 
2. 交換するマシンを管理外に変更 

Web コンソールの [リソース] ビューの [アクション] メニューから交換するマシンを管

理外にします。 
3. DPM で NIC の更新 

NICを交換し、マシンを再起動します。DPMのWebコンソールに表示されている該当マ

シンの NIC が更新されます。 
4. マシンを SystemProvisioning に登録 

Webコンソールで [収集] を行い、DPMで登録したマシンを登録します (管理外で登録

されます)。 
5. 交換前の状態へ復旧 

NIC 交換前に該当するマシンがグループで稼動していた場合、マスタマシンの登録 (ソ
フトウェアを配布せずにグループで稼動する) 方法でグループに追加します。 
プールマシンとして設定されていた場合、プールマシンとして再設定します。 

 

以上でプライマリ NIC の交換は完了です。 
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6.5.3. マシンを交換するには 

マシンを交換します。以下の手順に従って交換してください。 
 

注: 管理サーバ for DPM を操作するには更新権が必要です。SystemProvisioning で管理

サーバ for DPM を操作する場合、下記の 3 つのツールから更新権を取得できますが、一度

に更新権を取得できるのは 1 つのみです。ある操作が更新権を取得している間、他の操作

は更新を行うことができません。 
▪ SystemProvisioning Web コンソール 
▪ DPM の Web コンソール 
▪ コマンドライン for DPM 
DPM での操作が完了した場合は、その後の SigmaSystemCenter の操作や動作のために、

必ず更新権を解除してください。 

 

1. DPM でマシンを登録 
DPM で新規マシンを登録します。 

2. 障害マシンと置換 
登録したマシンが Web コンソールで新規マシンとして認識された後、プールマシンとし

て設定します。 
次に、障害マシンと置き換えます。 

3. 障害マシンを運用グループから削除 
Web コンソールの運用グループから割り当て解除にします。 

4. 障害マシンを DPM から削除 
DPM のメインウィンドウのツリービューから障害マシンを選択します。 
[コンピュータ] メニューから [コンピュータの削除] を選択し、確認画面を表示させます。

マシンを削除する場合は、[OK] をクリックします。 
5. 障害マシンを管理外に変更 

Web コンソールの [リソース] ビューの [アクション] メニューから障害マシンを管理外

にします。 
 

以上でマシンの交換は完了です。 
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6.5.4. ディスクを交換するには 

ディスク交換の場合、マシンは同一マシンとして管理されています。ディスクを交換するには、

以下の手順に従って交換してください。 
 

注: HP-UX マシンのディスク交換時にハードウェアパスが変更される場合は、DPM (HP-UX
版) のコンピュータ情報のブートパスを変更する必要があります。 
詳細は「DeploymentManager (HP-UX 版) ユーザーズガイド導入編」の「4.5 構成変更時

のリソースファイルの変更手順」を参照してください。 

 

1. メンテナンスモードオン 
Web コンソールから交換するディスクを使用しているマシンのメンテナンスモードをオン

にします。 
2. 交換するマシンのシャットダウン 

Web コンソールからディスクを交換するマシンをシャットダウンします。 
3. ディスク交換 
4. マシンを起動 

Web コンソールからマシンを起動します。 
5. メンテナンスモードオフ 

マシンの起動後に Web コンソールからメンテナンスモードをオフにします。 
6. ソフトウェアの再配布 

Web コンソールの運用リソースからソフトウェアの再配布を実行します。 
7. ハードウェア状態をリセット 

ソフトウェアの再配布完了後、マシンが正常状態に戻ったことを確認します。 
 

以上でディスクの交換は完了です。 
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6.5.5. HBA を交換するには 

各ストレージ機器と接続された HBA の交換を行います。以下の手順に従って HBA を交換し

てください。 
 iStorage と接続された HBA の交換 

 

注: 交換前の WWN と交換後の WWN を忘れないように注意してください。 

 

1. メンテナンスモードオン 
Web コンソールから交換する HBA を使用しているマシンのメンテナンスモードをオ

ンにします。 
2. 交換するマシンをシャットダウン 

Web コンソールから交換するマシンをシャットダウンします。 
3. HBA を交換 
4. iStorageManager の設定 

iStorageManager クライアントで、変更したい HBA とつながっている iStorage 筐

体を選択し、構成設定を行います。 
[個別設定 / 参照] でアクセスコントロール (WWN) 設定を選択します。 
交換前の WWN をもつ LD セットを選択して [パス情報とのリンク] を選択します。 
交換前の WWN を交換後の WWN で置換します。 
[OK] をクリックし、設定を確定します。 

5. ストレージ情報を更新 
Web コンソールの [リソース] ビューの [操作] メニューから [収集] を選択しま

す。 
6. HBA 情報を更新 

Web コンソールの [リソース] ビューのマシンプロパティの [ストレージ] タブから

交換前の HBA を削除し、交換後の HBA を追加します。 
7. マシンを起動 

Web コンソールでマシンを起動します。 
8. メンテナンスモードオフ 

マシンの起動後に Web コンソールからメンテナンスモードをオフにします。 
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 Symmetrix または CLARiX と接続された HBA の交換 

 

注: 交換前の WWPN / WWNN と交換後の WWPN / WWNN を忘れないように注意し

てください。 

 

1. メンテナンスモードオン 
Web コンソールから交換する HBA を使用しているマシンのメンテナンスモードをオ

ンにします。 
2. 交換マシンをシャットダウン 

Web コンソールから交換するマシンをシャットダウンします。 
3. ディスクボリュームの接続解除 

交換元 HBA と接続されているディスクボリュームの接続を解除します。 
4. 交換するマシンの HBA を交換 
5. ディスクボリュームの接続 

交換元HBAと接続されていたディスクボリュームを再度接続します。手順 3で接続

されていた状態と同じように設定してください。 
6. ストレージ情報を更新 

Web コンソールの [リソース] ビューの [操作] メニューから [収集] を選択しま

す。 
7. HBA 情報を更新 

Web コンソールの [リソース] ビューのマシンプロパティ設定の [ストレージ] タブ

から交換前の HBA を削除し、交換後の HBA を追加します。 
8. マシンを起動 

Web コンソールからマシンを起動します。 
9. メンテナンスモードオフ 

マシンの起動後に Web コンソールからメンテナンスモードをオフにします。 
 

以上で HBA の交換は完了です。 
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6.5.6. スイッチブレードを追加するには 

スイッチブレードを追加します。以下の手順に従って追加してください。 
 

1. スイッチブレードを挿入 
2. SystemProvisioning にスイッチブレードを登録 

Web コンソールでサブシステムとして、スイッチブレードを登録します。サブシステム登

録後、リソースにスイッチブレードが表示されますので、管理対象に変更します。必要で

あればスイッチブレード VLAN を作成します。 
3. スイッチブレードを関連付け 

マシンにスイッチブレードを関連付けます。 
グループで稼動しているマシンに設定する場合、Web コンソールからメンテナンスモー

ドをオンにする必要があります。 
稼動しているマシンにスイッチブレードを関連付けても、設定時には VLAN 設定は行わ

れません。 
稼動していないマシンで設定する場合、マシンを稼動するときに NIC とポートの関連付

けが自動的に行われます。 
4. VLAN グループへの登録 

VLAN制御を行う場合、グループにスイッチブレード上のVLANを設定します。グループ

で稼動しているマシンは、新規スイッチブレード上の VLAN 登録時に、VLAN 制御がで

きません。 
既に運用を開始したグループで新規スイッチブレード上の VLAN 制御を行う場合、グル

ープで稼動しているマシンをすべてグループから削除してから、マスタマシンの登録 (ソ
フトウェアを配布せずにグループで稼動する) 方法でグループに追加します。 

 

以上でスイッチブレードの追加は完了です。 
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6.5.7. スイッチブレードを交換するには 

スイッチブレードを交換します。以下の手順に従って交換してください。 
 

1. メンテナンスモードオン 
同一筐体内にグループで稼動しているマシンがある場合、Webコンソールから稼動して

いるマシンのメンテナンスモードをオンにします。稼動していないマシンに対しては、この

操作は不要です。 
2. スイッチブレードを交換 

スイッチブレードを抜きます。 
交換前のスイッチブレードの CF (コンパクトフラッシュ) カードを交換後のスイッチブレー

ドに挿入します。 
新しいスイッチブレードを挿入します。 
CF カードの交換ができなかった場合、シリアル接続などにより、交換前のスイッチブレ

ードと同じ設定状態にします。 
3. メンテナンスモードオフ 

Web コンソールから [収集] を行い、SystemProvisioning のデータベースが更新され

ます。 
このタイミングで、現状の正しいデータベースが認識されます。 
手順 1 でメンテナンスモードをオンにしたマシンがある場合、Webコンソールからメンテ

ナンスモードをオフにします。 
 

以上でスイッチブレードの交換は完了です。 
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6.5.8. スイッチブレードを削除するには 

スイッチブレードを削除します。以下の手順に従って削除してください。 
 

注: CPU ブレードへの接続がなくなるため、完全に削除する運用はありません。 
また、SystemProvisioning が管理するネットワークに接続する、プライマリ NIC に接続され

ているスイッチブレードの削除は行わないでください。 

 

1. サブシステムの削除 
Web コンソールから、サブシステムとして登録されているスイッチブレードを削除しま

す。 
2. スイッチブレードを抜く 
 

以上でスイッチブレードの削除は完了です。 
 

6.5.9. NetvisorPro スイッチを追加するには 

NetvisorPro スイッチを追加するには、NetvisorPro での VLAN 設定が必要です。 
以下の手順に従って追加してください。 
 

1. SystemProvisioning に NetvisorPro を登録 
Web コンソールでサブシステムとして、NetvisorPro を登録します。すでに登録されてい

る場合は必要ありません。サブシステム登録後、リソースに NetvisorPro が管理するス

イッチが表示されますので、管理対象に変更します。必要ならスイッチVLANを作成しま

す。 
2. スイッチを関連付け 

マシンにスイッチを関連付けます。 
グループで稼動しているマシンに設定する場合、Web コンソールからメンテナンスモー

ドをオンにする必要があります。稼動しているマシンにスイッチを関連付けても、設定時

には、VLAN 制御は行われません。 
稼動していないマシンで設定する場合、NIC とポートの関連付けを行います。 

3. グループへの登録 
VLAN 制御を行う場合、グループにスイッチ上の VLAN を設定します。グループ内で稼

動しているマシンは、新規スイッチ上のVLAN登録時に、VLAN制御させることができま

せん。 
既に運用を開始したグループで新規スイッチブレード上の VLAN 制御を行う場合、グル

ープで稼動しているマシンをすべてグループから削除してから、マスタマシンに登録しま

す。 
 

以上で NetvisorPro スイッチの追加は完了です。 
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6.5.10. NetvisorPro スイッチを交換する 

NetvisorPro スイッチを交換するには、スイッチに接続されているマシンがグループで稼動し

ているマシンがある場合とない場合で交換の条件が異なります。以下にそれぞれについて

説明します。 
 

 マシンが稼動している場合の交換 
シリアル接続、NetvisorPro の管理画面で、交換前のスイッチと同じ設定状態にします。

SigmaSystemCenter での設定変更はありません。 
• 同一機種のスイッチ交換のみ可能です。 
• スロット交換の場合、同一スロットの交換のみ可能です。 
• 稼動しているマシンがある場合、交換処理中はメンテナンスモードをオンに移行す

ることを推奨します。 
 

 マシンが稼動していない場合の交換 
稼動しているマシンがある場合の交換と同様に、交換前のスイッチと同じ設定状態にす

ることで SigmaSystemCenter での設定変更はありません。別のスイッチとして登録す

る場合、スイッチを新規に管理対象とし、Web コンソールの [リソース] ビューのマシン

プロパティ設定の [ネットワーク] タブで、NIC とスイッチポートとの関連付けを設定しま

す。 
 

以上で NetvisorPro スイッチの交換は完了です。 
 

6.5.11. NetvisorPro スイッチを削除するには 

NetvisorPro スイッチを削除します。以下の手順に従って削除してください。 
 

1. メンテナンスモードオン 
スイッチに接続されているマシンがグループで稼動している場合、Web コンソールから

メンテナンスモードをオンにします。 
2. スイッチを削除 

Web コンソールのマシンプロパティ設定からスイッチの関連付けを削除します。 
3. スイッチを管理外に変更 

Web コンソールのリソースの [アクション] メニューからスイッチを管理外にします。 
4. メンテナンスモードオフ 

手順 1 でメンテナンスモードをオンにしたマシンがある場合、Web コンソールからメンテ

ナンスモードをオフにします。 
 

以上で NetvisorPro スイッチの削除は完了です。 
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6.5.12. ESX Server のディスクを交換するには 

ESX Server のディスクを交換する場合、以下の方法があります。 
 

 ESX Server をバックアップする場合 
 仮想マシンを別の ESX Server へ移動する場合 

 

それぞれの方法でディスクを交換するには、以下の手順に従ってください。 
 

注: ESX Server の運用停止を行う場合、必ず事前に該当 ESX Server 上で仮想マシンが稼

動していないことを確認し、その後に操作を行ってください。ESX Server 上で仮想マシンが

稼動している場合、仮想マシンが停止状態となるため、操作後は仮想マシンの運用が行え

なくなります。 

 

 ESX Server をバックアップする場合 
ESX Server をバックアップしてディスクを交換するには、以下の手順に従ってください。 
 

関連情報: VirtualCenterの操作の詳細については、VMware社発行の各製品マニュア

ルを参照してください。 

 

1. メンテナンスモードオン 
Web コンソールから対象 ESX Server 上の仮想マシンのメンテナンスモードをオン

にします。 
2. ESX Server 上の仮想マシンをシャットダウン 

Web コンソールから対象 ESX Server 上の仮想マシンをシャットダウンします。 
3. VirtualCenter から対象の ESX Server の接続を削除 

VirtualCenter から対象の ESX Server の接続削除については、VMware 社発行

の各製品マニュアルを参照してください。 
4. ESX Server をバックアップ 

ESX Server のバックアップ方法については、VMware 社発行の各製品マニュアル

を参照してください。 
5. ESX Server をシャットダウン 

Web コンソールから ESX Server をシャットダウンします。 
6. ESX Server のディスクを交換 

ESX Server のシャットダウン後、ディスクの交換を行います。 
7. ESX Server をインストール 

ESX Server のインストールについては、VMware 社発行の各製品マニュアルを参

照してください。 
ESX Server のネットワーク設定およびパスワードは既存の ESX Server と同じ設

定を行ってください。 
8. ESX Server をリストア 
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ESX Server のリストア方法については、VMware 社発行の各製品マニュアルを参

照してください。 
9. VirtualCenter で ESX Server を接続 
10. メンテナンスモードオフ 

Web コンソールからメンテナンスモードをオフにします。 
11. 登録された情報を更新 

Web コンソールで [収集] を実施して、登録された情報の更新を行います。 
 

 仮想マシンを別の ESX Server へ移動させる場合 
仮想マシンを別の ESX Server へ移動させてディスクを交換するには、以下の手順に従

ってください。 
 

注: ディスク交換作業前に移動元の ESX Server と移動先の ESX Server が同一の

DataCenter に登録されていることを確認してください。 

 

関連情報: VirtualCenterの操作の詳細については、VMware社発行の各製品マニュア

ルを参照してください。 

 

1. メンテナンスモードオン 
Web コンソールから対象 ESX Server 上の仮想マシンのメンテナンスモードをオン

にします。 
2. 仮想マシンを別の ESX Server へ移動 

Web コンソールで、同一 DataCenter 上に登録されている別の ESX Server へ仮

想マシンの移動を行います。 
3. ESX Server をシャットダウン 

Web コンソールから ESX Server をシャットダウンします。 
4. ESX Server のディスクを交換 

ESX Server のシャットダウン後、ディスクの交換を行います。 
5. ESX Server をインストール 

ESX Server のインストールについては、VMware 社発行の各製品マニュアルを参

照してください。 
ESX Server のネットワーク設定およびパスワードは既存の ESX Server と同じ設

定を行ってください。 
6. VirtualCenter で ESX Server を接続 

VirtualCenter から ESX Server に正しく接続されていることを確認してください。 
7. 仮想マシンをディスク交換後の ESX Server に移動 

Web コンソールでディスク交換を行った ESX Server に仮想マシンの移動を行いま

す。 
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8. メンテナンスモードオフ 

Web コンソールからメンテナンスモードをオフします。 
9. 登録された情報を更新 

Web コンソールで [収集] を実施して、登録された情報の更新を行います。 
 

以上で ESX Server のディスク交換は完了です。 
 

6.5.13. ESX Server のハードディスク以外のデバイスを交換するには 

ESX Server のハードディスク以外のデバイスを交換します。以下の手順に従って交換してく

ださい。 
 

関連情報: VirtualCenter の操作の詳細については、VMware 社発行の各製品マニュアルを

参照してください。 

 

1. メンテナンスモードオン 
Web コンソールから対象 ESX Server 上の仮想マシンのメンテナンスモードをオンにし

ます。 
2. ESX Server をシャットダウン 

Web コンソールから ESX Server をシャットダウンします。 
3. ESX Server のデバイスを交換 

ESX Server のシャットダウン後、デバイスの交換を行います。 
ESX Server のデバイスの交換方法については、VMware 社発行の各製品マニュアル

を参照してください。 
4. VirtualCenter で ESX Server を接続 

VirtualCenter から ESX Server に正しく接続されていることを確認してください。 
5. メンテナンスモードオフ 

Web コンソールからメンテナンスモードをオフにします。 
6. 登録された情報を更新 

Web コンソールから [収集] を行い、登録された情報の更新を行います。 
 

以上で ESX Server のハードディスク以外のデバイス交換は完了です。 
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6.5.14. Xen Server のディスクを交換するには 

Xen Server のディスクを交換します。以下の手順に従って交換してください。 
 

関連情報： XenCenter の操作の詳細については、Citrix 社発行の各製品マニュアルを参照

してください。 

 

1. メンテナンスモードオン 
Web コンソールから対象 Xen Server の仮想マシンのメンテナンスモードをオンにしま

す。 
2. Xen Server の仮想マシンをシャットダウン 

XenCenter から対象 Xen Server の仮想マシンをシャットダウンします。 
3. プールから Xen Server を削除 

Xen Server がプールに登録されている場合は、プールから Xen Server を削除します。 
4. XenCenter で Xen Server の接続を削除 

XenCenter から Xen Server の接続を削除します。 
5. Xen Server をバックアップ 

Xen Server のバックアップ方法については、Citrix 社発行の各製品マニュアルを参照し

てください。 
6. Xen Server のディスクを交換 

Xen Server のシャットダウン後、ディスクの交換を行います。 
7. Xen Server をインストール 

Xen Server のインストールについては、Citrix 社発行の各製品マニュアルを参照してく

ださい。Xen Server のネットワーク設定およびパスワードは既存の Xen Server と同じ

設定を行ってください。 
8. Xen Server のリストア 

Xen Server のリストアについては、Citrix 社発行の各製品マニュアルを参照してくださ

い。 
9. XenCenter で Xen Server を接続 

XenCenter から Xen Server を接続します。 
10. メンテナンスモードオフ 

Web コンソールからメンテナンスモードをオフにします。 
11. 登録された情報を更新 

Web コンソールで [収集] を行い、登録された情報の更新を行います。 
 

以上で Xen Server のディスク交換は完了です。 
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6.5.15. Xen Server のハードディスク以外のデバイスを交換するには 

Xen Server のハードディスク以外のデバイスを交換するには、以下の手順に従ってくださ

い。 
 

関連情報： XenCenter の操作の詳細については、Citrix 社発行の各製品マニュアルを参照

してください。 

 

1. メンテナンスモードオン 
Webコンソールから対象のXen Serverの仮想マシンのメンテナンスモードをオンにしま

す。 
2. Xen Server をシャットダウン 

XenCenter から Xen Server をシャットダウンします。 
3. Xen Server のデバイスを交換 

Xen Server のシャットダウン後、デバイスの交換を行います。Xen Server のデバイス

交換方法については、Citrix 社発行の各製品マニュアルを参照してください。 
4. XenCenter で Xen Server を接続 

XenCenter から Xen Server を接続します。 
5. メンテナンスモードオフ 

Web コンソールからメンテナンスモードをオフにします。 
6. 登録された情報を更新 

Web コンソールで [収集] を行い、登録された情報の更新を行います。 
 

以上で Xen Server のハードディスク以外のデバイス交換は完了です。 
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6.5.16. NIC–NetvisorPro 管理スイッチポートの接続を変更するには 

稼動しているマシンは、メンテナンスモードをオンにしても、構成情報への VLAN の反映が不

可能のため、接続を変更できません。 
メンテナンス状態でのNICの交換 (MACアドレスの変更) は可能です。NICの交換方法につ

いては、「6.5.1 プライマリNIC以外のNICを交換するには」あるいは「6.5.2 プライマリNICを

交換するには」を参照してください。 
 

また、同一筐体内に稼動しているマシンが存在する場合でも、稼動していないマシンの接続

設定、および稼動していないマシンにスイッチの接続設定を追加あるいは削除することは可

能です。 
稼動していないマシンの接続設定を変更するには、以下の手順に従ってください。 
 

1. 物理的に NIC とスイッチポートとの結線を変更 
2. SystemProvisioning のスイッチの関連付け 

1. タイトルバーの [リソース] をクリックし、[リソース] ビューに切り替えます。 
2. [システムリソース] ツリーからマシンプロパティ設定を行うマシンのアイコンをクリッ

クします。 
3. [設定] メニューから [プロパティ] をクリックします。 
4. メインウィンドウに「マシンプロパティ設定」が表示されます。 
5. [ネットワーク] タブを選択します。[NIC 一覧] グループボックスから関連付けを行う

NIC の [編集] アイコンをクリックします。 
6. [NIC 設定] が表示されます。NIC とスイッチポートとの関連付けを変更します。 

 

以上で NIC–NetvisorPro 管理スイッチポートの接続変更は完了です。 
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7. バックアップ・リストア 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本章では、SigmaSystemCenter 運用時のバックアップ方法およびリストア方法について説明します。 
 
本章で説明する項目は以下の通りです。 
 
 
• 7.1 バックアップ計画 ...................................................................................................... 234 
• 7.2 SystemProvisioningをバックアップ / リストアする .................................................... 235 
• 7.3 SystemMonitor性能監視をバックアップ / リストアする ............................................. 237 
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7.1. バックアップ計画 
管理サーバおよび管理対象マシンでは、アップデートが行われたときなど、こまめにバックア

ップを取っておくことにより、配信イメージ (リストアイメージ) を最新の状態にしておきます。

仮に障害が起きた場合でも復旧することができます。本節では、各マシンでのバックアップの

概要や方法について説明します。 
 

7.1.1. 管理サーバ 

 SystemProvisioning の設定情報 
SystemProvisioning の設定情報のバックアップは、定期的に行うことを推奨します。 
設定情報のバックアップ / リストアの方法は、「7.2 SystemProvisioningをバックアップ 
/ リストアする」を参照してください。 

 SystemMonitor 性能監視の設定情報 
SystemMonitor の設定情報のバックアップは、定期的に行うことを推奨します。 
設定情報のバックアップ / リストアの方法は、「7.3 SystemMonitor性能監視をバックア

ップ / リストアする」を参照してください。 
 

7.1.2. 管理対象マシン 

SigmaSystemCenterの配信を最新の状態に維持するためには、アップデートが行われるた

びに DPM によるバックアップを行い、配信イメージ (リストアイメージ) を最新の状態にする

必要があります。DPM を利用してバックアップを行う場合、マシンを停止状態にしてバックア

ップを行う必要があります。容量やネットワーク状態によってバックアップにかかる時間が異

なります。 
管理対象マシンでアップデートが頻繁に行われる場合、以下の方法でバックアップを行ってく

ださい。 
 業務負荷の低い時間帯を利用してバックアップを行う 
 マニュアル操作によりオンラインでバックアップを行う 
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7.2. SystemProvisioning をバックアップ / リスト

アする 
構成情報データベースは、必要に応じてバックアップを行ってください。ハードウェア障害など

の理由により、管理サーバが故障しても、バックアップを行っていれば構成情報データベー

スを復旧できます。 
構成情報データベースのバックアップとリストアは、SQL Server 2005 が提供する sqlcmd コ

マンドを使用して行います。 
 

関連情報: sqlcmd コマンドの詳細については Microsoft 社から提供されている以下の URL
などを参照してください。 
http://msdn2.microsoft.com/ja-jp/library/ms170207.aspx 

 

注:  
▪ SystemProvisioning でインストールされる SQL Server 2005 の初期 sa パスワードは 
(rc76duvg) になっています。システム管理者の方はsqlcmdコマンドを使用してsaパスワー

ドの変更を行ってください。 
▪ インスタンス名をデフォルト値 (SSCCMDB) より変更した場合、”(local)¥インスタンス名” 
としてください。また、インストール後にネットワーク上の別のサーバに構築された SQL 
Server 2005 に構成情報データベースを移行した場合は、”サーバ名¥インスタンス名” とし

てください。 

 

7.2.1. 構成情報データベースをバックアップするには 

構成情報データベースのバックアップは、コマンドを使用して行います。以下の手順に従って

バックアップしてください。 
 

1. Web コンソールを停止 
Web コンソールを開いている場合は、閉じます。 

2. SystemProvisioning を停止 
3. バックアップコマンドを実行 

コマンドプロンプトで以下のコマンドを実行します。ここでは C ドライブの¥temp に

backup.dat というバックアップファイルを作成する例を示します。 
> sqlcmd –E –S (local)¥ssccmdb 

1> backup database pvminf to disk = ‘c:¥temp¥backup.dat’ 

with init 

2> go 

4. SystemProvisioning を起動 
バックアップが終了したら、SystemProvisioning を起動します。 

 

以上で構成情報データベースのバックアップは完了です。 
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7.2.2. 構成情報データベースをリストアするには 

構成情報データベースのリストアは、コマンドを使用して行います。 
また、構成情報データベースの内容を初期化した後にバックアップファイルの内容をリストア

します。 
構成情報データベースをリストアするには、以下の手順に従ってください。 
 

1. Web コンソールを停止 
Web コンソールを開いている場合は、閉じます。 

2. SystemProvisioning を停止 
3. リストアコマンドを実行 

コマンドプロンプトで以下のコマンドを実行します。ここでは C ドライブの¥temp に

backup.dat というバックアップファイルから復元する例を示します。 
> sqlcmd –E –S (local)¥ssccmdb 

1> restore database pvminf from disk = 

‘c:¥temp¥backup.dat’ with replace 

2> go 

4. SystemProvisioning を起動 
リストアが終了したら、SystemProvisioning を起動してください。 

 

以上で構成情報データベースのリストアは完了です。 
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7.3. SystemMonitor 性能監視をバックアップ / リ
ストアする 

SystemMonitor 性能監視のデータベースのバックアップとリストアは、SQL Server 2005 が

提供する sqlcmd コマンドを使用して行います。 
 

7.3.1. SystemMonitor 性能監視をバックアップするには 

SystemMonitor 性能監視をバックアップします。以下の手順に従ってバックアップしてくださ

い。 
 

1. SystemMonitor 性能監視管理コンソールを停止 
SystemMonitor 性能監視の管理コンソールメインウィンドウの ［ファイル] メニューから、

［終了］ を選択すると、管理コンソールが終了されます。 
2. 性能監視サービスの終了 

[スタート] メニューから [コントロールパネル] － [管理ツール］ － ［サービス］ を選択

し、サービススナップインを起動します。サービス一覧から「System Monitor 
Performance Monitor Service」を選択し、[サービスの停止] をクリックします。 
 

3. ファイルをバックアップ 
以下の 2 つのファイルをバックアップします。 
SystemMonitor 性能監視インストールディレクトリ配下 

 

注: 既定値は (%Program Files%¥NEC¥SystemMonitorPerformance) です。 

 
bin¥rm_client.xml 
bin¥rm_service_init.xml 

 

4. データベースをバックアップ 
コマンドプロンプトで以下のコマンドを実行します。ここでは C ドライブの¥temp に

sysmonbk.dat というバックアップファイルを作成する例を示します。 
> sqlcmd -E -S (local)¥SSCCMDB -Q "backup database 

RM_PerformanceDatabase2 to disk = ’c:¥temp¥sysmonbk.dat’ 

with init" 

 

注: インスタンス名をデフォルト値 (SSCCMDB) より変更した場合、”(local)¥インスタ

ンス名” としてください。 
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5. 性能監視サービスの開始 

性能監視サービスを開始します。 
[スタート] メニューから [コントロールパネル] － [管理ツール］ － ［サービス］ を選択

し、サービススナップインを起動します。サービス一覧から「System Monitor 
Performance Monitor Service」を選択し、[サービスの開始] をクリックします。 

 

以上で SystemMonitor 性能監視のバックアップは完了です。 
 

7.3.2. SystemMonitor 性能監視をリストアするには 

SystemMonitor 性能監視をリストアします。以下の手順に従ってリストアしてください。 
 

1. SystemMonitor 性能監視管理コンソールを停止 
SystemMonitor 性能監視の管理コンソールメインウィンドウの ［ファイル] メニューから、

［終了］ を選択すると、管理コンソールが終了されます。 
2. 性能監視サービスの終了 

[スタート] メニューから [コントロールパネル] － [管理ツール］ － ［サービス］ を選択

し、サービススナップインを起動します。サービス一覧から「SystemMonitor 
Performance Monitor Service」を選択し、[サービスの停止] をクリックします。 

3. バックアップファイルを上書き 
バックアップを取った以下の 2 つのファイルを上書きします。 
SystemMonitor 性能監視インストールディレクトリ配下 

 

注: 既定値は (%Program Files%¥NEC¥SystemMonitorPerformance) です。 

 
bin¥rm_client.xml 
bin¥rm_service_init.xml 

 

4. データベースリストアコマンドを実行 
コマンドプロンプトで以下のコマンドを実行します。ここでは C ドライブの¥temp に

sysmonbk.dat というバックアップファイルをリストアする例を示します。 
> sqlcmd -E -S (local)¥SSCCMDB -Q " restore database 

RM_PerformanceDatabase2 from disk 

= ’c:¥temp¥sysmonbk.dat’ with replace " 

 

注: インスタンス名を既定値 (SSCCMDB) より変更した場合、「(local)¥インスタンス

名」としてください。 
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5. 性能監視サービスの開始 

性能監視サービスを開始します。 
[スタート] メニューから [コントロールパネル] － [管理ツール］ － ［サービス］ を選択

し、サービススナップインを起動します。サービス一覧から「SystemMonitor 
Performance Monitor Service」を選択し、[サービスの開始] をクリックします。 

 

以上で SystemMonitor 性能監視のリストアは完了です。 
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